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未来へつなぐ
水は私たちにとって特別なもの。

飲み水をはじめ、日々の暮らしのあらゆる場面で水を使っている。

小さい頃の水遊びや花火の楽しい思い出は、水辺の風景とともにあり、

それは今も鮮明に覚えている。

私たちが使う水、使った水をたどってみると、水が循環していることに気づく。

そして、この循環には意外にも多くの人が関わっており、

さらに過去をたどってみると、水と付き合うための先人の営々とした努力も伺い知れる。

これからの持続可能な社会を考えると、

水の循環が健全である必要があるが、これに取り組む効果は、

実は水に関することだけにとどまらない。

水に関する取組は、街のもつ美しさや本来の魅力を引き出し、人を守り、

自然と人をつないで地域を元気にしていく。

この水の循環を誇れるものとして次の世代につないでいきたい。
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本書に掲載した我が国の地図は必ずしも、
我が国の領土を包括的に示すものではない。

プロジェクトチームで
”見えない水”をPR
有志若手職員のチーム力による広報大作戦

p.64京都市　京都府　
07
Case

地域が支える流域の水循環
水環境改善の取組を共働・連携により市内全域に拡大

p.58豊田市　愛知県　Case

06

将来にわたり水の恩恵を
享受できる地域を目指して
地域全体で水資源を守り、育み、将来世代へ引き継ぐ

p.34佐久地域　長野県　
02
Case

“うちぬき文化”を未来につなぐ
科学的な調査を柱に地下水の仕組みと大切さを見える化

p.40西条市　愛媛県　
03
Case

「水のまち」の暮らしを支える地下水をまもる
地下水の恩恵を将来も受け続けるための取組

p.46うきは市　福岡県
04
Case

p.52
情報共有と体験活動で広瀬川の仲間をつなぐ
《広瀬川創生プラン》　～市民協働による取組事業の推進～

仙台市　宮城県
05
Case

水、さと、まちの共生
水を知り、水を活かし、水に備える

p.70兵庫県
08
Case

Case

01 人と地下水のかかわりを将来へ
地下水・湧水を分かりやすく紹介して市民の理解を促進

p.28座間市　神奈川県　
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06１　水循環について

1-1
水
循
環
と
は

　

地
球
は
水
の
惑
星
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

地
球
の
表
面
の
約
70
％
は
海
洋
に
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球

は
、
他
の
惑
星
と
異
な
り
青
く
美
し
く
輝
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
球
上
の
水
の
総
量
は
、
14
億
㎦
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
海
水
な

ど
の
塩
水
が
97
・
47
％
、
淡
水
が
2
・
53
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
淡
水
の
ほ
と
ん
ど

が
南
極
・
北
極
等
の
氷
や
氷
河
と
し
て
存
在

す
る
水
や
地
下
水
で
あ
り
、
人
が
容
易
に
利

用
で
き
る
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し
て
存
在

す
る
淡
水
は
、
地
球
上
に
存
在
す
る
水
の
量

の
わ
ず
か
0
・
0
0
8
％
、
お
よ
そ
１
万
分

の
１
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

地
球
上
に
あ
る
水
の
量

地球上の水の量と構成比
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た
だ
し
、
地
球
上
の
水
は
、
海
水
や
河
川

の
水
と
し
て
常
に
同
じ
場
所
に
留
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
海
水
や
地
表
面
の
水
が
蒸
発
し
、
上

空
で
雲
に
な
り
、
や
が
て
雨
や
雪
に
な
っ
て

地
表
面
に
降
り
、
そ
れ
が
次
第
に
集
ま
り
川

と
な
っ
て
海
に
至
る
と
い
う
よ
う
に
、
絶
え

ず
循
環
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
循
環
に
よ
っ
て
塩
分
を
含
む
海

水
も
蒸
発
す
る
際
に
淡
水
化
さ
れ
、
私
た
ち

が
利
用
可
能
な
淡
水
資
源
が
常
に
つ
く
り

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
持
続
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
水
の
量

は
、
あ
る
瞬
間
に
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し

て
存
在
す
る
淡
水
の
量
で
は
な
く
、
絶
え
ず

「
循
環
す
る
水
」の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
水
循
環
を
健
全
に
保
つ
こ
と
が
持
続
的

な
社
会
を
築
く
上
で
極
め
て
重
要
に
な
り
ま

す
。

循
環
す
る
水

水循環
水が、蒸発、降下、流下または浸透により、
海域等に至る過程で、地表水または地下水
として河川の流域を中心に循環すること。

水循環の目指す姿
「健全な水循環」とは、人の活動と環境保全に果たす
水の機能が適切に保たれた状態をいいます。



08１　水循環について

私たちと水との関わり

2

心癒される景観

地域のコミュニケーション

農業、工業などへの利用

水源かん養機能の発揮

水辺空間の活用自然とふれあう機会の創出

住民を守るための施策湧水や地下水に代表される水文化

健
全
な
水
循
環
へ

　

私
た
ち
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
水
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
美
し
い
水
の
景
観
に
癒
や
さ
れ
た

り
、
水
辺
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て

豊
か
な
感
性
を
育
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
水
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
水
辺
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、
水
を
活
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
、
地
域
を
よ
り
豊
か
に
す
る
取
組
に
も
注

目
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
に
関
わ
る
取
組
は
そ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
全
体
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
水
の
あ
る
生
活
を
中
心
と
し
て

地
域
を
よ
り
健
全
な
も
の
と
し
、
そ
の
価
値

を
高
め
て
い
け
る
こ
と
も
水
循
環
に
取
り
組

む
魅
力
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
と
水
と
の
関
わ
り

1-2
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水循環に関する課題

1

給水車

洪水

渇水

水源林の荒廃

閉鎖系水域の水質

湧水の枯渇や地下水位の低下

水インフラの老朽化 都市化の進展による都市型水害

　

こ
れ
ま
で
洪
水
や
渇
水
、
水
質
汚
染
、
地

盤
沈
下
な
ど
、
水
循
環
に
関
す
る
深
刻
な
課

題
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
改
善
が
な
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
課
題
は
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
温
暖
化
に
よ
る

異
常
少
雨
や
降
水
量
の
変
動
幅
の
増
大
な
ど

の
影
響
に
よ
っ
て
、
渇
水
や
洪
水
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
可
能
性
や
、
新
た
な
課
題
が
発
生

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
水
が
循
環
す
る
過
程
に
お
い
て
、

一
つ
の
施
策
を
行
う
と
そ
れ
が
他
の
環
境
に

影
響
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
効
果
と
影
響
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
流
域
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
地
域
の
水
循

環
の
あ
り
方
を
考
え
、
総
合
的
か
つ
一
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

水
循
環
に
関
す
る
課
題



10１　水循環について

水
循
環
基
本
法
の
施
行

水
循
環
基
本
法

1-3

　

水
循
環
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
多
種
多
様
な
個

別
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は「
健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は

回
復
」と
い
う
目
標
を
共
有
し
、
こ
れ
ら
個

別
の
施
策
を
相
互
に
連
携
・
調
整
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
政
府
全

体
で
総
合
的
に
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
議
論
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
4
月
に
、
水
循
環

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
水
循

環
基
本
法
」が
公
布
さ
れ
、
同
年
7
月
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
循
環
基
本
法
の
施
行
と
同
時
に
、

水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
、
す
べ
て
の
国
務

大
臣
を
本
部
員
と
す
る「
水
循
環
政
策
本
部
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
6
月
に
は
一
部
改
正
さ
れ
、

水
循
環
関
係
者
の
責
務
規
定
に
お
い
て
、

水
循
環
に
関
す
る
施
策
に「
地
下
水
の
適

正
な
保
全
及
び
利
用
に
関
す
る
施
策
」が

含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る

た
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
旨
の
規
定
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
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12１　水循環について

水
循
環
基
本
計
画

1-4

水
循
環
基
本
計
画
の
概
要

　

水
循
環
基
本
法
施
行
の
約
１
年
後
、

２
０
１
５
年
７
月
に
、
わ
が
国
の
水
循
環
施

策
の
道
し
る
べ
と
な
る「
水
循
環
基
本
計
画
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
６
月
に
は
、
こ
の
水

循
環
基
本
計
画
に
基
づ
く
水
循
環
施
策
の
効

果
に
関
す
る
評
価
結
果
や
、
有
識
者
・
地
方

公
共
団
体
等
の
各
方
面
か
ら
の
頂
い
た
意
見

を
踏
ま
え
、
新
た
な「
水
循
環
基
本
計
画
」が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
現
在
の

課
題
に
対
応
す
る
取
組
や
、
健
全
な
水
循
環

の
維
持
ま
た
は
回
復
に
対
し
て
一
層
効
果
が

見
込
ま
れ
る
取
組
を
中
心
に
、
と
り
わ
け
次

の
３
本
柱
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

①　

�

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

②　

�

健
全
な
水
循
環
へ
の
取
組
を
通
じ
た
安

全
・
安
心
な
社
会
の
実
現

③　

�

次
世
代
へ
の
健
全
な
水
循
環
に
よ
る
豊

か
な
社
会
の
継
承

水循環基本計画の概要（2020年6月閣議決定）
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流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
に
よ
り
、
流
域
に

お
け
る
一
体
感
の
創
出
、
流
域
に
応
じ
た
課
題
へ

の
解
決
策
の
効
率
的
な
実
施
、
流
域
の
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
流
域
に
お
け
る
流
域
水
循
環
計

画
の
更
な
る
策
定
と
内
容
の
充
実
な
ど
質
の
高

い
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
全
国
的
に
展

開
す
る
た
め
に
は
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
主
体

で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等
の
流
域
の
関
係
者
が

取
組
の
目
的
、
効
果
、
課
題
等
を
理
解
、
共
有
し
、

流
域
全
体
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
を
十
分
把

握
し
た
上
で
、
課
題
に
応
じ
た
施
策
を
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

技
術
的
な
助
言
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
等
に
よ
る

地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
を
含
む
水
循
環
の
実
態
解
明
に

関
す
る
調
査
研
究
、
流
域
に
お
け
る
水
循
環
の

健
全
性
や
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
の
効
果

等
を「
見
え
る
化
」す
る
評
価
指
標
・
評
価
手
法

の
確
立
等
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
際
、
学
識
経

験
者
等
の
協
力
を
仰
ぎ
、
調
査
研
究
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
全
国
展
開
と
質
の
向
上
を
図
り
、
流
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

手引きや事例集による流域マネジメントの支援

水循環アドバイザー制度の概要

３本柱
その１

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　
～
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
更
な
る
展
開
と
質
の
向
上
～



14１　水循環について

　

我
が
国
で
は
、
そ
の
国
土
の
地
理
的
、
地
形
的
、

気
象
的
な
特
性
に
よ
り
、
水
災
害
、
地
震
災
害
等

の
数
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
の
影

響
等
に
よ
り
水
災
害
が
頻
発
・
激
甚
化
す
る
と

と
も
に
、
水
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
規
模
自

然
災
害
等
に
対
し
て
人
命
・
財
産
や
重
要
な
水

イ
ン
フ
ラ
の
被
害
を
防
止
又
は
最
小
化
し
、
水
災

害
、
地
震
災
害
等
に
強
く
し
な
や
か
な
国
土
・
地

域
・
経
済
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
一
層
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
規
模
な
水
災
害
、
地
震
災
害
等

に
備
え
る
べ
く
、
災
害
リ
ス
ク
や
地
域
の
状
況
等

に
応
じ
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
、
重
要
な
水
イ

ン
フ
ラ
の
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
適
切

に
組
み
合
わ
せ
て
効
果
的
に
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

現
行
の
用
水
供
給
整
備
水
準
を
超
え
る
危
機
的

な
渇
水
を
想
定
し
、
渇
水
リ
ス
ク
の
評
価
に
関
す

る
調
査
研
究
、「
リ
ス
ク
管
理
型
」の
水
の
安
定
供

給
、
渇
水
へ
の
適
応
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
に
応
じ

て
、
広
域
連
携
や
官
民
連
携
も
活
用
し
つ
つ
、
水

イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更
新
及
び

耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。
リ
ス
ク
評
価
等
に
当

た
っ
て
は
、
人
工
衛
星
等
に
よ
る
監
視
・
観
測
情

報
や
気
候
変
動
予
測
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基

づ
く
検
討
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

寄
与
す
る
森
林
、
河
川
、
農
地
、
都
市
等
の
貯
留
・

か
ん
養
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
や
持
続
可
能
な

地
下
水
の
保
全
と
利
用
等
を
図
る
た
め
の
取
組

を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
社
会

の
実
現
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

３本柱
その2

健
全
な
水
循
環
へ
の
取
組
を
通
じ
た
安
全
・
安
心
な
社
会
の
実
現
　

　
　
～
気
候
変
動
や
大
規
模
自
然
災
害
等
に
よ
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
～

更生工法による長寿命化（下水道）

令和元年東日本台風による被害（千曲川）水田湛水（福井県大野市）
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令和3年「水の日」ポスター

　

我
が
国
の
国
土
は
、
水
循
環
と
極
め
て
密
接

な
関
係
の
下
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
恩
恵

を
大
い
に
享
受
し
、
長
い
歴
史
を
経
て
、
豊
か
な

社
会
と
独
自
の
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
我
が
国
が
育
ん
で
き
た
健
全
な

水
循
環
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
は
、
流

域
の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
つ
つ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
国
民
が
水
と
触
れ

合
う
機
会
を
維
持
及
び
創
出
し
、
水
循
環
に
関

す
る
認
識
、
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
官
民
一
体
と
な
り
、
我
が
国
の
水
循

環
に
関
す
る
経
験
、
知
見
及
び
技
術
を
海
外
に

展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
国
政
府
や
国
際
機
関

等
と
の
協
調
や
国
際
協
力
を
通
じ
て
、
水
循
環

の
重
要
性
を
訴
求
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

６（
水
・
衛
生
）「
す
べ
て
の
人
々
の
水
と
衛
生

の
利
用
可
能
性
と
持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す

る
。」や
目
標
13（
気
候
変
動
）「
気
候
変
動
及
び

そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
を
講

じ
る
。」等
を
達
成
し
、
ま
た
、
農
村
に
お
け
る
水

管
理
の
改
善
等
を
含
む
世
界
の
水
問
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
産
学
官
に
住
民
を
加
え
た
産
学
官

民
が
連
携
し
て
、
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普
及

啓
発
、
広
報
、
教
育
及
び
人
材
育
成
に
戦
略
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
民
の
間
に
広
く
健
全
な

水
循
環
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
が

深
ま
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
水
の
日
」や「
水
の

週
間
」の
認
知
度
の
向
上
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
水
問
題
に
関
す
る
国
際
会
議
等
に
お
け

る
情
報
発
信
や
意
見
交
換
、
開
発
協
力
、
我
が
国

の
技
術
、
人
材
、
規
格
等
の
活
用
を
通
じ
て
、
国

際
協
調
や
国
際
協
力
を
一
層
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外

展
開
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
が
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
世
界
の
水
問
題
の
解
決
及

び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
健
全
な
水
循
環
の
維

持
又
は
回
復
に
よ
る
豊
か
な
社
会
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
き
ま
す
。

３本柱
その3

次
世
代
へ
の
健
全
な
水
循
環
に
よ
る
豊
か
な
社
会
の
継
承

　
　
～
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
広
報
及
び
教
育
と
国
際
貢
献
～

利き水体験の様子（ぐんまウォーターフェア） 水と災害ハイレベルパネルの様子



16１　水循環について

流
域
水
循
環
計
画

「流域水循環計画」を策定

流域水循環計画で設定する項目

水循環基本計画では、流域水循環計画において以下の項目
を地域の実情に応じて段階的に設定するとしています。

　①現在及び将来の課題
　②理念や将来目指す姿
　③健全な水循環の維持又は回復に関する目標
　④目標を達成するために実施する施策
　⑤健全な水循環の状態や計画の進捗状況を表す指標

○○○○○○○○○○。

御中

流域水
循環計

画

○○○
○○

○　　
　○

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
流
域
単
位
を
基

本
と
し
て
、
目
的
に
応
じ
た
範
囲
に
お
い
て
、

「
流
域
水
循
環
協
議
会
」を
設
置
し
、「
流
域

水
循
環
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

流
域
水
循
環
計
画
に
は
、
①
現
在
及
び
将

来
の
課
題
、
②
理
念
や
将
来
目
指
す
姿
、
③

健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
に
関
す
る

目
標
、
④
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
す

る
施
策
、
⑤
健
全
な
水
循
環
の
状
態
や
計
画

の
進
捗
状
況
を
表
す
指
標
等
を
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
段
階
的
に
設
定
し
、
森
林
、
河
川
、

農
地
、
都
市
、
湖
沼
、
沿
岸
域
等
の
水
循
環

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
計
画
で
示

さ
れ
る
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
方
針
の

下
に
有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
流

域
水
循
環
協
議
会
に
お
い
て
関
係
者
は
相
互

に
協
力
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

流
域
水
循
環
計
画
の
策
定

1-5



17

水循環基本計画に基づく「流域水循環計画」に該当する計画の策定状況（2021年12月現在）



18１　水循環について

流
域
水
循
環
協
議
会

1-6

流域の関係者による協議会を設置

流域水循環協議会の構成例

水循環基本計画では、地方公共団体、国等は、地域の実情に
応じて、以下のようなメンバー等から構成される流域水循
環協議会の設置を推進するよう努めるものとしています。
　・地方公共団体、国の地方支分部局
　・有識者
　・利害関係者
　　　（上流の森林から下流の沿岸域までの流域において
　　　��利水、水の涵養、水環境に関わる事業者、団体、住民等）

　

水
循
環
基
本
計
画
に
は
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
流
域
ご
と

に「
流
域
水
循
環
協
議
会
」を
設
置
し
、『
関

係
者
の
連
携
・
協
力
の
下
、
水
量
、
水
質
、

水
利
用
、
地
下
水
の
状
況
、
環
境
、
文
化
、
水

災
害
の
状
況
等
の
水
循
環
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
共
有
』す
る
と
と
も
に
、
流
域
の
特

性
や
既
存
の
他
の
計
画
等
を
十
分
に
踏
ま
え

つ
つ
、
当
該
流
域
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

具
体
的
内
容
を
定
め
る「
流
域
水
循
環
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
流
域
に
お
い
て

健
全
な
水
循
環
を
維
持
ま
た
は
回
復
さ
せ
る

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体

制
整
備
の
重
要
な
一
環
と
し
て
設
立
し
ま

す
。
流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
地
方
公
共
団

体
、
国
の
地
方
支
分
部
局
、
有
識
者
、
利
害

関
係
者
等
の
参
画
主
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。

流
域
水
循
環
協
議
会
の
設
置



19

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1-7

　

こ
れ
ま
で
の
水
に
関
す
る
施
策
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
の
目
的
や
目
標
を
持
ち
つ
つ
、
そ

の
目
的
達
成
に
関
し
て
は
一
定
の
効
果
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

を
推
進
す
る
関
係
者
間
で
必
ず
し
も
共
有
が

十
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
各
分
野
を
横
断

す
る
施
策
に
つ
い
て
関
係
者
が
連
携
し
て

効
率
的
、
効
果
的
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

流
域
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
管
理
を
軸
と

し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
森
林
、
河
川
、

農
地
、
都
市
、
湖
沼
、
沿
岸
域
等
に
お
い
て
、

人
の
営
み
と
水
量
、
水
質
、
水
と
関
わ
る
自

然
環
境
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
、
ま
た
は
改

善
す
る
た
め
水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
通
じ
、

流
域
に
お
い
て
関
係
者
が
連
携
し
て
活
動
す

る
こ
と
を「
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
し
、
こ

れ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

2

1

給水車

流域における健全な水循環への取組のイメージ

水辺の活用

水質汚濁

湧水の復活

湧水の枯渇

森林の整備

森林の荒廃

洪水

インフラの健全化

インフラの老朽化

水資源の確保

渇水

治水



20１　水循環について

地
方
公
共
団
体
や
事
業
者
、
団
体
、
住
民
等
が

お
互
い
の
活
動
を
理
解
し
、
共
通
の
認
識
を
持

つ
こ
と
で
地
域
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
施
策
を

推
進
し
や
す
い
環
境
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

施
策
の
重
要
性
や
他
の
施
策
と
の
関
係
が
明
ら

か
に
な
り
、
地
域
と
し
て
注
力
し
て
取
り
組
む

べ
き
こ
と
を
効
率
的
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

地
域
の
取
組
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
ブ

ラ
ン
ド
力
が
向
上
、
観
光
客
数
増
加
や
住
民

の
自
発
的
活
動
に
つ
な
が
り
、
地
域
が
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「健全な水循環」の“実現”

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
果

効
果
1

共
通
の
認
識
に
よ
り
地
域
に
一
体
感

が
生
ま
れ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
が

向
上
す
る

効
果
3

資金

例：湧水の復活など

名水で育てたブランド野菜など

効
果
2

資金

例：湧水の復活など

地域にあった解決策

地
域
に
合
っ
た
解
決
策
を
効
率
的
に

実
行
で
き
る

資金

例：湧水の復活など

お互いの活動の理解

1-8

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
様
々
な
効
果
が
生

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
取
組
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。
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地
域
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
で
、予
算
の
確
保
が
し
や
す
く
な
っ
た
り
、

助
成
や
寄
付
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
に
よ
り
、
地
域

が
抱
え
て
い
た
課
題
や
懸
念
が
解
消
さ
れ
、

安
心
・
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

湧水の復活

観光客の増加

1.4 倍

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

人

1,433,800

1,523,100

2006 2007

1,514,800

2008

1,477,400

2009

1,826,500

2010

1,533,400

2011

1,536,500

2012

1,543,200

2013

1,935,500

2014

2,072,000

2015

2,129,800

2016 年

複数主体の情報共有・施策の理解生態系の保全

ブランド力の向上

住民の自発的な活動

効
果
4

効
果
5

資金

例：湧水の復活など

活動資金の確保 資金

例：湧水の復活など

地域の発展・生活の安定向上

活
動
資
金
の
確
保
に

有
利
と
な
る

地
域
の
発
展
・
生
活
の
安
定

向
上
に
つ
な
が
る

流域における総合的かつ一体的な取組　　地域の課題も効率的に解決
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総合的かつ一体的な取組
○協議会の開催
○流域水循環計画の策定
○計画の積極的な推進
○定期的な取組状況と
　目標達成状況の評価
○情報の共有と発信
○計画の見直し

※地域によっては、公的機関
　などが協議会の役割を果た
　しているところもあります。

流域水循環協議会

活動への協力 自発的活動
○生態系の保全 ○森林や河川の保全
　（清掃活動など） 　（間伐や清掃活動など）
○地下水保全活動 ○地域活動への協賛
○財政的協力 ○地下水の保全と利用
　（地下水保全への協力金等） 

 

事業者

調査・研究 学術的活動
○水循環のメカニズム等の ○学会・協会等への論文発表
　調査・研究 ○施策や取組へのアドバイス
○河川等の調査、データ収集 ○講演会 

有識者

施策への協力 意見・提案
○施策への参画 ○アンケート　など
　（地下水位、水温計測など） ○パブリックコメント　など
○学習会等への参加
 自発的活動
活動への参加 ○河川の清掃活動
○イベント、学習会への参加 ○シンポジウム等の開催
○ボランティアへの参加 ○節水

住民・団体

施策の実施・促進 普及啓発、教育
○水害、土砂災害、渇水への対応 ○教育（環境学習等）
　（ダムの運用など） ○イベント
○水インフラの整備・更新 ○情報発信（パンフレットなど）
　（上下水道など） 　
○条例等の制定

総合調整 
○各種施策の企画立案 
○広域調整 

モニタリング
○各種観測
○データ蓄積・分析

公的機関
国・県・市町村

連携

連携

連携

連携

連携・協働

連携・協働

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

体験学習会への参加 市民による水源林保全活動

河川の調査 シンポジウムでの講演

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
イ
メ
ー
ジ

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
流
域
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1-9
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総合的かつ一体的な取組
○協議会の開催
○流域水循環計画の策定
○計画の積極的な推進
○定期的な取組状況と
　目標達成状況の評価
○情報の共有と発信
○計画の見直し

※地域によっては、公的機関
　などが協議会の役割を果た
　しているところもあります。

流域水循環協議会

活動への協力 自発的活動
○生態系の保全 ○森林や河川の保全
　（清掃活動など） 　（間伐や清掃活動など）
○地下水保全活動 ○地域活動への協賛
○財政的協力 ○地下水の保全と利用
　（地下水保全への協力金等） 

 

事業者

調査・研究 学術的活動
○水循環のメカニズム等の ○学会・協会等への論文発表
　調査・研究 ○施策や取組へのアドバイス
○河川等の調査、データ収集 ○講演会 

有識者

施策への協力 意見・提案
○施策への参画 ○アンケート　など
　（地下水位、水温計測など） ○パブリックコメント　など
○学習会等への参加
 自発的活動
活動への参加 ○河川の清掃活動
○イベント、学習会への参加 ○シンポジウム等の開催
○ボランティアへの参加 ○節水

住民・団体

施策の実施・促進 普及啓発、教育
○水害、土砂災害、渇水への対応 ○教育（環境学習等）
　（ダムの運用など） ○イベント
○水インフラの整備・更新 ○情報発信（パンフレットなど）
　（上下水道など） 　
○条例等の制定

総合調整 
○各種施策の企画立案 
○広域調整 

モニタリング
○各種観測
○データ蓄積・分析

公的機関
国・県・市町村

連携

連携

連携

連携

連携・協働

連携・協働

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

協議会の開催

教育（環境学習）

地下水保全の取組 イベントへの協力

広域調整



24１　水循環について

○�モニタリングによって地域の水に関するデー
タを継続して取得し、分析することによって
「水循環」を知る
○�有識者も加わった科学的アプローチが重要
○	「見える化」された研究成果は、具体的施策に
つながる

継続する
方法を考える 地

域
の「
水
循
環
」を

知
る

「
目
指
す
姿
」を
共
有
す
る

○�

水
循
環
施
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
る

○�

補
助
金
・
交
付
金
な
ど
、
活
用
で
き
る
制
度
を
チ
ェ
ッ
ク

○�地域ならではの「水循環」を描く
○�先人の努力を知り、地域の物語
を知る

○�水の恵みとともに、将来の水の
リスクも考慮する

多様な主体
が連携する

○�まず行政における連携を
○�トップと住民が参画する仕組みが重要
○�適切な役割分担は、自覚と責任を生み出す

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト

1-10
ポイント

1

ポイント

2

ポイント

3

ポイント

4
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○�地域を誇りに思える活動を
○�SNSなどで魅力ある発信を
○�発想を変えてみる

○�まず「できる」と思うこと
○�自分の目で見る、やってみる
○�将来は、世界に紹介するくらいの意気込みを

熱い思いで
のぞむ

学び・行動する
○�小さい頃の水辺の体験は一生もの
○�学校教育は、やがて地域共通の認識に育つ
○�水について考える場をつくる

新
た
な
価
値
を
つ
く
る

○	水のイメージは、地域の
価値を引き上げる

○�新たな価値のヒントは、
他分野にもある

○�水に関する貢献は、自ら
を輝かせる

普
及
啓
発
・ 

広
報
に
努
め
る

ポイント

5

ポイント

7

ポイント

6
ポイント

8
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282　事例集

01
case

座間市（神奈川県）

人と地下水のかかわりを将
みらい

来へ
地下水・湧水を分かりやすく紹介して市民の理解を促進

芹沢川に湧き出す湧水

座
間
市
は
、
神
奈
川
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
東

京
都
心
、
横
浜
市
へ
の
通
勤
圏
内
に
あ
る
人
口
13
万

人
の
都
市
で
す
。
市
域
は
、
中
央
部
を
南
北
に
縦
断

す
る
座
間
丘
陵
を
境
に
、
東
部
は
相
模
原
台
地
、
西

部
は
相
模
川
沖
積
低
地
が
相
模
川
に
沿
っ
て
広
が
る
、

起
伏
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

座
間
市
は
、
昔
も
今
も
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
っ

て
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る

地
下
水
・
湧
水
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
市
民
や
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
枯

渇
す
る
こ
と
な
く
湧
き
出
る
湧
水
の
存
在
を
広
く
市

民
に
伝
え
る
こ
と
が
、
目
に
見
え
な
い
地
下
水
を
保

全
す
る
重
要
な
手
段
に
な
る
と
考
え
、
湧
水
を
巡
る

見
学
ツ
ア
ー
や
そ
の
手
助
け
と
な
る
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
及
び
配
布
、
地
下
水
１
０
０
％
を
詰
め
た
ア

ル
ミ
ボ
ト
ル
缶「
ざ
ま
み
ず
」の
販
売
や「
ざ
ま
み
ず
」

販
売
用
自
動
販
売
機
の
設
置
、
ま
た
水
を
テ
ー
マ
と

し
た
出
前
講
座
の
開
催
な
ど
、
草
の
根
的
な
手
づ
く

り
の
普
及
啓
発
に
長
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 座間市
【連絡先】	 座間市環境経済部
	 	 環境政策課環境保全係

神奈川県

東京都

山梨県

Profile

座間市座間市

【地下水編】



29 座間市（神奈川県）

■ 地下水編

座
間
市
地
下
水
保
全

基
本
計
画　

～
人
と
地
下
水
の
か

か
わ
り
を
将み
ら
い来
へ
～

座
間
の
宝
の
地
下
水
と
湧
水
を
保
全
す
る

座
間
市
は
、
市
の
中
央
付
近
を
南
北
に

連
な
る
座
間
丘
陵
と
そ
の
東
側
に
広
が
る

相
模
原
台
地
、
ま
た
そ
の
西
側
に
広
が
る

相
模
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
と
沖
積
低
地

か
ら
な
る
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
相
模

原
台
地
に
は
、
相
模
川
に
よ
り
運
ば
れ
数

十
万
年
前
に
堆
積
し
た
水
を
通
し
や
す
い

地
層
が
厚
く
分
布
し
地
下
水
が
貯
ま
り
や

す
い
た
め
、
こ
の
地
下
水
が
現
在
も
水
道

水
や
工
業
用
水
の
大
切
な
水
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
一
部
の
地
下
水
は
湧
水
と

し
て
地
上
に
湧
き
出
し
、
古
く
か
ら
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
地
下
水
及
び
湧
水
を
保
全

す
る
た
め
、
座
間
市
は
、
２
０
０
３
年
２
月

に「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」を
策

定
し
、
地
下
水
の
水
量
と
水
質
に
関
す
る

計
画
的
な
管
理
と
総
合
的
な
地
下
水
保
全

施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
課
題
で
あ
っ
た
地
下
水
汚
染
が
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
新
た
に
地

下
構
造
物
の
構
築
に
よ
っ
て
生
じ
る
地
下

水
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
地
下

水
を
取
り
巻
く
環
境
に
変
化
が
生
じ
た
た

め
、
２
０
１
６
年
３
月
に「
座
間
市
地
下

水
保
全
基
本
計
画
」を
改
定
し
ま
し
た
。

新
た
な
基
本
計
画
の
も
と
、
地
下
水
量

の
保
全
、
地
下
水
質
の
保
全
、
水
環
境
の

保
全
及
び
保
全
活
動
の
推
進
の
４
つ
を
基

本
方
針
と
し
て
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
地
下
水
保
全
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
地
下
水
保
全
連
絡
協
議
会
」設
立

1999.10

「
座
間
市
の
地
下
水
を
保
全
す
る
条
例
」制
定

1998.4

「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」策
定

2003.2

「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」改
定

2016.3

地
下
水
総
合
調
査

1999-2000

地
下
水
総
合
調
査

2008-2009

地
下
水
総
合
調
査

2017-2021

座間市の水循環の模式図
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「
湧
水
ざ
ま
ッ
プ
」で

市
内
の
地
下
水
や
湧
水
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説

「鍵」
その1湧

水
ざ
ま
ッ
プ
は
、
市
内
の
湧
水
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
地
下
水
・
湧
水
の
し

く
み
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
す
。
市
民
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
湧
水
の
存
在
を
広
く
市
民
等
に
伝

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
募
さ
れ
た
市
民

等
か
ら
な
る
座
間
市
地
下
水
保
全
連
絡
協

議
会
と
座
間
市
が
共
同
で
作
成
・
発
行
し

て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
湧
水
ざ
ま
ッ
プ
で
は
、
な
ぜ

座
間
市
に
豊
富
な
地
下
水
、
そ
し
て
湧
水

が
存
在
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
丁
寧
に
、

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

座
間
市
内
の
台
地
部
、
丘
陵
部
な
ど
の

地
下
に
は
、
相
模
川
が
現
在
の
位
置
に
至

る
ま
で
の
間
に
そ
の
流
れ
を
変
え
運
ば
れ

て
き
た
大
量
の
砂
礫
が
砂
礫
層
を
形
成
し
、

帯
水
層
と
し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
帯
水
層
の
器
の
役
割
を
す
る
地
層
を

「
不
透
水
層
」、「
難
透
水
層
」と
い
い
、
座

間
市
周
辺
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
上か

ず
さ
そ
う
ぐ
ん

総
層
群
で
す
。

こ
の
上
総
層
群
が
市
南
部
の
地
下
で
緩

や
か
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
た
め
に
、
地

下
水
の
移
動
を
遮
り
、
自
然
の
力
に
よ
る

「
地
下
の
ダ
ム
」の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、

そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
た
地
下
水
の
一
部
が
湧

水
と
し
て
湧
き
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

湧
水
ざ
ま
ッ
プ
は
、
市
役
所
や
市
の
公

共
施
設
に
配
架
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
積
極
的
に
配
布
し
、
市
民
や

市
外
の
方
々
に
座
間
の
地
下
水
や
湧
水
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
の

職
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、
地
域
の
宝

で
あ
る
地
下
水
・
湧
水
の
啓
発
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

地下水の流れと湧水のしくみを分かりやすく解説

「湧水ざまップ」の表紙

「湧水ざまップ」の湧水案内図
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■ 地下水編

地
下
水
を
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル

缶
に
詰
め
て
市
の
特
産
品
に

「鍵」
その2座

間
市
は
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
た

め
、
水
道
水
の
大
半
を
地
下
水
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
下
水
を
１
０
０
％
ア
ル
ミ
ボ
ト

ル
缶
に
詰
め
た「
ざ
ま
み
ず
」は
、
座
間
市

特
産
品
と
し
て
２
０
１
１
年
か
ら
市
政
40

周
年
を
記
念
し
た
商
品
と
し
て
発
売
し
て

い
ま
す
。
口
当
た
り
が
ま
ろ
や
か
で
ミ
ネ

ラ
ル
分
が
豊
富
な
中
硬
水
と
い
う
特
色
が

あ
り
、
地
下
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ

ン
ボ
ト
ル
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

飲
み
き
り
サ
イ
ズ
な
の
で
軽
く
て
持
ち
運

び
に
も
適
し
て
お
り
、
お
出
掛
け
の
お
供

や
お
土
産
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
12
月
時
点
で
、
市
内
で
は

市
役
所
売
店
や
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
座
間
市
観
光
協
会
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
市
内
酒
販
組
合

の
店
頭
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
公
共
施
設
や
公
園
等
に
設
置
さ
れ

た
自
動
販
売
機
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
更
に
、
座
間
市
外
で
も
、
近
隣

の
自
治
体
や
商
業
施
設
な
ど
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ

る
海
洋
汚
染
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
で
あ
る
神
奈
川

県
で
は
、「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
」を
出
し
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
自
治
体

や
企
業
等
か
ら
、
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
缶「
ざ

ま
み
ず
」へ
の
関
心
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
い
ま
す
。

市
職
員
企
画
の

「
湧
水
ツ
ア
ー
」に
よ
る

啓
蒙
活
動

「鍵」
その3

　

座
間
市
の
地
下
水
環
境
に
つ
い
て
関
心

を
深
め
て
頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
職
員

が
企
画
す
る
湧
水
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
毎

年
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

例
え
ば
２
０
１
９
年
度
の
湧
水
ツ
ア
ー

で
は
、「
鈴す

ず
な
が長

を
歩
い
て
巡
り
、
ち
ょ
こ
っ

と
美
化
活
動
」を
タ
イ
ト
ル
に
、
市
内
の

湧
水
を
徒
歩
で
散
策
し
な
が
ら
、
地
下
水

の
流
れ
や
湧
水
の
仕
組
み
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、簡
易
水
質
検
査
キ
ッ

ト
を
用
い
た
水
質
検
査
を
実
演
す
る
な
ど
、

水
に
対
す
る
関
心
と
知
識
を
高
め
て
も
ら

う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
毎
年
開
催
す
る
湧
水
ツ
ア
ー
の

訪
問
先
な
ど
の
企
画
は
環
境
政
策
課
の
職

員
が
担
当
し
、
事
前
に
下
見
を
し
て
写
真

を
撮
影
し
、
そ
れ
を
素
材
に
手
づ
く
り
の

湧
水
ツ
ア
ー
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、
市
役

所
や
図
書
館
に
掲
示
し
て
参
加
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。

2019年度の湧水ツアーの様子

アルミボトル缶「ざまみず」

市役所内の自動販売機

職員手づくりの湧水ツアーポスター
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「
地
下
水
保
全
対
策
基
金
」を

活
用
し
て
案
内
看
板
の
設
置
や

普
及
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
製
作

注目1
座
間
市
は
、
１
９
９
８
年
に「
座
間
市

の
地
下
水
を
保
全
す
る
条
例
」を
制
定
し
、

地
下
水
採
取
事
業
者
か
ら
の
協
力
金
を

集
め「
地
下
水
保
全
対
策
基
金
」を
創
設

し
、
他
の
民
間
事
業
者
や
市
民
か
ら
の

寄
付
・
募
金
と
合
わ
せ
て
基
金
に
積
み

立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
基
金
を
利
用
し
て
根ね

し
た
み
な
み

下
南
湧
水
と

神か
め
い
ど

井
戸
湧
水
に
湧
水
の
仕
組
み
や
近
隣

の
湧
水
等
を
紹
介
し
た
案
内
看
板
を
設

置
し
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
に
湧
水
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
案
内
看
板
で

は
、「
貴
重
な
湧
水（
地
下
水
）を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。」「
無
限
で
は
な
い
地
下
水
」

な
ど
、
地
下
水
や
湧
水
の
保
全
を
訴
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
、
大
切
な
地
下
水

や
湧
水
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
啓
発
も
行
っ

て
い
ま
す
。

同
じ
く
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ「
座
間
の
宝　

湧
水
の
秘
密
」を
制
作

し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
市
内
の
湧
水

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
湧
水
と
は
何
か
、

地
下
水
は
ど
う
し
て
で
き
る
か
、
ま
た
座

間
市
の
地
下
構
造
や
地
下
水
を
守
る
た
め

の
取
組
に
つ
い
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
市
役
所
内
の
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
や
市
立
図
書
館
で
貸
し
出
す
と
と

も
に
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
放
映
し
た
り
、

職
員
に
よ
る
出
前
講
座
で
地
下
水
の
概
要

を
説
明
し
た
後
に
動
画
で
理
解
を
深
め
た

り
す
る
な
ど
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
積
極
的

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
学
習
副
読
本
や
出
前
講
座
で

座
間
の
水
を
啓
発

注目2
座
間
市
で
は
、
１
９
８
１
年
に
教
育
研

究
所
を
設
置
し
、
地
域
学
習
副
読
本「
わ

た
し
た
ち
の
座
間
」を
発
行
し
学
校
教
育

の
現
場
で
座
間
の
水
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す

る
出
前
講
座「
ざ
ま
生
涯
学
習
宅
配
便
」を

実
施
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
約
６
０
種

類
の
講
座
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開

し
て
、
受
講
希
望
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
水
に
関
す
る
講
座
と
し
て
は
、「
座
間

の
水
道
」「
下
水
道
」「
地
下
水
」「
河
川
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

小
中
学
生
の
課
外
授
業
や
自
治
会
、
各

種
団
体
な
ど
を
対
象
に
、「
ざ
ま
生
涯
学

習
宅
配
便
」や
そ
の
他
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
、
市
の
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
水
の

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

市内に設置されている湧水案内看板

副読本「わたしたちの座間」

DVD「座間の宝　湧水の秘密」

出前講座等の様子



33 座間市（神奈川県）

■ 地下水編

「
座
間
は
地
下
水
」と

い
う
子
ど
も
達
の

認
知
度
向
上

約
40
年
に
渡
り
、
座
間
市
の
小
学
校
三

年
生
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
座
間
」を
地
域

学
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。
特
に「
く
ら
し
と
水
」の
学
習
で
は
、

座
間
市
の
水
道
の
仕
組
み
、
地
下
水
の
役

割
に
つ
い
て
丁
寧
に
学
び
、
児
童
の
水
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

授
業
で
は
水
の
飲
み
比
べ
な
ど
も
盛
ん
に

行
わ
れ
、
座
間
の
水
の
美
味
し
さ
も
共
有

し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
く
の
学
校
が
、
校
外
学
習

と
し
て
水
源
地
や
神
井
戸
・
番ば

ん
じ
ん
す
い

神
水
な
ど

の
湧
水
を
見
学
し
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
湧
水
の
ま
ち「
座
間
」

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

地
域
学
習
副
読
本「
わ
た
し
た
ち
の
座

間
」は
年
々
改
訂
さ
れ
、
現
在
は
お
い
し

い
座
間
の
水
を
守
る
た
め
の
学
習
に
も
力

を
入
れ
、
環
境
問
題
に
眼
を
向
け
て
い
ま

す
。
１
９
９
７
年
度
に
は
、
小
学
校
四
年

生
向
け
に
環
境
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
わ
た
し

た
ち
と
環
境
」を
発
行
し
、
子
供
た
ち
の

環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

取組を伝え広げていく
ポイントは？
地下水を保全するために「地下水・湧水」につ
いて、市民の皆さんに関心を持っていただくこ
とが大切です。
湧水ツアーや出前講座は、参加される方の地
域や年齢も違うため、その方々のニーズに沿っ
た説明をすることを心掛けています。
今後も、職員が工夫しながら市民の皆さんに
関心を持っていただけるイベントを開催したい
と考えています。
また、様々な機会を捉えて積極的な情報発信
に努めることが必要だと感じています。

今後に向けて
座間市では、これまで地下水のみを検討
するモデルを用いて、地下水マネジメント
を行ってきましたが、水循環基本法の理念
に基づき、平成29年度より表流水を含めた
三次元水循環解析モデルの構築をしていま
す。これは、地下水の姿を忠実に再現でき
るモデルであり、将来の地下水・湧水の保
全に向けて大きな役割を果たすものと考え
ています。

取組を伝え広げていく
ポイントは？
座間市では、1955年1月の一部給水開始以来、
地下水を水道水の主な水源として約60年以上
にわたって、蛇口をひねればいつでも安全で安
心なおいしい水道水を市民の皆様にお届けして
います。
この特徴ある水道水を座間市のアピールポイ
ントとして、シティプロモーション活動を行い、
「住んでみたいまち」となるよう各種イベントな
どを通じて普及・啓発活動をしていきたいと考
えています。

今後に向けて
座間の水道水の特徴をより広く多くの
人に知っていただくために、アルミボトル缶
「ざまみず」を通じて啓発活動を行っていき
ます。市主催のイベント、地域や各種団体
が主催するイベントにも積極的に参加し啓
発活動を行うほか、ざまみず販売専用の自
販機を市内各所に設置していきます。
座間市が水道水のおいしいまちと評判が
高まり、多くの方に興味と関心を持っていた
だけるよう取り組んでいきます。

座間市上下水道局
経営総務課　課長
郡司 勉さん

メッセージ

座間市環境経済部
環境政策課　課長
花上 征之さん

メッセージ
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02
case

佐久地域（長野県）【地下水編】

将来にわたり水の恩恵を享受できる地域を目指して
地域全体で水資源を守り、育み、将来世代へ引き継ぐ

白糸の滝（軽井沢町）

佐
久
地
域
は
、
小
諸
市
、
佐
久
市
、
東
御
市
、
小

海
町
、
川
上
村
、
南
牧
村
、
南
相
木
村
、
北
相
木

村
、
佐
久
穂
町
、
軽
井
沢
町
、
御
代
田
町
、
立
科

町
の
12
市
町
村
か
ら
な
り
、
信
濃
川（
長
野
県
内

は
千ち

く
ま
が
わ

曲
川
と
い
う
）の
最
上
流
域
に
あ
た
り
ま
す
。

周
辺
の
山
々
か
ら
涵
養
さ
れ
た
豊
富
な
地
下
水
は
、

地
域
に
お
け
る
ほ
ぼ
全
て
の
水
道
水
の
水
源
と
な

り
、
農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
酒
類
製
造
業
な
ど
産

業
に
も
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
水
に
ま
つ
わ
る

祭
事
な
ど
の
文
化
の
継
承
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
久
地
域
に
と
っ
て
、
良
質
で
豊
富
な
水
を
信

濃
川
の
下
流
域
に
送
り
続
け
る
こ
と
は
、
社
会
的

に
果
た
す
べ
き
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
佐
久
地

域
で
は
、
水
源
地
の
保
全
や
、
地
下
水
保
全
の
た
め

の
取
水
規
制
な
ど
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
農
業
用
水
の
不
足
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
地
域
全
体
で
目
指

す
将
来
像
を
、「
将
来
に
わ
た
り
水
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
佐
久
地
域
」と
定
め
、
水
資
源
を
守
り
、
育

み
な
が
ら
有
効
利
用
を
図
り
、
将
来
世
代
へ
引
き

継
ぐ
た
め
に
、様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水・かん養・水環境
【主　体】	 佐久地域流域水循環協議会
【連絡先】	 佐久市	環境部	環境政策課

長野県

新潟県

富山県

岐阜県 山梨県

群馬県

Profile

佐久地域佐久地域
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■ 地下水編

地
域
共
有
の
財
産
で
あ
る

地
下
水
等
水
資
源
を
未
来
に

確
実
に
継
承
す
る
た
め
に

佐
久
地
域
流
域
水
循
環
計
画

信
濃
川
水
系
の
最
上
流
部
に
あ
た
る

佐
久
地
域
に
と
っ
て
、
近
年
過
剰
な
施

肥
な
ど
を
原
因
と
す
る
浅
井
戸
の
硝
酸

態
窒
素
汚
染
等
の
環
境
問
題
を
背
景
に
、

健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は
回
復
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
水
は
地
域

の
枠
を
超
え
、
長
い
年
月
を
掛
け
て
循

環
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
循
環
に
関

わ
る
取
組
、
特
に
地
下
水
等
水
資
源
の

保
全
の
取
組
は
、
市
町
村
の
枠
に
収
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
流
域
全
体
で
連
携

し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
佐
久
地
域
で
は
、
地
下
水

等
水
資
源
が
地
域
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
し
、
健
全
な
水

循
環
を
守
る
た
め
、
２
０
２
１
年
８
月
に
、

３
つ
の
基
本
方
針
と
そ
れ
に
対
応
す
る
４

つ
の
目
標
か
ら
な
る「
佐
久
地
域
流
域
水

循
環
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
各
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施

策
・
取
組
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
久

地
域
全
体
で
、
行
政
・
住
民
・
団
体
・
事

業
者
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
策
・
取
組
に
は
、
佐
久
地
域

全
体
で
の
取
組
が
必
要
な
も
の
と
、
地
域

毎
で
の
取
組
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

佐
久
地
域
で
は
、
地
域
を「
盆
地
・
低
地
」

「
盆
地
・
低
地（
涵
養
域
）」「
山
地（
涵
養

域
）」の
３
つ
に
分
類
、
施
策
・
取
組
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010

「
佐
久
地
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
地
下
水
等

水
資
源
保
全
の
た
め
の
共
同
声
明
」発
表

2011.12

佐
久
地
域
に
お
け
る
地
下
水
採
取
規
制
に

関
す
る
条
例
等
を
整
備

2012.6～
2013.6

水
資
源
保
全
全
国
自
治
体
連
絡
会
全
体
会
議
の

中
で「
災
害
時
相
互
応
援
」に
関
す
る
宣
言

2017.10

佐
久
市
内
で「
水
資
源
保
全
全
国
自
治
体
連
絡

会
担
当
者
会
議
」の
開
催
と
現
地
視
察
を
実
施

2019.7

佐
久
地
域
の
市
町
村
長
ら
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て

「
水
資
源
保
全
全
国
自
治
体
連
絡
会
」設
立

（	

会
長
：
栁
田
清
二	

佐
久
市
長
）

2014.7

「
地
下
水
等
水
資
源
保
全	
連
絡
調
整
会

議
」設
置

2011.6

「
水
資
源
保
全
サ
ミ
ッ
ト
」開
催

2013.10

「
佐
久
地
域
流
域
水
循
環
協
議
会
」設
立

2018.8

「
佐
久
地
域
流
域
水
循
環
計
画
」策
定

2021.8

施策・取り組みなどとの対応を示す地域分類のイメージ

基本方針および目標

←佐久地域における
　地下水の流れのイメージ
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地
域
が
一
体
と
な
っ
た

水
資
源
の
保
全
・
管
理

「鍵」
その1地

下
水
や
湧
水
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、

流
域
や
地
下
水
盆
を
共
有
す
る
自
治
体
が

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
佐

久
地
域
は
、
佐
久
盆
地
を
中
心
と
す
る
生

活
・
文
化
圏
を
形
成
し
て
お
り
、
古
く
か

ら
市
町
村
の
枠
を
超
え
た
地
域
の
結
び
つ

き
が
強
い
地
域
と
い
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
地
下
水
や
湧
水
の
保
全
に
お
け
る
課

題
の
共
有
と
連
携
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

２
０
１
１
年
６
月
、「
地
下
水
等
水
資

源
保
全
連
絡
調
整
会
議
」が
、
佐
久
地
域

12
市
町
村
、
佐
久
水
道
企
業
団
及
び
浅
麓

水
道
企
業
団
の
14
団
体
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
整
会
議
で
は
、
地
下
水
等
の

水
資
源
を
保
全
し
て
い
く
た
め
、
水
資

源
を
取
り
巻
く
現
状
を
把
握
し
、
関
係

市
町
村
及
び
団
体
に
お
け
る
課
題
等
に

つ
い
て
、
相
互
に
情
報
交
換
や
研
究
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
12
月
に
は
、
地
下
水
や
湧

水
等
の
水
資
源
が
佐
久
地
域
及
び
そ
の
周

辺
地
域
共
有
の
財
産
と
し
て
の
公
水
で
あ

る
と
認
識
し
、
地
下
水
等
水
資
源
の
保
全

に
努
め
る
等
の
内
容
を
定
め
た「
佐
久
地

域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
地
下
水
等
水
資

源
保
全
の
た
め
の
共
同
声
明
」が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
声
明
を
も
と
に
水
資
源
保
全
に
関

す
る
法
令
整
備
の
要
望
書
の
提
出
や
、
水

資
源
保
全
に
関
す
る
問
題
提
起
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た「
水
資
源
保
全
サ
ミ
ッ

ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
市
町

村
で
は
、
水
資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例

の
整
備
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

佐
久
地
域
で
は
、
水
源
地
域
に
お
け
る

涵
養
機
能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
水

資
源
保
全
地
域
や
水
源
涵
養
機
能
維
持
増

進
森
林
の
指
定
を
は
じ
め
、
水
源
林
整
備

や
中
山
間
地
域
農
業
直
接
支
払
事
業
、
更

に
は
新
規
就
農
の
た
め
の
就
農
相
談
会
に

至
る
ま
で
、
各
市
町
村
で
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
資
源
保
全
地
域
と
は
、
水
源
地
域
の

う
ち
、
そ
の
土
地
の
所
有
及
び
利
用
の
状

況
等
を
勘
案
し
て
水
資
源
の
保
全
の
た

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
で

あ
っ
て
、「
長
野
県
豊
か
な
水
資
源
の
保

全
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
市
町
村

長
の
申
出
に
よ
り
知
事
が
指
定
し
た
区

域
の
こ
と
で
す
。
指
定
さ
れ
た
地
域
内

の
土
地
に
お
い
て
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
土
地
取
引
等

が
行
わ
れ
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
事
前

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
佐
久
地

域
で
は
、
３
市
町
村
11
地
域
に
わ
た
る

4
9
2.
4
8
h
a
の
区
域
が
水
資
源
保

全
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
各
地
域
で
は
、
公
共
用
水
域
な
ど

の
水
量
と
水
質
の
調
査
が
、
国
、
長
野
県
、

市
町
村
で
分
担
し
て
、
継
続
的
に
行
わ
れ

て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
水
質
改
善
な
ど

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

計画の目標達成に向けた施策・取組

水源地域における
貯留・涵養機能の
維持及び向上

佐久地域の主要な
水資源である
地下水の保全

良好な水環境と
水辺の空間維持

地域の水の多面的
な利用・活用

多様な水辺空間や
水文化資産の活用
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■ 地下水編

市と高校の協働による水生生物調査～調査成果～

↓戌の満水-その時、佐久では

←信州地域史料アーカイブ
　「戌の満水」の忠実を歩く

水
に
関
わ
る
教
育
・
啓
発

「鍵」
その2健

全
な
水
循
環
に
関
す
る
教
育
・
啓

発
を
進
め
る
た
め
、
水
道
管
理
者
等
と
学

校
関
係
者
、
各
種
団
体
な
ど
が
連
携
し
て
、

治
水
事
業
や
利
水
事
業
な
ど
に
関
す
る
現

地
見
学
会
、
出
前
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
住
民
や
団
体
、
事
業
者
な
ど
関

係
者
の
連
携
に
よ
り
、
自
主
的
な
啓
発
活

動
、
青
少
年
へ
の
体
験
活
動
の
機
会
の
提

供
、
指
導
者
の
育
成
な
ど
の
取
組
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
的
な
情
報
発
信
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
喚
起
、
活
動
へ
の
き
っ
か
け

作
り
を
目
的
と
し
て
、
個
人
・
団
体
へ
の

表
彰
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
た
情
報
発

信
、
評
価
指
標
の
活
用
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
場
を
活
用
し
た
住
民
参
加
型
の
啓
発
活

動
な
ど
、
多
く
の
市
町
村
で
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
蓼た

て
し
な科
の
水
を
考
え
る
会
」で
は
、
行
政

と
地
域
の
協
働
で
子
供
た
ち
に
水
と
親

し
む
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、「
夏
休
み

子
ど
も
水
辺
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
水
の
日
」に
開
催
さ
れ
た「
水
フ
ェ
ス

i
n
佐
久
２
０
１
８
」で
は
、
軟
水
・
硬

水
の
飲
み
比
べ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
配

布
、
園
児
た
ち
や
佐
久
商
工
会
議
所
女
性

会
に
よ
る
打
ち
水
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
で
の
学
習
や
防
災
に
役
立
つ
資
料
と

し
て
、
寛
保
２
年（
１
７
４
２
年
）に
千
曲

川
流
域
で
起
き
た「
戌い

ぬ

の
満ま
ん
す
い水
」と
呼
ば
れ

る
大
水
害
に
つ
い
て
解
説
し
た
資
料
が
作

成
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
将
来
を
担
う
世
代
へ
の
働

き
か
け
と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
や
高
校
な
ど
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
水

生
生
物
調
査
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

市と高校の協働による水生生物調査～調査風景～
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地
域
の
水
の

多
面
的
な
利
用
・
活
用

「鍵」
その3佐

久
地
域
の
地
下
水
は
、
上

水
の
主
要
水
源
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
工
業
用
水
、
農
業
用
水

な
ど
様
々
な
業
種
・
用
途
で
利

用
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
地
域

資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道

水
や
農
業
用
水
以
外
の
用
途
と

し
て
は
、
親
水
施
設
で
の
せ
せ

ら
ぎ
用
水
と
し
て
の
利
用
の
ほ

か
、
小
水
力
発
電
や
農
業
用
水

沿
い
の
水
辺
景
観
の
付
加
価
値

化
な
ど
、
新
た
な
形
で
の
水
の

活
用
も
み
ら
れ
ま
す
。

佐
久
地
域
に
は
、
千
曲
川
の

源
流
、
歴
史
的
用
水
な
ど
の
多

く
の
水
辺
空
間
が
あ
り
、酒
造
・

養
魚
な
ど
に
よ
る
物
産
品
、
水

に
ま
つ
わ
る
祭
事
・
伝
承
な
ど
、

多
様
な
水
文
化
資
産
も
存
在
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域

の
多
様
な
水
文
化
を
活
用
し
、

地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
佐
久
の
水
に
由
来
す
る
地

域
産
品
の
情
報
発
信
や
特
産
品

の
開
発
、
温
泉
地
、
景
勝
地
に

よ
る
観
光
振
興
な
ど
の
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

河川一斉パトロールの様子

信州サーモン

うそのくち円形分水

地
域
の
住
民
・
団
体
の
参
加
に

よ
る
良
好
な
水
環
境
の
維
持

注目1
佐
久
地
域
で
は
、
良
好
な
水
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
、
河
川
の
定
期
水
質
調
査

や
清
掃
・
巡
視
な
ど
、
地
域
の
住
民
・
団

体
の
参
加
に
よ
る
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。「
信
濃
川
を
守
る
協
議
会
」に

よ
る
春
季
・
秋
季
の
年
２
回
の
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
牧
村
平
沢

集
落
で
は「
水
を
守
る
」取
組
の
一
環
と
し

て
、
年
に
１
度
、
住
民
が
参
加
し
て
主
要

用
水
路
の
泥
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
蓼
科
の
水
を
考
え
る
会
」や「
松
原
湖
を

美
し
く
す
る
会
」の
水
啓
発
に
関
す
る
活
動
、

各
地
区
の
河
川
愛
護
活
動
団
体
な
ど
に
よ

る
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
も
、
良
好
な

水
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
取
組
で
す
。

こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域
の
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
保
全
活
動
の
内
容
や
予
定
な
ど

を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
利
用
し
て

地
域
全
体
で
共

有
す
る
枠
組
み

を
構
築
す
る
取

組
も
今
後
進
め

て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

千
曲
川
上
流
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化

注目2
佐
久
地
域
で
は
、
米
、
野
菜
、
果
樹
な

ど
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
川
上
村
や
南

牧
村
は
全
国
有
数
の
高
原
野
菜
の
生
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、「
五
郎
兵

衛
米
」、「
佐
久
鯉
」、「
信
州
サ
ー
モ
ン
」、

「
信
州
蓼
科
牛
」、「
白
土
ば
れ
い
し
ょ
」な

ど
の
ブ
ラ
ン
ド
品
や
、
ぶ
ど
う
、
桃
、
リ
ン

ゴ
、
プ
ル
ー
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
花
き
な

ど
の
様
々
な
特
産
品
、
さ
ら
に
日
本
有
数

の
酒
ど
こ
ろ
と
評
さ
れ
る
13
の
蔵
元
や
ワ

イ
ン
産
業
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域
の
水
に
関
わ
る

魅
力（
コ
ン
テ
ン
ツ
）を
結
集
し
て
千
曲
川

上
流
域
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取
組
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
や
体
験
型
観
光

に
よ
り
全
国
へ
佐
久
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
取
組
の
ほ
か
、
安
定
し
て
良
好
な
水

資
源
が
得
ら
れ
る
環
境
を
活
か
し
て
、
新

規
就
農
や
移

住
の
促
進
を

図
る
こ
と
な

ど
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
水
文
化
の
継
承

注目3
佐
久
地
域
に
は
、
先
人
た
ち
が
水
を
有

効
に
利
用
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
に
農
業
用
水
と
し
て
整

備
さ
れ
、
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
疎

水
百
選
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
五ご

ろ郎
兵べ

え衛

用よ
う
す
い水
」、
疎
水
百
選
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
塩し

お
ざ
わ
ぜ
き

沢
堰
」、
貴
重
な
水
資
源
を
獲
得
す
る

た
め
に
激
し
い
水
争
い
が
あ
っ
た
歴
史
を

象
徴
す
る
史
跡
で
あ
り
現
在
も
地
域
の
農

業
を
支
え
て
い
る「
う
そ
の
く
ち
円
形
分

水
」な
ど
の
施
設
が
、
歴
史
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
佐
久
地
域
に
は
、
千
曲
川
の
源

流
や
滝
、
清
流
な
ど
多
く
の
名
所
や
景
勝

地
が
あ
り
、
水
に
ま
つ
わ
る
祭
事
な
ど
、

各
地
で
多
様
な
水
文
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
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■ 地下水編

こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域
と
水
と
の
関
わ

り
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
地
域
全
体
で
共

有
す
る
た
め
に
、
佐
久
地
域
で
は
、
今
後
、

各
地
に
お
け
る
水
資
源
獲
得
の
歴
史
を
始

め
、
水
田
に
よ
る
保
水
・
涵
養
機
能
な
ど

の
多
面
的
効
果
、
水
に
ま
つ
わ
る
史
跡
･

祭
事
、
小
水
力
発
電
や
水
辺
景
観
活
用
な

ど
の
新
た
な
水
利
用
形
態
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
佐
久
地
域
共
通
の
教
材
が
作
成
さ
れ
、

作
成
さ
れ
た
教
材
は
、
全
て
の
市
町
村
で
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
な
ど
の
様
々
な
場

面
で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
佐
久
地
域

で
は
、
こ
う
し
た
教
育
啓
発
や
水
文
化
継

承
の
基
礎
と
な
る
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

評
価
体
制
の
構
築
と

地
域
連
携

佐
久
地
域
に
と
っ
て
地
下
水
は
水
道
水

源
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
、
水
産

業
、
酒
造
な
ど
の
地
域
の
産
業
を
支
え
る

重
要
な
資
源
で
す
。
佐
久
地
域
流
域
水
循

環
計
画
は
策
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、

水
に
関
す
る
取
組
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
自

治
体
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
佐
久
地
域
で
は
、
水
に
関
す
る
取

組
を
佐
久
地
域
全
体
で
共
有
し
、
地
域
連

携
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
、よ
り
効
率
的
・

合
理
的
な
体
制
・
運
用
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

12
市
町
村
と
い
う
多
数
の
自
治
体
で
連

携
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
間
の
連
携
と

評
価
体
制
の
構
築
が
、
将
来
像
の
実
現
の

カ
ギ
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
成
果
・
実
績
の
振
り
返
り
の

た
め
、
各
市
町
村
の
取
組
状
況
の
進
捗
を

管
理
し
、
そ
の
結
果
を
集
約
・
共
有
し
、

計
画
内
容
や
連
携
体
制
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、結
果
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
実

行
計
画
）へ
反
映
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
久
地
域
で
は
地
域
全

体
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
水
や

湧
水
と
い
っ
た
水
資
源
の
保
全
を
図
っ
て

い
ま
す
。

活動の	
効　果

取組を伝え広げていく
ポイントは？
佐久地域は水資源に恵まれ
ているが故に、地域の多くの
住民にとって良質で豊かな水
を利用できることは当たり前
の認識となっています。しか
し近年の水循環を取り巻く環
境の変化により健全な水循環
に支障をきたす恐れがある
との推測もされていることか
ら、住民の水資源に関する理
解を深めていくとともに、水
資源は地域共有の貴重な財産
であるとの認識を普及させる
ことが重要となります。その
ためには佐久地域全体で、水
と触れ合う機会の創出や水資
源について関心を持っていた
だくための啓発や学ぶ機会な
どの拡充を図っていきたいと
考えています。

今後に向けて
本計画は佐久地域全体を包
括した計画です。今後は、市
町村ごとに行っている活動や
調査の結果などを佐久地域の
全ての住民が知ることのでき
る環境整備や、水資源につい
て関心をもった方がどの市町
村の活動にも参加できるよ
う、取組の輪を拡げる仕組を
構築するなど、12市町村の連
携を軸に水循環施策を推進し
ていきたいと考えています。
また佐久地域は千曲川上流域
に位置することから、上流域
としての役割について知る機
会を増やすとともに、活動を
地域内外に発信することで、
地域外へ取組の輪を拡げてい
ければと思います。

佐久地域流域水循環協議会
事務局

佐久市 環境部 環境政策課
環境保全係

佐藤 顕士さん（左）
土屋 智晶さん（右）

メッセージ

水道水源地の見学会
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03
case

西条市（愛媛県）

“うちぬき文化”を未来につなぐ
科学的な調査を柱に地下水の仕組みと大切さを見える化

名水百選うちぬき

西
条
市
は
、
地
下
水
が
人
び
と
の
生
活
や
農

業
・
地
場
産
業
と
深
く
関
わ
り
あ
い
、
古
く
か

ら「
水
の
都
」と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地

下
水
は
、
地
中
に
鉄
管
を
打
ち
込
め
ば
湧
き
出

る
こ
と
か
ら「
う
ち
ぬ
き
」と
言
わ
れ
、
生
活
用

水
を
賄
う
貴
重
な
水
源
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
る
と
と
も
に
、
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
を
保
全
す
る
た
め
の
調
査
や
普
及

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
西
条
市
で
は
、
こ
の
地
下
水
が
も
た
ら
す

恩
恵
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
せ
る
た
め
、

２
０
１
７
年
８
月
に「
西
条
市
地
下
水
保
全
管

理
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

過
去
の
地
下
水
調
査
に
基
づ
く
科
学
的
な

デ
ー
タ
を
蓄
積
・
公
開
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し

た
全
国
の
専
門
家
と
の
共
同
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
市
民
に
丁
寧
に
伝
え
る
重
層
的
な
広
報
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 西条市
【連絡先】	 西条市環境部環境政策課
	 	 環境推進係

愛媛県

高知県

Profile

西条市西条市

【地下水編】
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■ 地下水編

西
条
市

地
下
水
保
全
管
理
計
画

地
下
水
を「
地
域
公
水
」と
し
て
管
理

「
水
の
都
」と
言
わ
れ
る
西
条
市
は
、
瀬

戸
内
海
に
面
し
、
石
鎚
山
系
や
高
縄
山
系

の
山
々
に
多
量
に
降
っ
た
雨
が
、
長
い
年

月
を
か
け
て
地
下
で
浄
化
さ
れ
、「
う
ち

ぬ
き
」と
呼
ば
れ
る
自
噴
水
や
平
野
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
湧
き
出
す
泉
と
な
り
、
そ
の

清
く
透
き
と
お
っ
た
水
が
、
市
内
の
水
路

を
縦
横
無
尽
に
流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
お
よ
そ
半
分
の
家
庭
が
地
下
水
を

生
活
用
水
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
農

業
用
水
に
も
多
く
の
地
下
水
が
利
用
さ
れ
、

水
源
か
ら
川
、
海
へ
と
流
れ
る
一
連
の
水
の

流
れ
が
一
つ
の
行
政
区
域
で
完
結
す
る
恵

ま
れ
た
水
環
境
を
有
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

し
か
し
、
西
条
市
の
地
下
水
資
源
も
近

年
の
気
候
変
動
や
森
林
荒
廃
な
ど
の
自

然
・
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
か
ん
が

い
期
の
地
下
水
位
の
低
下
や
硝
酸
態
窒
素

濃
度
の
増
加
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
西
条
市
の
地
下
水
の
諸
問
題

を
解
決
し
、
地
下
水
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ

ま
な
恩
恵
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
せ

る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
８
月
に「
西
条

市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
地
下
水
を「
地
域
公

水
」と
位
置
付
け
、
市
民
、
事
業
者
及
び
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
地
下
水
を
保
全
し
、

水
量
と
水
質
の
両
面
を
管
理
し
て
い
く
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

計画の
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
水
の
郷
」認
定

1995.3

	

う
ち
ぬ
き
が「
名
水
百
選
」認
定

1985.7

「
西
條
市
地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」制
定

2004.3

	

２
市
２
町
が
合
併
し
新
た
な
西
条
市
に

2004.11

	

地
下
水
資
源
調
査（
新
西
条
市
）

2007-2010

「
西
条
市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
」策
定

2017.8

「
西
条
市
地
下
水
保
全
協
議
会
」設
立

2018.11

水に関る全国的なシンポジウム等を誘致
2008

	

地
下
水
資
源
調
査	

（
旧
西
条
市
）

1996-1999

全
国
利
き
水
大
会
、

２
年
連
続「
お
い
し
い
水
」１
位

1995-1996

バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
水
の
歴
史
館
」開
設

2006.6

豊富で良質の地下水資源に恵まれる西条市周辺の自噴帯の分布
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「
水
の
歴
史
館
」を
開
設
し

西
条
の
水
へ
の
思
い
を
発
信

「鍵」
その1水

の
都
西
条
に
と
っ
て
人
と
水
の
総
合

的
な
研
究
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
そ
こ

で
、
西
条
市
で
は
市
に
お
け
る
人
と
水
の

緊
密
な
関
係
に
つ
い
て
、
過
去
と
現
在
を

検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
行
政
の
責
務
で
あ
る
と
の
認

識
か
ら
、
人
と
水
と
の
総
合
的
な
研
究
の

場
と
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
水
の
歴
史
館
」を
２
０
０
６
年
に
開
設
し

ま
し
た
。

「
水
の
歴
史
館
」は
、水
を「
人
と
水
」「
環

境
と
水
」「
産
業
と
水
」の
三
つ
の
視
点
で

捉
え
、
西
条
市
の
水
に
対
す
る
思
い
を
市

内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
条
市
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
地
下

水
や
水
に
関
す
る
調
査
結
果
や
資
料
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

「
人
と
水
」で
は
、
水
と
暮
ら
し
、
水
と

健
康
、水
と
文
化
、水
と
風
土
、水
と
信
仰
、

水
と
祭
り
、
水
と
遊
び
の
観
点
か
ら
西
条

市
の
水
に
関
わ
る
情
報
を
、「
環
境
と
水
」

で
は
、
水
と
景
観
、
川
と
生
き
も
の
、
川

と
暮
ら
し
、
海
と
生
き
も
の
、
水
と
地
球

環
境
、
環
境
を
守
る
水
の
観
点
か
ら
の
情

報
を
、
ま
た「
産
業
と
水
」で
は
、
水
と
農

林
水
産
業
、
水
の
活
用
、
水
と
企
業
、
水

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
と
地
域
振
興
、
多
様

な
水
、
水
と
観
光
の
観
点
か
ら
の
情
報
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

教
育
・
研
究
交
流
を
通
じ
た

市
内
の
地
下
水
に
つ
い
て

調
査
・
分
析

「鍵」
その2西

条
市
は
、
山
・
川
・
海
等
の
自
然
、

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
水
、
神

社
・
仏
閣
・
祭
り
・
紙
漉
き
等
の
歴
史
・

文
化
、
ま
た
農
業
や
水
産
業
等
の
地
域
資

源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
は
、
こ

の
地
域
資
源
に
溢
れ
る
西
条
市
内
全
域
を

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
大
学
及
び

地
方
自
治
体
の
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
西
条
市
の
魅
力
を
見
出
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
他
地
域
で
の
経
験
や
施
策
等

を
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
流
協
定
を
締
結
し
た
大
学
等
と
連
携
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
教
育
・
研
究
交
流

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

西
条
市
の
大
切
な
地
域
資
源
で
あ
る
地

下
水
に
つ
い
て
も
、
新
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
っ
た
全
国
の
研
究
者
や
調
査
・
研
究

機
関
の
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
西

条
市
の
地
下
水
や
水
資
源
の
特
性
を
研
究

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

例
え
ば
、
西
条
市
と
総
合
地
球
環
境
学

研
究
所
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
千
の
水

を
採
っ
て
」で
は
、
地
下
水
の
塩
水
化
問

題
の
原
因
究
明
に
向
け
た
水
質
の
広
域
的

調
査
と
し
て
、
市
民
の
協
力
で
３
か
月
で

約
千
地
点
の
地
下
水
を
採
取
し
、
元
素
濃

度
や
同
位
体
比
を
測
定
し
ま
し
た
。
こ
の

調
査
に
基
づ
き
、
地
下
水
の
塩
水
化
の
分

布
状
況
や
、
地
下
水
位
と
加
茂
川
流
量
の

関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
西
条
市
地
下

水
保
全
管
理
計
画
の
策
定
に
お
い
て
も
重

要
な
科
学
的
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
・
研
究
交
流
を
通
じ

て
、
安
定
同
位
体
等
を
用
い
た
地
下
水
の

か
ん
養
域
の
特
定
、
帯
水
層
分
布
や
塩
水

化
機
構
の
解
明
な
ど
、
先
進
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
西
条
市
の
地
下
水
に
関
わ

る
調
査
・
分
析
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

バーチャルミュージアム「水の歴史館」　トップページ

地下水の塩水化調査結果（塩化物イオン濃度の分布）
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■ 地下水編

「
水
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」で

西
条
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

「鍵」
その3

　

西
条
市
観
光
物
産
協
会
で
は
、
西
条
市

の
魅
力
を
市
内
外
の
人
々
に
広
く
知
っ
て

頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
個
人
や
ツ
ア
ー
の

観
光
客
や
学
習
・
視
察
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
ガ
イ
ド
と
市
街
地
の
う
ち
ぬ
き
や
歴

史
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
巡
る「
水
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
」を
２
０
０
８
年
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
９
年
度
は
、
計
36
回
実
施

し
、
２
６
７
名
が
本
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。

水
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
で
は
、
水
に
関
す
る

話
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西
条
市
の
歴
史
、

文
化
、
建
築
、
環
境
問
題
な
ど
、
参
加
者

の
関
心
項
目
に
合
わ
せ
て
案
内
し
、
行
程

途
中
に
豊
か
な
水
か
ら
の
恵
み
を
受
け
た

野
菜
や
米
か
ら
作
ら
れ
た
軽
食
を
提
供
す

る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
西
条
水
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
観
光
案
内
所
等
で
の
配
布
に
加

え
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
水
の

歴
史
館
」や
西
条
市
観
光
物
産
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ツ
ア
ー
の
参
加
を
通
じ
て
西
条
市
の
魅

力
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
方
も
多
く
、

水
の
恵
み
と
し
て
の
農
産
物
、
酒
な
ど
の

お
土
産
品
の
購
入
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
受
け
入
れ

も
始
ま
り
、
市
内
に
あ
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

四
国
工
場
の
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
と
水
め
ぐ
り

ツ
ア
ー
の
英
語
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
セ
ッ
ト
企

画
を
提
案
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

西条水めぐりマップ（左「歩きコース」と右「車コース」）

西条市観光物産協会ホームページでのツアー案内

市街中心部のアクアトピア水系をめぐるツアー

海外ツアー客との水めぐり
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広
報
紙
で
市
内
の
地
下
水
事
情

を
市
民
に
紹
介

注目1
水
の
都
と
称
さ
れ
る
西
条
市
で
す
が
、

こ
の
恵
ま
れ
た
水
環
境
が
当
た
り
前
の
も

の
と
し
て
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
市

民
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
限

り
あ
る
水
と
い
う
資
源
に
つ
い
て
一
か
ら

学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
西
条
市
の
水

事
情
に
関
心
を
も
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
、毎
月
発
行
す
る
西
条
市
の
広
報
紙「
広

報
さ
い
じ
ょ
う
」２
０
１
８
年
11
月
号
で

は
、「
（
特
集
）知
り
た
い
。
西
条
の
水
の

こ
と
。」を
企
画
し
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
や
事
業
者
に
西
条
市
の
水

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
、

難
し
い
表
現
は
極
力
避
け
、
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
、
図
表
を
多
く
用
い
て
わ
か
り
や
す

く
見
や
す
い
紙
面
構
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
的
な
情
報
に
偏
ら
ず
、
市
内

の
水
に
関
係
す
る「
人
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
西
条
の
水

に
係
る
意
見
を
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
広
報
紙
で
の
水
の
特
集
に
対
し
て

は
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ
た
と

読
者
か
ら
好
評
を
頂
く
と
と
も
に
、
限
り

あ
る
水
資
源
を
有
効
に
利
用
し
、
保
全
し
、

未
来
に
継
承
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
市
民

に
広
ま
り
、
市
民
と
行
政
と
の
水
に
対
す

る
意
識
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

地
下
水
年
報
で
市
内
の
地
下
水
に

関
す
る
知
見
や
情
報
を
共
有

注目2
西
条
市
で
は
水
資
源
、
特
に
地
下
水

に
関
す
る
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
ま

す
。
１
９
９
６
年
度
か
ら
４
年
間
、
ま
た

２
０
０
７
年
度
か
ら
４
年
間
の
計
２
回
、

大
規
模
な
地
下
水
資
源
調
査
を
実
施
し
、

貴
重
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、

調
査
に
参
画
し
た
有
識
者
等
に
よ
る
解
析

が
進
め
ら
れ
、
貴
重
な
知
見
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
地
下
水
年
報
を
作
成
・
公
表
し

て
い
ま
す
。

地
下
水
年
報
を
通
じ
て
、
水
資
源
に
関

し
て
市
民
や
事
業
者
と
情
報
共
有
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
条
市

役
所
に
お
い
て
も
、
水
を
所
管
す
る
職
員
の

み
な
ら
ず
、
職
員
全
体
が
西
条
の
水
事
情

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

職
員
に
よ
る
出
前
講
座
で
西
条
の

水
を
普
及
啓
発

注目3
西
条
市
で
は
地
域
の
恵
ま
れ
た
環
境
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に
対
す
る
認
知
度

や
保
全
意
識
を
高
め
、
自
主
的
に
行
動
す

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
環
境
教
育
の

展
開
を
図
る
た
め
、
４
つ
の
テ
ー
マ（
水

の
お
話
・
地
球
温
暖
化
・
外
来
生
物
・
ご

み
の
お
話
）の
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

西
条
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
出
前
講
座
の

テ
ー
マ
を
掲
載
し
、「
水
の
お
話
」は
特
に

小
学
生
を
対
象
に
、
他
の
テ
ー
マ
は
小
中

学
生
か
ら
高
校
生
・
大
人
ま
で
を
対
象
と

し
、
職
員
手
づ
く
り
の
教
材
も
活
用
し
な

が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

校
へ
は
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
出

前
講
座
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

「広報さいじょう」の特集記事で地下水の仕組みや課題を紹介

地下水年報

西条市出前講座の様子
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■ 地下水編

「
水
の
歴
史
館
」の

展
示
内
容
に
は

地
元
や
市
外
か
ら

多
く
の
問
合
せ

バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
水
の
歴

史
館
」は
年
間
約
５
万
件
閲
覧
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
夏
休
み
期
間
中
は
、
水
を
自

由
研
究
の
テ
ー
マ
と
す
る
小
学
生
も
多
く
、

市
役
所
に
は
掲
載
情
報
へ
の
質
問
が
届
き

ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
方
々
か
ら
も
展
示

資
料
提
供
の
依
頼
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

活動の	
効　果

職
員
の
水
へ
の
思
い
と
知
識
が
向
上

水
の
普
及
啓
発
活
動
は
、「
水
の
歴
史

館
」の
開
設
に
携
わ
っ
た
市
職
員
の
水
に

対
す
る
知
識
向
上
や
思
い
を
高
め
る
と
い

う
想
定
外
の
副
産
物
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
さ
い
じ
ょ
う
の
特
集
記
事
や

地
下
水
年
報
の
普
及
に
よ
り
、
水
を
所
管

す
る
職
員
以
外
に
も
西
条
市
の
水
事
情
の

認
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
広
報
内
容
に

対
し
て
市
民
や
教
育
関
係
者
よ
り「
と
て

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を

頂
け
る
こ
と
は
、
職
員
の
日
々
の
職
務
遂

行
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

取組を伝え広げていく
ポイントは？
市民に地下水の現状を認識してもらうことが

重要であると考えています。そのために、市が
蓄積している各種データ（降水量、河川流量、地
下水の水質と水量等）をもとに水収支を算出し、
公表する必要があります。また、目に見えない
地下水の見える化が欠かせないものと考えてい
ます。これらのことが、市民と行政の協働で進
められるのが理想です。

今後に向けて
現在、市民、事業者及び行政が参画して

いる「西条市地下水保全協議会」を設置し、
市全域における地下水の保全のあり方や財
源確保策などについて協議検討を行ってい
ます。今後は、より多くの市民の参画を得
て、地域や流域に即した水循環並びに地下
水の保全及び利用のあり方等について、協
議・実践されることを楽しみにしています。

「水の歴史館」年間閲覧数　※2015年は3月中旬から集計開始

西条市監査委員
（元・市民環境部長）

東元 道明さん

メッセージ

取組を伝え広げていく
ポイントは？
「正しい知識」だと思います。私自身、地下水
をそのまま飲む家庭で育ちましたが、周りの大
人は、地下水を正に湯水のごとく使っており、子
供ながらに漠然と地下水はたくさんあるものだ
と思っていました。地下水資源調査や「千の水を
採って」のお手伝いをさせていただいき、漠然と
した記憶から正しい知識に上書きできたことは、
大変貴重な経験です。

今後に向けて
“うちぬき文化”を未来につなぐためには、

「教育」が大切だと考えています。
当市では、小学３・４年生で、自分達の

町について学びますが、地下水について
は、ごく一部の情報しか学びません。
そこで、出前講座を通して「正しい知識」

を伝えていきたいと考えています。
西条市環境部環境政策課

環境推進係
吉本 聡使さん

メッセージ
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04
case

うきは市（福岡県）【地下水編】

「水のまち」の暮らしを支える地下水をまもる
地下水の恩恵を将来も受け続けるための取組

筑後川大石堰

う
き
は
市
は
、
地
下
水
だ
け
で
生
活
用
水
が
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
、全
国
で
も
珍
し
い「
水
の
ま
ち
」

で
す
。
耳み

の
う
さ
ん
ち

納
山
地
、
阿
蘇
山
、
筑
後
川
を
水
源
と
し

た
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
は
、
古
く
か
ら
こ
の
地

域
の
暮
ら
し
を
支
え
、「
う
き
は
の
恵め

ぐ
み水
」と
し
て

様
々
な
形
で
人
々
に
恩
恵
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
豊
か
な
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
る

た
め
に
、
２
０
１
５
年
に「
う
き
は
市
地
下
水
の

保
全
に
関
す
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
、
２
０
１
８

年
に
は
、“
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
〟を

掲
げ
た「
第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」を
策

定
す
る
な
ど
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
農
業
・
観
光
分
野
で
は「
う
き
は
テ

ロ
ワ
ー
ル
」と
名
付
け
た
地
域
産
業
振
興
に
資
す

る
取
組
な
ど
を
展
開
し
て
お
り
、
地
下
水
資
源
の

有
効
活
用
や
地
下
水
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高

め
る
取
組
と
し
て
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 【課　題】	 地下水・湧水

【主　体】	 うきは市
【連絡先】	 うきは市水環境課

福岡県

佐賀県

熊本県

Profile

うきは市うきは市
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■ 地下水編

う
き
は
市

第
２
次
う
き
は
市
環
境

基
本
計
画
～
自
然
豊
か
な

ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
～

第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画

う
き
は
市
は
、
耳
納
山
地
や
棚
田
を
は

じ
め
と
す
る
農
山
村
風
景
、
白
壁
の
街
並

み
の
他
に
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
・
歴
史

に
育
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、名
水
百
選「
清

水
湧
水
」、
水
源
の
森
百
選「
滝
の
あ
る
水

源
の
森（
調ち

ょ
う
お
ん音

の
滝
公
園
一
帯
）」、
棚
田

百
選「
つ
づ
ら
棚
田
」、
疎
水
百
選「
大
石

用
水
」の
４
つ
の
全
国
百
選
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
地
域
を
守
り
、
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発

展
が
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
、
２
０
０
７
年
４
月
に「
う
き
は
市
環

境
基
本
条
例
」が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
を
受

け
て
２
０
０
８
年
３
月
に「
う
き
は
市
環

境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。「
水

の
ま
ち
」と
言
わ
れ
る
う
き
は
市
は
、
筑

後
川
か
ら
取
水
し
た
農
業
用
水
や
耳
納
山

地
に
降
り
注
い
だ
雨
等
を
起
源
と
す
る
良

質
な
地
下
水
を
豊
富
に
有
し
、
日
々
の
暮

ら
し
や
産
業
に
必
要
な
水
の
多
く
を
地
下

水
に
よ
り
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
う
き
は
市
で
は
、
地
下
水
が
市
民
生

活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
資
源
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
２
０
１
５

年
１
月
に
は「
う
き
は
市
地
下
水
の
保
全

に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
従
来
の
環
境
問
題
に
加
え
、
地

球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
規
模
の
環
境
問

題
が
課
題
と
な
る
な
ど
の
社
会
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
８
年
３
月
に

「
第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
の
も
と
、

目
指
す
環
境
像
と
し
て「
自
然
豊
か
な
ふ

る
さ
と
を
未
来
へ
」を
か
か
げ
、
各
種
環

境
施
策
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
」や「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
」、「
地
下
水

の
保
全
」、「
生
物
多
様
性
の
保
全
」等
と

各
種
テ
ー
マ
ご
と
に
様
々
な
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2025 2015 2005

「
う
き
は
市
環
境
基
本
条
例
策
定
検
討
委

員
会
」設
定

2006.10

「
う
き
は
市
環
境
基
本
条
例
」制
定

2007.4

「
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2008.3

「
う
き
は
市
農
的
水
循
環
環
境
調
査
」実
施

2016～
2019

第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定

2018.３
名水百選　清水湧水

水源の森百選　調音の滝公園

疏水百選　大石用水

棚田百選　つづら棚田

「
う
き
は
市
地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
条

例
」制
定
・
施
行

2015.1

「
う
き
は
の
恵
水（
め
ぐ
み
）」パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
・
配
布

2019.3

第
２
次
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
の
一
部

を
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.3
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「
う
き
は
市
環
境
基
本
条
例
」の

制
定

「鍵」
その1う

き
は
市
で
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ

た
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
と

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
と
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
う

き
は
市
環
境
基
本
条
例
」が
制
定
さ
れ
、

そ
の
後
２
次
に
わ
た
る「
環
境
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
９
月
、
市
議
会
に
お
い
て

「
環
境
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
方
針
が
表

明
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
①
市
民
参
加
型

の
計
画
づ
く
り
、
②
新
た
な
環
境
問
題
に

対
応
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
、
③
実
行
性

と
実
効
性
の
高
い
計
画
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
づ
く

り
に
向
け
、
２
０
０
６
年
10
月
に
担
当
職

員
で
構
成
す
る「
う
き
は
市
環
境
基
本
条

例
策
定
検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
計
７

回
の
協
議
を
経
て
、
２
０
０
７
年
９
月
に
、

計
画
策
定
の
根
拠
と
な
る「
う
き
は
市
環

境
基
本
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
う

き
は
市
で
は
、
幅
広
い
環
境
問
題
を
改
善

し
て
い
く
た
め
に
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る

と
い
う
新
し
い
政
策
理
念
を
掲
げ
、
総
合

的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
条
例
に
基
づ
き
、
２
０
０
８
年

３
月
に「
う
き
は
市
環
境
基
本
計
画
」が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
従
来
の
公
害
問
題
に
加
え
、

地
球
環
境
規
模
の
環
境
問
題
が
喫
緊
の
課

題
と
な
る
等
の
状
況
の
変
化
を
見
据
え
、

２
０
１
８
年
３
月
に
は「
第
２
次
う
き
は

市
環
境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
未
来
に
」を

目
指
す
環
境
像
に
掲
げ
、
地
下
水
の
保
全
、

生
物
多
様
性
の
保
全
か
ら
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
ま
で
テ
ー
マ
毎
の
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
う
き
は
の
恵め
ぐ
み水
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

市
民
へ
の
浸
透

「鍵」
その2う

き
は
市
は
、
地
下
水
だ
け
で
生
活
用

水
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
、
全
国
で
も
有

数
の「
水
の
ま
ち
」で
す
。

う
き
は
市
で
は
、
名
水
百
選
の「
清
水
湧

水
」、
水
源
の
森
百
選「
滝
の
あ
る
水
源
の

森（
調
音
の
滝
公
園
一
帯
）」に
象
徴
さ
れ

る
豊
か
な
地
下
水
を「
う
き
は
の
恵め

ぐ
み水
」と

名
付
け
、
地
下
水
の
保
全
の
た
め
の
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
１
月
に
は「
う
き
は
市
地

下
水
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」が
作
成
さ

れ
、
そ
の
後
２
０
１
６
年
か
ら
の
３
年
間

で
う
き
は
市
の
地
下
水
に
関
す
る
科
学

的
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

う
き
は
市
の
地
下
水
が
も
た
ら
す
様
々
な

恩
恵
は
、
こ
の
地
域
特
有
の
９
万
年
前
の

阿
蘇
山
噴
火
で
た
ま
っ
た
火
砕
流
堆
積
物

の
層
に
よ
る
産
物
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、

こ
の
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
適
正
か

つ
持
続
的
に
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
再
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
う
き
は
市
の
地

下
水
の
特
徴
や
重
要
性
を
市
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
２
０
１
９
年
３

月
に
は
、「
地
下
水
の
い
ま
、そ
し
て
未
来
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に「
う
き
は
の
恵め

ぐ
み水
」パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
、
市
民
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、	

小
学

校
高
学
年
か
ら
中
学
生
を
対
象
と
し
た
教

育
資
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
親

し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
Ｑ
＆
Ａ
方

式
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
見
え
な
い
地
下
水

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

第２次うきは市環境基本計画

うきは市地下水の保全に関する条例チラシ

「うきはの恵水（めぐみ）」パンフレット
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■ 地下水編

農
的
水
循
環
環
境
調
査
の

実
施

「鍵」
その3平

成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
３
ヶ

年
に
か
け
て
、
う
き
は
市
の
特
徴
的
な
地

下
水
の
農
的
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
水
資
源
に
関
す
る
基
礎
情
報
の
調

査
、
把
握
、
解
析
を
行
い
、
地
下
水
資
源

量
の
適
正
揚
水
量
の
設
定
及
び
今
後
の
地

下
水
保
全
・
有
効
利
用
に
必
要
な
施
策
が

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
地
部
の
地
下
水
の
供
給

源
は
、
山
地
部
か
ら
の
地
下
水
流
入
が
約

４
割
、
田
面
水
の
浸
透
が
約
３
割
を
占
め

る
こ
と
が
分
か
っ
た
ほ
か
、
平
地
部
の
適

正
揚
水
量（
利
用
可
能
量
）は
現
況
の
約
２

倍
と
推
定
さ
れ
、
地
下
水
利
用
は
健
全
で

あ
り
余
力
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
用
形
態
か
ら
考
え
る
と
、

各
家
庭
で
は
浅
井
戸
を
水
源
と
し
て
生
活

用
水
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
地
下
水
に
依
存
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
万
が
一
地
表
か
ら
地
下
水

に
汚
染
物
質
が
混
入
す
れ
ば
、
地
下
水
の

流
れ
に
沿
っ
て
浅
井
戸
へ
の
影
響
が
広
が

る
と
予
想
さ
れ
、
地
下
水
保
全
と
上
水
道

整
備
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信

「鍵」
その4市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
地
下
水
の

水
質
や
水
位
の
測
定
結
果
等
が
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は「
う
き
は
の
恵
水（
め

ぐ
み
）」「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」に
つ
い

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
で
紹
介
し
た
り
、

う
き
は
の
水
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
絵
巻
物

語
で
紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
情
報
発
信

に
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
広
報
誌「
広
報
う
き
は
」（
２
０
２
１

年
８
月
１
日
号
）に
お
い
て
、「
う
き
は
市

の
地
下
水“
う
き
は
の
恵
水
〟」を
掲
載
し
、

地
下
水
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
る

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

広報紙「広報うきは」

地下水流動モデルに基づく地区別の地下水賦存量と
水収支（平成27年）
（出典：うきは市農的水循環環境調査業務【概要版】）

うきはテロワール	ホームページより（水の物語　絵巻）
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流域マネジメント、ここにも「注目」
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル

注目1
う
き
は
市
の
山
の
麓
に
は
果
樹
園
が
広

が
り
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
フ
ル
ー
ツ

が
楽
し
め
、
平
坦
部
の
豊
後
街
道
の
街
路

沿
い
に
は
漆
喰
塗
の
白
壁
の
町
並
み
が
軒

を
連
ね
て
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
が
今
も
残

り
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
が
続
々
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。
う
き
は
市
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
ワ
イ
ン
産
地
ボ
ル
ド
ー
や
ア
ル
ザ
ス

と
よ
く
似
た
日
本
で
も
非
常
に
め
ず
ら
し

い
地
質
・
地
形
を
有
し
て
い
ま
す
。
う
き

は
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
理
的
環
境
を

定
量
的
に
評
価
し
、
農
産
地
の
特
徴
を
さ

す
フ
ラ
ン
ス
語「
ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｏ
ｉ
ｒ
」を
用

い
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

産
品
の
高
付
加
価
値
化
に
結
び
つ
け
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。

「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」の
７
大
自
然
要

素
と
し
て
、

①
地
形（
耳
納
連
山
と
扇
状
地
）

②
気
温（
絶
妙
な
温
度
バ
ラ
ン
ス
）

③
土
壌（
作
物
が
健
全
に
育
つ
土
地
）

④
風（
心
地
よ
い
山
辺
の
そ
よ
風
）

⑤
水（
豊
富
な
う
き
は
の
恵
水
）

⑥
雨（
雨
に
よ
る
水
分
補
給
）

⑦
地
理（
筑
紫
の
玄
関
）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
市
民
に
対
し
て

豊
か
な
地
下
水
は
お
い
し
い
農
産
物
を
育

て
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
の
ひ
と
つ

で
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
地

下
水
資
源
の
有
効
活
用
や
地
下
水
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
た
め
の
取
組
と
し
て
今

後
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
情
報
発
信

さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
雑
誌
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
全
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
保
全
と
活
用
の
た
め
の

取
組
や
水
辺
の
整
備
を
推
進

注目2
う
き
は
市
で
は
、
生
活
用
水
の
全
て
を

地
下
水
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
へ

の
懸
念
か
ら
上
水
道
に
よ
る
良
質
な
水
の

安
定
供
給
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
上
水
道

整
備
に
つ
い
て
は
、
小
石
原
川
ダ
ム
に
水

道
用
の
水
源
を
確
保
し
た
り
、
山
間
部
の

簡
易
給
水
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水

道
の
整
備
と
と
も
に
接
続
率
の
向
上
の
た

め
、「
下
水
道
の
日
」や
浄
化
セ
ン
タ
ー
見

学
等
を
通
し
、
速
や
か
な
下
水
道
接
続
の

呼
び
か
け
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
整
備
と
適
切
な
管
理
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
河
川
の
水
質
の
保
全
・
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
下
水
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
井
戸
水

の
水
質
検
査
や
地
下
水
の
水
位
の
測
定
が

継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
う
き
は
市
で
は
、
筑
後
川
を

う
き
は
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
景
観
、
優
れ

た
地
域
資
源
と
位
置
づ
け
、
筑
後
川
を
観

光
資
源
の
一
つ
と
し
て
活
用
・
保
全
し
な

が
ら
、
温
泉
等
の
地
域
資
源
も
生
か
し
た

「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
３
月
に
は
、

大
石
地
区
が
国
の「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」計

画
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
筑
後
川

及
び
周
辺
が
整
備
さ

れ
、
温
泉
施
設
と
と

も
に
魅
力
あ
る
水
辺

空
間
が
創
出
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

うきは市フルーツカレンダー

うきは市産フルーツを生かしたスイーツ

大石かわまちづくりの整備イメージ（国土交通省）

簡易給水施設（山間部）
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■ 地下水編

地
下
水
は

健
全
な
状
態
を
維
持

２
０
１
５
年
度
に
行
わ
れ
た
地
下
水

の
調
査
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
調
査
地
点
で
、

お
い
し
い
水
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
水
の
水
位
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
７

年
度
か
ら
市
内
３
地
点
に
お
い
て
連
続

観
測
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
年
間
の
変
動
傾
向
に
顕
著
な
変
化
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

活動の	
効　果

地
域
産
業
振
興
に
資
す
る
地
下
水
資
源

の
有
効
利
用
を
図
る「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー

ル
」の
取
組
は
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水質検査項目(おいしい水の要件）「水質検査結果概要」
（出典：平成27年度地理的環境(うきはテロワール）調査結果）

地下水位連続観測結果図(2017年度～ 2020年度まで）（出典：うきは市ホームページ）

取組を伝え広げていく
ポイントは？
市民の皆さんに、うきは市
の地下水に興味を持っていた
だくことが最も重要だと考え
ています。
私たちの地域にとって地下
水は、生命の源であり、日々
の生活や地域の産業振興に
とって欠かすことのできない
存在です。
この地下水を将来世代にわ
たって適正かつ持続的に維
持していくため、これまでも
様々な取組みを行ってきまし
た。
今後も積極的な普及啓発を
通じ、市民の皆さんをはじめ
とする様々な主体と連携を図
りながら、更なる取組みを進
めていきます。

今後に向けて
これからのうきは市では地
下水の保全と並行しながら、そ
の活用についても取組みを進
めていくことが求められてい
ます。
うきは市特有の自然環境で
育まれた地下水は、自然と私た
ちの営みとの巧みな関わり合
いの上に成り立っている貴重
な水資源です。
この貴重な水資源を活かし
て、「うきはテロワール」を初
めとする様々なプロモーショ
ンに取り組むことで、うきは
市の魅力をもっと多くの方に
知っていただきたいと考えて
います。

うきは市 市長

髙木 典雄さん

メッセージ
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05
case

仙台市（宮城県）

情報共有と体験活動で広瀬川の仲間をつなぐ
《広瀬川創生プラン》　～市民協働による取組事業の推進～

「広瀬川１万人プロジェクト」による広瀬川流域一斉清掃

「
杜
の
都
・
仙
台
」の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
広
瀬
川

の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
や
安
全
安
心
な
川

づ
く
り
、
そ
し
て
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
つ
い
て
、

市
民
と
協
働
で
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
仙

台
市
は「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
」を
２
０
０
５
年
３

月
に
策
定
し
、
２
０
１
５
年
３
月
に
改
定
し
ま
し

た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・

行
政
な
ど
の
多
様
な
取
組
主
体
に
期
待
す
る
役
割

や
計
画
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な

取
組
を
と
り
ま
と
め
た
行
動
計
画
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
の
策
定
に
先
立
ち
、
仙
台
市
で

は
広
瀬
川
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て「
広
瀬
川

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
立
ち
上
げ
、
広
瀬
川
に
関
わ

る
遊
び
や
学
び
の
情
報
と
機
会
の
提
供
を
通
じ
て
、

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
に
は
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
を
行
い
、
新
た
な

推
進
体
制
や「
広
瀬
川
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」な
ど
の

広
報
ツ
ー
ル
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【課　題】	 水環境、治水、利水、水インフラ
【主　体】	 仙台市
【連絡先】	 仙台市建設局
	 	 百年の杜推進部河川課
	 	 広瀬川創生室

宮城県
山形県

Profile

広瀬川流域広瀬川流域

【普及啓発・広報編】
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広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン

～
悠
久
の
流
れ
・
広
瀬
川
の

新
た
な
魅
力
の
発
見
と

創
出
を
め
ざ
し
て
～

市
民
協
働
に
よ
る
行
動
計
画

広
瀬
川
は
、
奥
羽
山
脈
の
関
山
峠
付
近

に
源
を
発
す
る
名
取
川
水
系
名
取
川
の
支

流
の
一
つ
で
す
。
仙
台
の
中
心
部
を
流
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
古
く
か
ら
仙
台
に

住
む
人
々
の
生
活
を
支
え
、
都
市
の
発
展

に
貢
献
す
る
な
ど
、
仙
台
市
民
に
と
っ
て

シ
ン
ボ
ル
の
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
広
瀬
川

の
魅
力
を
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
は
多
く
の
市
民
が
広
瀬
川
に
親
し

み
、
そ
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
は
、
広
瀬
川
に

親
し
め
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
市
民
や

市
民
活
動
団
体
な
ど
に
期
待
す
る
役
割
や
、

支
援
内
容
等
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

広
瀬
川
の
自
然
環
境
の
保
全
、
広
瀬
川
と

共
生
す
る
暮
ら
し
の
発
見
や
創
出
、
市
民

に
よ
る
連
携
及
び
市
民
と
行
政
と
の
協
働

を
基
本
理
念
に
、
６
つ
の
基
本
目
標
と
そ

れ
ら
を
具
体
化
す
る
た

め
の
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企

業
・
行
政
な
ど
が
主
体
と

な
る
取
組
事
業
で
構
成
さ

れ
、
２
０
０
５
年
度
か
ら

２
０
１
４
年
度
ま
で
の
10

年
間
の
行
動
計
画
と
し
て

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
１
５
年
３
月
に

改
定
し
、
広
瀬
川
の
更
な

る
魅
力
創
出
に
向
け
て
市
民
協
働

を
基
本
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
で
軌
道
修
正

２
０
２
０
年
度
は
現
行
の
広
瀬

川
創
生
プ
ラ
ン
の
折
り
返
し
地
点

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
を
活
動

主
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
か
ら

分
析
し
、
中
間
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

中
間
見
直
し
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
理

念
を
反
映
し
、
プ
ラ
ン
の
新
た
な

推
進
体
制
を
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
４
つ
の
見
直
し
方
針
を
定

め
、
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
策
定
推

進
協
議
会
で
の
議
論
及
び
市
民
へ

の
意
見
募
集
を
行
い
現
行
プ
ラ
ン

の
軌
道
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

計画の	
概　要

都
市
化
の
進
展
で
広
瀬
川
の
環
境
が
悪
化

広
瀬
川
の
魅
力
を
見
直
す
機
運
の
高
ま
り

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1970

	

仙
台
開
府
四
百
年
記
念
事
業

2001.1

「
広
瀬
川
の
清
流
を
守
る
条
例
」策
定

1974.9

「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
」中
間
見
直
し

2010.3

広
瀬
川
に
対
す
る
市
民
意
識
調
査

2014.10

「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
」中
間
見
直
し

2021.3

「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
」改
定

2015.3

「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
」策
定

2005.3

「
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
策
定
推
進
協
議
会
」

設
立

2004

広瀬川創生プランの新たな推進体制

中間見直しの方針と趣旨

広瀬川創生プランの基本理念と新たな基本目標
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広
瀬
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

広
瀬
川
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

「鍵」
その1広

瀬
川
が
持
つ
魅
力
、
そ
し
て
広
瀬
川

に
関
す
る
水
文
化
や
水
遊
び
等
の
様
々
な

情
報
を
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら

に
は
広
瀬
川
流
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

市
民
活
動
の
情
報
交
換
の
場
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
２
０
０
３
年
に
広
瀬
川

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
仙
台
市
が
運

営
し
て
い
ま
す
。
広
瀬
川
の
知
識
を
深
め

る
た
め
の
専
門
的
な
情
報
、
広
瀬
川
の
魅

力
を
知
る
た
め
の
地
図
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
広
瀬
川
流
域
で
活
動
す
る
団
体
情

報
、
ま
た
広
瀬
川
に
関
わ
る
写
真
や
動
画

な
ど
が
豊
富
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
仙
台
市
が
運

営
す
る「
広
瀬
川
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」を
新

た
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
広
瀬
川
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
同
様
に
広
瀬
川
流
域
の

情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
、
幅
広
い
年
齢

層
に
利
用
さ
れ
て
い
る
身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

い
う
特
徴
を
活
か
し
て
、
広
瀬
川
の
魅
力

を
利
用
者
と
共
有
し
、
広
瀬
川
に
対
す
る

親
近
感
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る

よ
う「
＃
広
瀬
川
」な
ど
で
情
報
共
有
を
行

う
と
と
も
に
、
交
流
者
同
士
の
新
た
な
活

動
を
仙
台
市
が
支
援
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

「
広
瀬
川
自
然
体
験
学
習
」で

更
な
る
魅
力
を
発
信

「鍵」
その2コ

ロ
ナ
禍
以
前
は
大
型
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
５
月
の
大
型

連
休
に「
広
瀬
川
で
遊
ぼ
う
」を
、

夏
休
み
に
は「
作
並
か
っ
ぱ
祭

り
」を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
か
ら
は
少
人

数
で
も
楽
し
め
る
新
た
な
取

組
と
し
て
、「
広
瀬
川
自
然
体

験
学
習
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
然
体
験
学
習
は
小
学
生

と
保
護
者
を
対
象
に
、
プ
ロ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
も
と
、
川
の
生
き
物
探
し
や
、

川
で
の
安
全
な
歩
き
方
な
ど

を
学
び
な
が
ら
自
然
豊
か
な

広
瀬
川
を
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
広

瀬
川
の
更
な
る
魅
力
の
発
信
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

広瀬川ホームページ

広瀬川インスタグラム 広瀬川自然体験学習
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「
広
瀬
川
１
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

広
瀬
川
の
仲
間
を
結
集

「鍵」
その3

　

杜
の
都
・
仙
台
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

広
瀬
川
の
自
然
環
境
を
守
り
、
多
く
の

市
民
が
親
し
め
る
広
瀬
川
と
す
る
た
め
、

「
１
０
０
万
都
市
仙
台
の
１
％
・
１
万
人
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
市
民
・
企
業
・

行
政
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
を
つ

く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
春
と
秋
に
実
施
し
て
い

る
流
域
一
斉
清
掃
で
す
。
特
に
秋
に
は
、

１
９
７
４
年
に
策
定
さ
れ
た「
広
瀬
川
の

清
流
を
守
る
条
例
」に
ち
な
み
、
毎
年
９

月
の
最
終
土
曜
日
に
流
域
10
数
ヶ
所
で
一

斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
清
掃
活
動
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
市
民
に
広
瀬
川
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
清
掃
終
了
後
に
芋

煮
会
や
も
ち
つ
き
、
カ
ヌ
ー
試
乗
会
な
ど

の
参
加
者
の
相
互
交
流
や
、
地
域
の
こ
と

を
よ
り
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
エ
コ

ス
ク
ー
ル
な
ど
、
清
掃
以
外
の
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
広

瀬
川
に
関
心
を
持
つ
市
民
の
協
力
に
よ
り

２
０
０
２
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

携
帯
用
散
策
マ
ッ
プ

「
広
瀬
川
へ
行
こ
う
」で

広
瀬
川
に
誘
う

「鍵」
その4仙

台
市
河
川
課
広
瀬
川
創
生
室
で
は
、

広
瀬
川
流
域
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
６

つ
の
コ
ー
ス
の
散
策
マ
ッ
プ「
広
瀬
川
へ

行
こ
う
」を
制
作
し
配
布
し
て
い
ま
す
。

①
大
橋
～
三
居
沢
コ
ー
ス

②
愛
宕
神
社
～
郡
山
堰
コ
ー
ス

③	

広
瀬
橋
～
名
取
川
・
広
瀬
川
合
流
部

コ
ー
ス

④
仙
台
宮
城
I
C
～
上
流
端
コ
ー
ス

⑤
米
ヶ
袋
～
大
橋
コ
ー
ス

⑥
大
崎
八
幡
宮
～
陸
前
落
合
コ
ー
ス

散
策
マ
ッ
プ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
６

コ
ー
ス
の
マ
ッ
プ
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、

各
マ
ッ
プ
で
は
、
表
面
で
は
沿
川
の
見
ど

こ
ろ
や
景
勝
地
、
神
社
・
仏
閣
等
が
、
裏

面
で
は
地
図
上
に
散
策
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト

が
距
離
や
所
要
時
間
と
と
も
に
分
か
り
や

す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
散
策
マ
ッ
プ
は
、
仙
台
市

役
所
内
や
仙
台
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
等

で
配
布
さ
れ
、「
広
瀬
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
は
、
各
地
図
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
配
布

場
所
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。携帯用散策マップ「広瀬川へ行こう」

広瀬川流域での一斉清掃活動
※	2021年の一斉清掃は、新型コロナウイルス感染症の影響より春は
中止、秋は10月2日に実施されました。 案内チラシ
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広
瀬
川
で
遊
ん
で
学
ぶ

～「
カ
ワ
ラ
バ
ン
」に
よ
る

　

環
境
学
習
と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

注目1
広
瀬
川
流
域
で
の
環
境
学
習
や
体
験
活

動
で
は
、
地
域
活
動
団
体
で
あ
る「
カ
ワ

ラ
バ
ン
」が
２
０
１
１
年
よ
り
川
を
テ
ー

マ
と
し
た
出
前
講
座
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対

象
と
し
た
広
瀬
川
の
体
験
型
の
普
及
啓
発

に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

仙
台
市
や
小
学
校
、保
育
園
等
と
連
携

し
、「
川
で
遊
ぼ
う
」「
川
に
学
ぼ
う
」「
考
え

よ
う
地
域
の
水
害
防
災
」等
の
自
主
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、「
広
瀬
川
で
遊
ぼ
う
」等
の
地
域

行
事
で
の
協
働
を
通
じ
て
、地
域
の
自
然

に
触
れ
て
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、合
わ
せ
て

川
と
の
安
全
な
接
し
方
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。２
０
１
９
年
度
の
出
前
講

座
や
体
験
活
動
は
１
０
０
回
を
超
え
、参

加
者
数
は
延
べ
４
７
０
０
名
ほ
ど
で
し
た
。

広
瀬
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
流
域
の

活
動
主
体
が
相
互
交
流

注目2
こ
れ
ま
で
の
広
瀬
川
と
市
民
と
の
関
り

を
振
り
返
り
、
今
後
更
に
広
瀬
川
が
よ
り

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
る
た
め
の
川
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
広
瀬
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
仙

台
市
が
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
広
瀬
川
創
生
プ
ラ

ン
策
定
時
や
プ
ラ
ン
改
定
時
な
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
、
広
瀬
川
を
学
ぶ
基

調
講
演
や
広
瀬
川
流
域
で
の
活
動
の
話
題

提
供
、
ま
た
広
瀬
川
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
の
総
合
討
論
や
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、

広
瀬
川
流
域
で
の
活
動
主
体
が
相
互
に
交

流
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
瀬
川
創
生
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で

広
瀬
川
の
応
援
団
を
増
や
す

注目3
広
瀬
川
に
お
い
て
自
然
環
境
の
保
全
や

賑
わ
い
の
創
出
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
を
、「
広
瀬
川
魅
力
創
生
サ

ポ
ー
タ
ー
」と
し
て
仙
台
市
が
認
定
し
、

さ
ら
な
る
活
動
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
取
組
を
支
援
す
る
認
定
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

活
動
団
体
の
取
組
内
容
に
応
じ
て
、「
広

瀬
川
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
」、「
広
瀬
川

ゴ
ー
ル
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
２
つ
の
区
分

で
認
定
し
、
認
定
団
体
は
仙
台
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の「
広
瀬
川
魅
力
創
生
サ
ポ
ー

タ
ー
ペ
ー
ジ
」で
写
真
と
と
も
に
団
体
名

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

親子向け、学校向けの川遊びプログラム

広瀬川で遊ぼうでのEボートとカヌー体験リバーデイキャンプ

広瀬川フォーラムの案内チラシ

広瀬川創生サポーター制度の案内チラシ
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活動の 
効　果

広
瀬
川
の
イ
メ
ー
ジ
と

思
い
が
増
加

2
0
1
4（
H 

26
）年
と
2
0
0
1（
H 

13
）

年
に
実
施
し
た
、
仙
台
市
民
と
広
瀬
川
の

関
わ
り
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
比
較
に
よ
る
と
、
広
瀬
川
の

イ
メ
ー
ジ
に
関
わ
る
質
問
項
目
及
び
広
瀬

川
に
対
す
る
考
え
に
関
わ
る
質
問
項
目
に

つ
い
て
、
約
８
割
の
項
目
で
２
０
１
４
年

の
方
が
ス
コ
ア
が
高
い
結
果
と
な
り
、
広

瀬
川
に
対
す
る
市
民
の
イ
メ
ー
ジ
や
思
い

が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

広瀬川の魅力を伝え広げていく
ポイントは？

先ずは、自分自身が広瀬川を知るために、た
くさん足を運ぶこと、そして、川や自然は日々
変化しているので、定点観測をすることも必要
だと感じています。そういう土台があって、各
団体や広瀬川に興味や関心がある人との繋がり
や信頼関係を築くことが、魅力を伝え拡げてい
くポイントだと思います。

今後に向けて
多くの活動団体が会員の高齢化や人員不

足などの課題を抱えています。それぞれの
活動団体の特長を活かしながら、団体同士
が連携し、互いに支え合うことが必要です。
本市は各団体の活動情報などを発信すると
ともに、活動団体の連携をサポートするな
ど、より多くの市民参加につながる活動と
なるよう支援していきます。

H13年度のアンケート調査時とのスコア比較 （H26スコア ー H13スコア）
0.45

0.30

0.15

0.00

-0.15

-0.30

-0.45
水
が
き
れ
い

大
き
な
川

市
民
生
活
に

密
着
し
た
川

に
ぎ
や
か

流
水
量
が
豊
か

景
観
が
美
し
い

身
近
に
あ
る

変
化
に
富
ん
だ

多
様
な
川

好
き

近
づ
き
や
す
い

遊
ぶ
の
に
安
全

宮
城
県
で
有
名

東
北
地
方
で

有
名

全
国
的
に
有
名

自
然
の
ま
ま
に

近
い

穏
や
か
な

自
然
の
中
の
川

H13年度調査と比較してスコアが上昇

H13年度調査と比較してスコアが低下

0.400

0.200

0.000

-0.200

-0.400
仙台市民は
「広瀬川」を
大事にしている

仙台市民の多くは
「広瀬川」に愛着を
持っている

「広瀬川」の保全・
活用に関する市民
活動が活発である

「広瀬川」は仙台市の
シンボル（象徴）である

「広瀬川」のような
自然豊かな川を持つ
大都市は少ない

H13年度調査と比較してスコアが低下

H13年度調査と比較してスコアが上昇

仙台市建設局
百年の杜推進部河川課

広瀬川創生室
稲垣 憲明さん

メッセージ

取組を伝え広げていく
ポイントは？

「地域の川を学習したい」「川での体験活動を
したい」という小学校や保育園のニーズは確実に
増えてきています。しかし、予算がない場合がほ
とんどで、地域に活動を支援できるNPOがあっ
てもマッチングがされていません。仙台市では環
境局が主となり両者を結ぶ支援制度を運営して
おり、学校側は金銭的な負担がなく実施すること
ができます。NPOには市から経費が支払われる
ため、組織の基盤強化にもつながっています。

今後に向けて
子どもの学びや体験をサポートする事業

は、探してみると結構あるのですが、運営
する側の意向が強すぎて使いにくいものが
多いのが現状です。川での体験活動は人を
育む大事なプロセスです。将来、流域の保
全を担う人材の育成に何が必要かを真剣に
考え、慣例にとらわれない仕事をする大人
が今必要とされています。もちろんNPOも
公に頼らずに事業を遂行するための努力を
惜しんではいけません。（自戒を込めて）

カワラバン

菅原 正徳さん

メッセージ

2014（H26）年と2001（H13）年のアンケート調査のスコア比較（2014年スコアー 2001年スコア）
広瀬川のイメージ

※「スコア」は、『そう思う（+2）、どちらかと言えばそう思う(+1)、どちらともいえない(0)、どちらかと
言えばそうは思わない(-1)、そうは思わない(-2)』の回答結果に基づき算定された値で、グラフの
縦軸は、2014年のスコアから2001年のスコアを除した値。

2014（H26）年と2001（H13）年のスコア比較結果
（2014年スコア－2001年スコア）

広瀬川に対する考え
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06
case

豊田市（愛知県）

地域が支える流域の水循環
水環境改善の取組を共働・連携により市内全域に拡大

「住民と行政との共働で取り組む逢妻女川でのクリーン活動」の様子

豊
田
市
は
、
市
内
の
水
環
境
を
改
善
し
、
次
世

代
へ
良
好
な
水
環
境
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、「
地

域
の
水
環
境
へ
の
取
組
が
大
き
な
流
域
の
水
循

環
を
支
え
る
」と
い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
考

え
を
基
本
と
す
る「
水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン
」を

２
０
０
９
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
水
循
環
・
水
環

境
に
関
わ
る
４
つ
の
視
点（
水
質
、
水
量
、
生
態
系
、

水
辺
）か
ら
、
豊
田
市
の
水
に
関
わ
る
現
状
や
課

題
を
住
民
と
共
有
認
識
し
、
身
近
な
水
環
境
を
良

く
す
る
た
め
の
施
策
や
取
組
を
共
働
に
よ
り
推
進

し
て
い
ま
す
。

水
環
境
の
改
善
に
向
け
た
住
民
の
意
識
を
高
め

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
冊
子
等
の
広
報
媒
体

を
活
用
し
た
普
及
啓
発
、
森
林
や
川
の
現
場
で
の

実
体
験
を
通
じ
た
啓
発
と
人
材
育
成
、
ま
た
目
に

見
え
な
い
下
水
道
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
や
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
な
ど

の
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 水環境
【主　体】	 豊田市
【連絡先】	 豊田市上下水道局企画課

愛知県

岐阜県

静岡県

Profile

豊田市豊田市

【普及啓発・広報編】



59 豊田市（愛知県）

■ 普及啓発・広報編

水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン

～
地
域
が
支
え
る

流
域
の
水
循
環
～

“
地
域
の
力
”で
流
域
を
変
え
て
い
く

豊
田
市
は
愛
知
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

２
０
０
５
年
４
月
の
近
隣
町
村
と
の
合
併

を
機
に
、
矢
作
川
の
上
流
域
も
市
域
と
な

り
、
市
の
大
部
分
が
１
級
河
川
矢
作
川
流

域
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
田
市
は
、「
地
域
の
水
環
境
へ
の
取

組
が
大
き
な
流
域
の
水
環
境
を
支
え
る
」

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、
次
世

代
へ
良
好
な
水
環
境
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、

「
水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン
」を
２
０
０
９
年

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
人
が
ふ
れ
あ
い	

生

き
物
を
は
ぐ
く
む	

豊
か
で
清
ら
か
な
水

辺
の
継
承
」を
目
的
と
し
、
水
循
環
・
水

環
境
に
関
わ
る
４
つ
の
視
点（
き
れ
い
な

水
、
豊
か
な
水
、
多
様
な
生
態
系
、
ふ
れ

あ
え
る
水
辺
）か
ら
、
現
状
や
課
題
を
整

理
し
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
施
策
メ

ニ
ュ
ー
や
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
の
担
い
手
と

な
る
行
政
、
住
民
、
事
業
者
の
果
た
す
役

割
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

水
循
環
や
水
環
境
の
改
善
に
向
け
た
活

動
は
、
豊
田
市
内
の
中
小
河
川
流
域
や
自

治
区
と
い
っ
た
生
活
に
密
着
し
た
ス
ケ
ー

ル
か
ら
始
め
、
共
働
・
連
携
に
よ
り
全
市

域
、
矢
作
川
流
域
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
豊
田
市
環
境
基
本
条
例
」制
定

1996.9

「
豊
田
市
矢
作
川
環
境
整
備
計
画
」策
定

1995.3

「
水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定

2009.3

「
流
域
水
循
環
計
画
」認
定

2017.4

	

近
隣
市
町
村
と
の
合
併

2005.4

「
豊
田
市
矢
作
川
河
川
環
境
活
性
化

	

プ
ラ
ン
」策
定

2016.6

水環境共働ビジョンにおける水環境・水循環課題と施策メニュー

水環境共働ビジョン
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「
水
道
水
源
保
全
基
金
」を

活
用
し
た
水
源
林
や
森
の

か
ん
養
機
能
を
Ｐ
Ｒ

「鍵」
その1水

道
料
金
を
原
資
と
す
る
全
国
初
の
基

金
と
し
て
、
１
９
９
４
年
４
月
に「
豊
田

市
水
道
水
源
保
全
基
金
」を
創
設
し
ま
し

た
。
水
道
使
用
量
１
ト
ン
当
り
１
円
相
当

額
を
積
立
て
、
水
源
と
な
る
森
林
保
全
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
用
と
し
て
は
、
荒
れ
た
人
工
林

の
水
源
か
ん
養
機
能
を
高
め
る
た
め
に
間

伐
を
行
う
ほ
か
、
水
道
水
源
地
域
の
重
要

性
を
伝
え
る
た
め
に「
水
源
の
森
」を
整
備

し
、間
伐
効
果
の

Ｐ
Ｒ
や
豊
か
な

自
然
を
楽
し
め

る
散
策
道
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
教
材
・

冊
子
等
で
幅
広
い
層
に

水
へ
の
関
心
を
喚
起

「鍵」
その2流

域
の
健
全
な
水
循
環
の
構
築
に
向
け

て
は
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
に

対
す
る
住
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、水
道
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ぴ
っ

ち
ゃ
ん
」、
下
水
道
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ミ

カ
ホ
ち
ゃ
ん
」の
案
内
に
よ
る
冊
子
や
チ

ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
を

通
じ
て
、
水
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
下

水
道
接
続
や
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り

替
え
に
つ
い
て
も
ミ
カ
ホ
ち
ゃ
ん
が
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

「水道水源保全基金」の仕組と森の水源かん養機能の紹介 「水源の森」学習ひろば

水源の森散策パンフレット ミカホちゃんによる下水道サポーター認定証書 下水道出前講座の教材

上下水道キャラクターによる普及啓発
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住
民
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
」

「鍵」
その3

　

「
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
事
業
」は
、
環

境
が
悪
化
し
人
々
が
近
づ
か
な
く
な
っ
た

市
内
の
小
川
を
、
地
域
住
民
に
よ
る
多
自

然
川
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
地
域
に
愛
さ
れ

る「
ふ
る
さ
と
の
川
」に
し
て
い
く
豊
田

市
の
事
業
で
す
。
土
砂
が
溜
ま
り
に
く
く
、

生
き
も
の
が
す
み
や
す
く
、
親
子
が
遊
び

や
す
い
小
川
と
し
て
再
生
・
維
持
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

岩
本
川
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

２
０
１
５
年
か
ら
こ
の
事
業
に
よ
る
取
組
が

進
ん
で
い
ま
す
。
豊
田
市
矢
作
川
研
究
所
が

行
政
の
立
場
で
取
組
の
サ
ポ
ー
ト
、
実
施
内

容
の
記
録
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
る
住

民
意
識
変
化
の
分
析
な
ど
を
担
い
な
が
ら
、

住
民
懇
談
会
を
通
じ
て
地
域
住
民
が
描
く

川
の
未
来
の
姿
を
共
有
し
、
川
づ
く
り
の
体

験
会
の
開
催
、
地
域
住
民
が
主
役
の
活
動

団
体「
岩
本
川
創
遊
会
」の
設
立
、
そ
し
て

こ
の
団
体
に
よ
る
毎
月
の
草
刈
り
、
ご
み
拾

い
、
川
づ
く
り
作
業
、
川
遊
び
体
験
会
等
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
元
小
学
校
の

授
業
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど

も
達
も
活
動
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
の
事
業
を
豊
田
市
内
の
他

地
域
へ
と
展
開
し
て
い
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
経
験
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

川遊び体験「岩本川探検隊」の様子岩本川における実施体制

豊田市が住民と共働で取り組む岩本川での「ふるさとの川づくり」
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ミ
ラ
イ
を
担
う
若
者
へ
の
意
識

啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目1
地
元
の
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
の
４

年
生
を
対
象
に
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
上

下
水
道
に
関
し
、
上
下
水
道
局
職
員
が
講

師
と
な
り
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
義

内
容
は
、
上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
歴
史
、

計
画
、
工
事
、
経
営
等
、
幅
広
い
テ
ー
マ

を
取
扱
い
、
期
間
と
し
て
は
約
半
年
間
に

も
及
び
ま
す
。

講
義
を
通
じ
た
上
下
水
道
事
業
の
普
及

啓
発
へ
の
参
加
は
、
特
に
上
下
水
道
局
の

若
手
職
員
に
と
っ
て
は
業
務
に
対
す
る
意

識
向
上
に
貢
献
し
、
若
手
職
員
同
士
の
勉

強
会
が
発
足
す
る
な
ど
波
及
効
果
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
小
学
４
年
生
を
対
象
と

し
、
水
循
環
の
大
切
さ
を
伝
え
る「
下
水

道
出
前
講
座
」の
実
施
や
小
学
生
と
そ
の

親
を
対
象
と
し
た
水
循
環
を
体
感
す
る
取

組「
上
下
水
道
親
子
探
検
隊
」を
夏
休
み
期

間
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
防
除

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目2
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
は
、
北
ア
メ
リ

カ
原
産
の
外
来
種
で
、ペ
ッ
ト
と
し
て
持
ち

込
ま
れ
た
個
体
が
捨
て
ら
れ
、
野
外
で
増
え

て
お
り
、
水
生
植
物
・
農
作
物
の
食
害
な

ど
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
田
市
は
、
２
０
１
６
年
よ
り
環
境
省

が
推
進
し
て
い
る「
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
対
策
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
画
し
、
逢
妻
女
川

と
逢
妻
男
川
の
市
域
区
間
を
対
象
に
、
住

民
と
企
業
・
大
学
・
行
政
が
連
携
し
て
ア

カ
ミ
ミ
ガ
メ
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
を「
地

域
の
み
ん
な
で
身
近
な
自
然
を
育
む
た
め

に
～
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
防
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
外
来
種
対
策
の
必

要
性
、
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
方
法
や
作

業
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
、
カ
メ
の
見
分
け

方
、
地
域
で
の
取
組
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、

地
域
住
民
に
対
し
外
来
種
防
除
の
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
式

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
で

ワ
ク
ワ
ク
す
る
下
水
道
を
演
出

注目3
下
水
道
の
見
え
る
化
と
、
歩
い
て
楽

し
い
歩
行
空
間
演
出
を
目
的
に
、
名
鉄

豊
田
市
駅
か
ら
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
の
間
に

「
プ
レ
ー
ト
式
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
」を

22
箇
所
設
置
し
、
地
域
住
民
や
豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
を
訪
れ
た
市
内
外
の
方
々
に

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
が

簡
単
に
交
換
で

き
る
と
い
う
特

徴
を
活
か
し
、

季
節
や
イ
ベ
ン

ト
に
合
わ
せ
て

不
定
期
に
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
、「
ワ
ク

ワ
ク
す
る
楽
し
い
下
水
道
」を
住
民
に
伝

え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
備
蓄
用
飲
料
水

「
と
よ
た
水
物
語
」

注目4
豊
田
市
上
下
水
道
局
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
水「
と
よ
た
水
物
語
」を
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ボ
ト
ル
水
は
、
市
内
浄
水
場

で
採
取
し
た
水
道
水
を
活
性
炭
フ
ィ
ル

タ
ー
で
ろ
過
し
、
加
熱
処
理
を
し
た
上
で

密
閉
し
て
い
る
た
め
、
常
温
で
長
期
保
存

が
可
能
で
す
。

豊
田
市
で
は
、
飲
料
水
の
備
蓄
と
し
て

「
一
人
３
リ
ッ
ト
ル
を
３
日
分（
９
リ
ッ
ト

ル
）以
上
」を
住
民
に
呼
び
か
け
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
、
ま
た
上
下
水
道
施
設

の
施
設
見
学
会
等
で
の
配
布
を
通
じ
て
、

水
道
水
の
お
い
し
さ
と
防
災
の
両
面
か
ら

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

豊田市上下水道局職員による授業
（上：講義風景　下：上水道施設見学）

アカミミガメ防除マニュアル

プレート型マンホール

災害備蓄用ペットボトル水『とよた水物語』
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備
蓄
用

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

「
と
よ
た
水
物
語
」が

大
好
評

大
規
模
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
り
上
水
道
施
設
へ
の
被
害
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
万
が
一
の
断
水
に
備
え
、
豊

田
市
上
下
水
道
局
で
は
、
２
０
１
３
年
度

か
ら
５
年
間
保
存
可
能
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水「
と
よ
た
水
物
語
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
販
売
開
始
当
初
は
売
り
上
げ
が
伸

び
ず
、
市
民
の
備
蓄
率
が
な
か
な
か
向
上

し
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
１
６
年
度
に
備
蓄
率
向

上
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
Ｐ
Ｒ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
前
年
比
６
０
０
％
の
売
上
増
加
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活動の	
効　果

ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
の
効
果

地
域
住
民
に
よ
る
川
づ
く
り
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
人
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
岩
本

川
は
遊
び
や
す
い
川
と
な
り
、
近
く
の
小

学
校
の
授
業
で
も
川
が
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
岩
本
川
で
の
授
業
を
本

格
的
に
始
め
た
年
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
子
ど
も
が
授
業
を
受
け
た
後
に
、

親
子
で
岩
本
川
に
遊
び
に
行
っ
た
家
庭
が

１
割
超
お
り
、
岩
本
川
で
の
授
業
が
身
近

な
自
然
体
験
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
年
の
学
芸
会
で
は
授
業

を
受
け
た
２
年
生
が
、
地
域
の
伝
承
と
岩

本
川
で
の
川
づ
く
り
を
題
材
に
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
劇
を
創
作
・
披
露
す
る
な
ど
、

ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
事
業
に
よ
っ
て
地

域
愛
着
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

取組を伝え広げていく
ポイントは？
水環境の取組は、市民と地域の環境や将来を

楽しく考え、地域が抱える課題をともに解決し、
市民とふれあい、地域の水環境を共有すること
が大切です。水環境に関する市民活動を発信す
ることで、新たな地域での活動に拡がっていく
と考えています。

今後に向けて
今後は、国土交通省が提唱している「下

水道の市民科学」という新たな視点を取り
入れ、地域住民と連携し、新たな下水道の
価値を発見できるよう下水道の普及啓発を
進めていきたいです。

「とよた水物語」販売数の変化

豊田市上下水道局企画課
久保 剛さん

メッセージ

取組を伝え広げていく
ポイントは？
川や生き物そして人に関係する事象はひとり

ひとりの経験や知識により考え方が異なる場合
もあります。しかし、川に関する取組は様々な
人々と力を合わせて進めていくため、みんなで
納得することが重要です。そのため、きちんと記
録をとり、科学的なデータを共有していくこと
が鍵となると考えています。こうして積み上げ
た根拠は、さらに新たな取組へとつながってい
くと考えています。

今後に向けて
川と人の関わりにおけるミライのフツー

は昔の姿への回帰ではないかと思ってい
ます。暮らしの中で川や水を使うからこそ、
尊敬や愛着の気持ちを持って、手入れが
行われていたのでしょう。ですから、川で遊
んだり自然を再生したりと、分かりやすく川
と触れ合うことを通して、身近な小川が再
び地域に愛され育まれる“ふるさとの川”へ
となるように支援を続けていきたいです。

豊田市矢作川研究所
※現所属　豊田市環境政策課

山本 大輔さん

メッセージ

ペットボトル販売数
（1箱あたり12ℓ）

（箱）

773

4,803600％増加

平成27年度 平成28年度

6000

4000

2000

0

岩本川近隣小学校の2年生の保護者48人の回答より

事業対象
地域外に居住

事業対象地域に
居住（百々町、扶桑町）

100％

75％

50％

25％

0％

岩本川で子どもと遊んでいるか？

授業の前から
遊んでいる

授業の後から
遊んでいる

遊んだことが
ない

11％

89％

60％

15％

25％

保護者アンケート

岩本川近隣小学校の保護者アンケート結果
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07
case

京都市（京都府）

プロジェクトチームで”見えない水”をPR
有志若手職員のチーム力による広報大作戦

下水道事業PRプロジェクト2021年度チームメンバー

　

京
都
市
は
、
京
都
の
水
問
題
解
決
に
向
け
て
継

続
的
な
取
組
を
進
め
る
た
め
に「
京
都
市
水
共
生

プ
ラ
ン
」を
２
０
０
４
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
水
共
生
プ
ラ
ン
で
は
、「
水
と
共
に
生
き
る
」

と
い
う
水
共
生
の
理
念
の
も
と
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

事
業
者
、
行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

互
い
に
連
携
し
て
健
全
な
水
循
環
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
の
推
進
に
際
し
て
は
、
上
下
水
道

事
業
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

京
都
市
上
下
水
道
局
に
お
い
て
は
、
市
民
生
活
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
上
下
水
道
の
重
要
性

及
び
有
用
性
を
市
民
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く
周

知
し
、
上
下
水
道
事
業
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
る
広
報
活
動
を
、
有
志
の
若
手
職
員
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
牽
引
し
て
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 水環境
【主　体】	 京都市上下水道局
【連絡先】	 京都市上下水道局

京都府

大阪府

兵庫県

滋賀県

Profile

京都市京都市

【普及啓発・広報編】
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京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン

～
私
た
ち
の
手
で
み
ず

み
ず
し
い
都
市
と
く
ら

し
の
再
生
を
！
～

第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
に

京
都
市
は
、
水
に
関
わ
り
の
あ
る
行
事

や
神
社
・
仏
閣
、
友
禅
染
、
京
料
理
な
ど

の
伝
統
産
業
や
食
文
化
等
、
水
と
密
接
に

結
び
つ
き
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
京
都
の
近
代
化
の
中
で
都
市
化

が
さ
ら
に
進
行
し
、
市
街
地
の
拡
大
に
伴

い
、
水
と
の
関
わ
り
も
変
化
し
て
治
水
問

題
、
水
質
問
題
、
水
循
環
系
の
変
化
、
水

に
対
す
る
意
識
の
変
化
、
水
資
源
の
確
保

と
雨
水
利
用
と
い
っ
た
様
々
な
水
問
題
が

課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
京
都
が
水
の

ま
ち
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
京
都

の
人
々
と
水
と
の
細
や
か
な
関
わ
り
を
取

り
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
京
都
市
で
は
、
２
０
０
３
年
３

月
に
京
都
を
中
心
と
し
た
琵
琶
湖
・
淀
川
流

域
で
開
催
さ
れ
た「
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
」の
成
果
を
踏
ま
え
、
都
市
型
水
害
の

軽
減
や
自
然
な
水
循
環
の
回
復
な
ど
の
水

問
題
解
決
に
向
け
て
継
続
的
な
取
組
を
進

め
る
た
め
、
２
０
０
４
年
３
月
に「
私
た
ち

の
手
で
み
ず
み
ず
し
い
都
市
と
く
ら
し
の

再
生
を
！
」を
基
本
理
念
と
し
た「
京
都
市
水

共
生
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
水
共
生
プ
ラ
ン
は
、
今
後
の
京
都

の
あ
る
べ
き
姿
を
市
政
の
主
役
で
あ
る
市

民
の
視
点
か
ら
描
く「
京
都
市
基
本
構
想
」

に
基
づ
く
水
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
つ
の
基
本
方
針
と
行
動
計
画
で
推
進

京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
は
、「
流
域
全

体
を
見
据
え
た
治
水
対
策
」「
良
好
な
水

環
境
の
実
現
」「
健
全
な
水
循
環
系
の
回

復
」「
ゆ
た
か
な
水
文
化
の
創
造
」「
雨
水

の
利
用
」の
５
つ
の
基
本
方
針
を
柱
と
し

て
い
ま
す
。

水
に
関
す
る
問
題
は
行
政
だ
け
で
は
解

決
で
き
ず
、
市
民
一
人
一
人
の
水
に
対
す

る
思
い
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
基
本
認
識

に
立
ち
、
京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
で
具
体

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
事
柄
に
つ
い

て「
京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
行
動
計
画（
指

針
）」を
毎
年
策
定
し
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
が
深
刻
化

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1970

「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

始
動

2011

「
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

2003.3

「
京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
」策
定

2004.3

下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

2012

「
京
都
市
下
水
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

「
京
都
市
水
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」策
定

2001

「
下
水
道
事
業
開
始
８
０
周
年
記
念
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」設
立

2009.9

京都市水共生プランの全体構想 京都市水共生プラン（左）と行動計画（右）
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「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を

結
成
し
広
報
を
牽
引

「鍵」
その1京

都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
中

で
、
下
水
道
事
業
は
、
水
害
の
軽
減
や
水

循
環
の
健
全
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
下
水
道
は
人
の
目

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
目
立
た
な
い

存
在
で
あ
る
た
め
、
市
民
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
要
性
及
び
有
用
性

を
分
か
り
や
す
く
周
知
し
、
下
水
道
事
業

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

京
都
市
は
、
２
０
１
０
年
に
下
水
道
事

業
80
周
年
を
迎
え
る
の
を
契
機
に
、
そ
の

前
年
に「
下
水
道
事
業
開
始
80
周
年
記
念

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
様
々

な
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
80
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
広

報
活
動
の
経
験
を
今
後
も
生
か
し
て
い

き
た
い
と
の
職
員
の
声
を
受
け
る
形
で
、

２
０
１
１
年
に「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」に
名
称
を
改
め
、
現

在
も
職
員
自
ら
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
手
作

り
感
溢
れ
る
下
水
道
事
業
の
広
報
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
有
志
で
募
っ
た
若
手
職
員

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

毎
年
募
集
が
行
わ
れ
、「
市
民
に
下
水
道

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
頂
く
」と
い

う
目
的
に
賛
同
し
た
有
志
の
職
員
で
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
２
０
２
１
年
度
は
、
京
都
市
上

下
水
道
局
の
下
水
道
部
・
技
術
監
理
室
か

ら
計
15
名
、
平
均
年
齢
27
歳
の
若
手
職
員

で
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
メ
ン
バ
ー
の
発
案
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
内
容

は
、
そ
の
年
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

全
体
会
議
で
話
し
合
っ
て
決
め
ら
れ
ま

す
。
チ
ー
ム
の
結
成
当
初
か
ら
継
続
し
て

取
り
組
ま
れ
、市
民
の
反
響
も
大
き
い「
施

設
見
学
会
」や「
下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

制
作
」の
ほ
か
、
年
度
に
よ
っ
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
他
都
市
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
子
ど
も
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
、

啓
発
グ
ッ
ズ
の
企
画
制
作
、
打
ち
水
ア
ー

ト
動
画
の
制
作
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

活
動
内
容
を
決
定
後
、
チ
ー
ム
内
の
小

委
員
会
で
企
画
立
案
や
様
々
な
広
報
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

「下水道の日」街頭キャンペーンの企画運営

2018年度の活動経過

プロジェクトチーム全体会議の様子

京都市ウェブサイトでPRチーム紹介

子ども向けの参加型イベント開催

活動内容 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

メンバー招集

施設見学会

下水道PRポスター

HP・他都市コラボ

子ども向けPR

鳥羽一般公開

準備

デザイン検討

ホームページ更新、動画掲載ページ作成

紙芝居、参加型イベント検討

他都市交流

制作

制作

ブース出展準備

次年度引継資料作成

7/31施設見学会

1/16～掲示

2/15実演

4/27・28出展



67 京都市（京都府）

■ 普及啓発・広報編

上
下
水
道
施
設
の
見
学
会
で

水
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

「鍵」
その2

　

京
都
市
上
下
水
道
局
で
は
、
浄
水
場
や

水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
等
の
一
般
公
開
や

施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
楽
し
く
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、

市
民
に
上
下
水
道
事
業
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
取
組
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
局
若
手
技
術
職
員
は
、
こ
れ

ら
の
取
組
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
と
捉

え
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
例
年
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
開
催
し
て
い
る
鳥
羽
水
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
の
一
般
公
開
に
お
い
て
、

「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
１
９
年
度
に
は
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
が
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
施
設
を
案

内
す
る
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
や
水
処
理

の
過
程
を
学
ん
で
も
ら
う
ク
イ
ズ
な
ど
を

企
画
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏
休
み
期
間

中
に
開
催
し
て
い
る
水
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
の
施
設
見
学
会
で
も
、「
下
水
道
事

業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」は
当
日

の
案
内
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
蹴
上
浄
水
場
の
一
般

公
開
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム「
Ｍ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｋ
Ｏ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」が
、
謎
解

き
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
上

水
道
周
辺
を
散
策
す
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
下
水
道

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
制
作

「鍵」
その3下

水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
長
年
取
り
組
む
活
動
の
ひ
と
つ
に
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
が
あ
り
ま
す
。
チ
ー

ム
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
毎
年
制

作
し
、
京
都
市
上
下
水
道
局
の
各
営
業
所

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
京
都
市
内
の
広
報

板
、
京
都
市
営
地
下
鉄
全
駅
、
市
内
の
学

校
、
市
役
所
や
区
役
所
・
支
所
、
ま
た
図

書
館
等
で
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
京
都
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
自
由
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

例
え
ば
２
０
２
０
年
度
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
は
、
総
延
長
が
約
４
２
０
０
ｋ
ｍ
あ

る
京
都
市
の
下
水
道
管
の
異
変
を
ア
ブ

ラ
ー
（
油
）や
キ
ノ
ネ
ー
（
木
根
）な
ど
悪
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
風
に
、
下
水
道
管
内
の
異

変
を
見
つ
け
出
す
当
局
職
員
を
探
偵
風
に

表
現
し
、
ア
ニ
メ
風
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

京
都
市
の
職
員
が
、
目
に
見
え
な
い
下

水
道
管
の
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

蹴上浄水場の一般公開

2020年度の下水道PRポスター

これまで制作した下水道PRポスターの一例

鳥羽水環境保全センターの一般公開

平成27年度ポスター

平成26年度ポスター

平成29年度ポスター

平成28年度ポスター

令和元年度ポスター

平成30年度ポスター
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啓
発
グ
ッ
ズ
で
下
水
道
を

よ
り
身
近
な
存
在
に

注目1
下
水
道
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
制

作
し
た
下
水
道
グ
ッ
ズ
を
、
イ
ベ
ン
ト
等

で
積
極
的
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
微
生
物
カ
ー
ド
は
、
下
水
処
理

で
活
躍
す
る
微
生
物
を
モ
デ
ル
に
デ
フ
ォ

ル
メ
し
、
裏
面
で
は
微
生
物
の
顕
微
鏡
画

像
や
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
循
環
を
ロ
ー
ル
部
分
で
表
現
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
マ

ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
施
設
見
学
時
に
参

加
者
が
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
学
べ
る
よ
う

に
と
工
夫
し
た
施
設
見
学
ノ
ー
ト
な
ど
を

こ
れ
ま
で
制
作
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

災
害
用
備
蓄
飲
料
水

「
京
の
か
が
や
き 

疏
水
物
語
」

注目2
２
０
０
３
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第

３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
、

災
害
時
に
備
え
た
飲
料
水
の
備
蓄
啓
発
を

目
的
と
し
て
、
２
０
０
３
年
に
、「
京
の
水

道　

疏
水
物
語
」の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
３
月
、
名
称
を「
京
の
か
が

や
き　

疏
水
物
語
」に
変
更
し
、
保
存
期
限

は
５
年
間
か
ら
10
年
間
に
延
長
し
ま
し
た
。

飲
料
水
の
備
蓄
啓
発
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
け
る「
疏
水
物
語
」を
用
い

た
飲
料
水
の
備
蓄
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
お
い
て「
疏
水
物
語
」に
関
す
る
記
事

を
掲
載
す
る
な
ど
、
飲
料
水
の
備
蓄
啓
発

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
水
に
関
す
る
意
識
調
査
」を

事
業
運
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

注目3
京
都
市
上
下
水
道
局
で
は
、
２
０
０
５

年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
計
７
回
、

市
内
に
在
住
す
る
住
民
を
対
象
に「
水
に

関
す
る
意
識
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
市
民
と
行
政
が
水
環
境

の
改
善
に
向
け
て
共
通
理
解
を
深
め
て
い

く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
・
施

策
が
必
要
か
把
握
し
、
市
民
か
ら
水
に
関

す
る
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
く
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
を
分
析
し
、
市
民
の
水
の
利

用
状
況
や
節
水
へ
の
取
組
等
の
水
に
対
す

る
意
識
と
行
動
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
分
析
結
果
は
、
節
水
型
社

会
の
中
で
公
営
企
業
と
し
て
経
済
性
を
発

揮
し
つ
つ
、
市
民
の
期
待
に
応
え
続
け
て

い
く
た
め
の
必
要
な
情
報
と
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
事
業
運
営
を
検
討
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
回
答
率
の
ア
ッ
プ
に
向
け
て
は
、

回
答
者
の
う
ち
抽
選
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ

ボ
ト
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
少
し

で
も
多
く
の
市
民
に
ご
回
答
頂
け
る
よ
う

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

微生物カード

オリジナルトイレットペーパー

クッションストラップ 施設見学ノート

イベントでの疏水物語の配布

疏水物語
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広
報
の
効
果
は
改
善
傾
向
、

災
害
時
の
備
蓄
状
況
及
び

上
下
水
道
の
満
足
度
は

高
い
水
準
を
維
持

２
０
２
０
年
度「
水
に
関
す
る
意
識
調

査
」の
調
査
結
果
か
ら
、
市
内
の
家
庭
に

お
け
る
災
害
に
備
え
た
飲
料
水
の
備
蓄
状

況
は
６
割
を
超
え
る
数
値
を
維
持
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

広
報
活
動
の
認
知
度（
イ
ベ
ン
ト
・

ポ
ス
タ
ー
等
を
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
）は
、「
よ
く
見
か
け
る
」「
時
々
見
か

け
る
」の
割
合
が
前
年
よ
り
増
加
し
て
お

り
、
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
全
般

あなたのご家庭では、飲料水の備蓄をしていますか。

平成25年度
（N=2074）

平成27年度
（N=2123）
平成30年度
（N=2030）

令和元年度
（N=2198）

令和2年度
（N=2234）

備蓄している 備蓄していない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

49.0

48.5

62.0

62.4

61.9

51.0

51.5

38.0

37.6

38.1

活動の	
効　果

の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、「
や
や
満
足
」の

割
合
が
約
半
数
で
最
も
高
く
、「
満
足
」の

割
合（
約
32
％
）を
加
え
た
約
８
割
が
肯
定

的
な
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

京都市の水道・下水道全般について、どの程度満足していますか。

平成22年度
（N=2043）

平成25年度
（N=2068）

平成27年度
（N=2133）

令和元年度
（N=2199）

平成30年度
（N=2015）

令和2年度
（N=2224）

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

41.0 37.3 3.4 1.117.1

47.4

44.0

49.6

48.1

46.0

27.7

32.3

20.0

18.2

19.8

2.7

2.0

1.3

1.5

1.8

0.4

0.7

0.1

0.5

0.4

21.7

21.1

28.9

31.6

31.9

平成25年度
（N=2033）

平成27年度
（N=2138）
平成30年度
（N=2023）

令和元年度
（N=2191）

令和2年度
（N=2263）

よく見かける 時々見かける あまり見かけない 見かけたことがない わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.0 27.0

29.8

33.8

26.3

27.6

38.0

27.9

28.4

40.8

37.9

21.1

27.0

21.2

20.1

19.8

11.9

12.3

12.8

9.2

9.8

2.9

3.9

3.6

5.0

水道・下水道に関するポスター等について、どのくらい見かけることがありますか。

取組を伝え広げていくポイントは？
メンバーの経験年数等に関係なく全員からアイデ

アを吸い上げられるよう、取組内容を決めるディス
カッションにおいては様々な工夫をしています。過去
には全員でのゲーム形式や、グループ単位での役割分
担を変更しながら議論を進めることなどを行いまし
た。また、毎年１つの新規の取組を行うことも目標と
しており、下水道への注目度をより高められるよう努
めています。

今後に向けて
市民の目に触れる機会が少なく目立たない存在で

ある下水道について理解と関心を深めていただくこ
とを継続目的として、今後も様々な活動を企画して
いきたいと考えています。活動内容の部分では、毎年
の取組となっている施設見学などはさらに改良しつ
つ、若手目線の柔軟な発想を生かした新しい企画にも
次々と挑戦し、活気あふれるチームとして活動してい
きたいと思います。

下水道事業PRプロジェクト2021年度チームメンバー

京都市上下水道局
下水道事業PR

プロジェクトチーム

メッセージ
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08
case
（兵庫県）【普及啓発・広報編】

水、さと、まちの共生
水を知り、水を活かし、水に備える

小学生の疏水学習（老ノ口分水所（おいのくちぶんすいじょ））

兵
庫
県
は
、
県
土
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に
縦
走

す
る
中
国
山
地
に
よ
っ
て
、
南
北
に
地
勢
や
気
候

が
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
淡
路
島
や
家
島

諸
島
な
ど
の
島
が
あ
り
、
多
様
な
風
土
の
上
に
多

彩
な
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
、「
日
本
の
縮
図
」と

も
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
は
、
摂
津
、
播
磨
、

但
馬
、
丹
波
、
淡
路
の
五
つ
の
国
か
ら
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
気
候
、
風
土
に
培
わ
れ
た
生

活
が
あ
り
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
生
活

を
支
え
て
き
た
川
の
流
れ
を
始
め
と
す
る
水
辺
が

あ
り
ま
す
。

美
し
い
水
辺
景
観
と
環
境
の
保
全
、
水
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
の
取
組
の
成
果
に
よ
り
、

県
内
で
、
水
の
郷
百
選
に
３
地
域
、
疏
水
百
選
に

３
地
域
、
た
め
池
百
選
に
６
地
域
が
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
に
ま
つ
わ
る
祭
り
や
伝
統

行
事
、
美
し
い
風
景
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
お
り
、

地
域
固
有
の
風
土
が
兵
庫
の
多
様
性
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
河
川
水
に
育
ま
れ
て
き
た
和
紙
製
造
な

ど
の
伝
統
産
業
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 【課　題】	 水環境

【主　体】	 兵庫県
【連絡先】	 兵庫県企画県民部ビジョン局

京都府

岡山県

大阪府

Profile

摂津摂津

兵庫県兵庫県

淡路淡路

但馬但馬

播磨播磨

丹波丹波
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■ 普及啓発・広報編

兵
庫
県

ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン

み
ず
、さ
と
、ま
ち
の
共
生

～
水
を
知
り
、
水
を
活
か
し
、

水
に
備
え
る
～

ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン

「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」は
、
兵
庫
の

水
が
県
土
の
自
然
、
県
民
の
生
活
、
地
域

の
文
化
を
育
み
な
が
ら
美
し
く
循
環
す
る

た
め
の
総
合
的
な
指
針
と
し
て
２
０
０
４

年
５
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
気
候
変
動
に
よ
る
集

中
豪
雨
や
渇
水
の
発
生
、
本
格
的
な
人
口

減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
水
需
要
の
変
化
、

上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
新
た
な

課
題
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
２
０
１
６

年
３
月
に「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
環
境
や
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、「
水
」の
恵
み

に
よ
り
成
り
立
つ「
さ
と
」や「
ま
ち
」に
お

け
る
人
々
の
営
み
が
、
水
が
生
み
出
す
自

然
環
境
を
損
な
う
こ
と
な
く
持
続
、
発
展

し
、
水
と
共
生
す
る
県
民
生
活
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
以
下
の
５
つ
を

基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

１
．
お
い
し
い
水
を
つ
く
る

２
．
水
を
も
っ
と
上
手
に
使
う

３
．	

水
へ
の
お
そ
れ（
畏
れ
、
恐
れ
）を
知

り
備
え
る

４
．
水
の
豊
か
さ
を
守
る
、
つ
く
る

５
．
水
の
文
化
、
伝
統
を
育
む

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
兵
庫
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を
流
域
水
循
環
計
画

と
し
て
公
表

2017.1

「
総
合
治
水
条
例
」制
定

「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」ス
タ
ー
ト
）

2012.4

「
第
３
次
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2008.12

「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定

2004.5

「
新
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2002.5

「
第
５
次
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2019.2

「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

2016.3

「
第
４
次
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2014.3

平成24年県内の水利用模式図

ひょうご水ビジョン

乙大木谷(おつおおきだに)の棚田楮(こうぞ)の川さらし（杉原和紙）
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Ｐ
Ｒ
活
動
と
情
報
発
信

「鍵」
その1芦

屋
市
で
は
水
道
水
の
安
全
性
や
お
い

し
さ
を
市
民
に
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、

ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
芦
屋
の
水
」を
配

布
し
、
水
の
飲
み
比
べ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
野
市

で
は
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、「
お
の
み
～
ず
」を
作
製
・
販
売
し

て
い
ま
す
。

兵
庫
の「
食
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す

る
た
め
、水
と
関
わ
り
の
深
い「
食
」（
日
本

酒
・
米
・
素
麺
な
ど
）を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
広
報
・
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
兵
庫
の
水
の

価
値
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開

設
し
た「
ひ
ょ
う
ご
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で

は
、
県
下
の
水
源
状
況
、
水
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
、
水
循
環
に
関
す
る
解
説
、「
ひ
ょ

う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」な
ど
、
水
に
関
す
る
総

合
的
な
情
報
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
互
に
対
を
な
す
関
係
の

連
携

「鍵」
その2兵

庫
県
で
は
、
上
流（
水
源
地
）と
下
流

（
農
村
と
都
市
）、
里（
農
業
者
）と
海（
漁
業

者
）な
ど
、
相
互
に
依
存
し
合
う
関
係
に
あ

る
地
域
や
人
た
ち
が
、
水
を
介
し
て
地
域

や
社
会
を
守
る
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
、

連
携
し
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
め
池
で
は
、
豊
か
な
海
を
創
造
す
る

た
め
、
漁
業
者
と
農
業
者
が
協
働
し
て「
か

い
ぼ
り
」（
池
干
し
）が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
で
は
、
水
源
地
域
の
森
林
を
保

全
す
る
た
め
、
漁
業
者
と
森
林
所
有
者
と

の
連
携
に
よ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
地
域
間
で
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
、
災
害
時
等
の
応
急
給
水
、

早
期
復
旧
が
可
能
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
棚
田
の
保
全
で
は
、
都
市
住
民

に
直
接
耕
作
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

棚
田
を
保
全
し
て
い
く
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
の
導
入
、
農
作
業
体
験
、
援
農
活
動
を

通
じ
て
都
市
と
農
村
の
交
流
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

芦屋の水（左）おのみ～ず（右）

兵庫県HPより　「ひょうご水ステーション」（左）「御食国ひょうご」（右）

漁業者による森づくり

加太池(かたいけ)のかいぼり

岩座神(いさりがみ)地区における棚田オーナー

小学生による避難所井戸体験 水道災害に備えた応急給水実務訓練



73 兵庫県

■ 普及啓発・広報編

地
域
住
民
と
共
に
進
め
る

流
域
対
策

「鍵」
その3洪

水
時
の
流
域
対
策
と
し
て
、
た
め
池

の
貯
水
容
量
を
高
め
る
対
策
や
、水
田
の
貯

水
機
能
を
高
め
る「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」の
取
組
、

学
校
で
は
雨
水
を
一
時
的
に
校
庭
で
貯
留

す
る
取
組
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」で
は
、
洪
水
時
に
雨
水

を
水
田
に
貯
留
す
る
た
め
、
所
有
者
が
総

合
治
水
の
取
組
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

川
づ
く
り
で
は
、
地
域
住
民
が
河
川
の
整

備
計
画
に
参
画
し
、
完
成
後
の
保
全
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
管
理

で
は
、
ア
ド
プ
ト
制
度
に
よ
り
、
地
域
住

民
が
河
川
や
道
路
等
の
草
刈
り
や
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す

人
材
育
成
と

た
め
池
、疎
水
に
見
る

生
活
文
化
の
継
承

「鍵」
その4兵

庫
県
で
は
、
森
林
を

「
県
民
総
参
加
」で
守
り
、

育
て
、
活
か
し
、
広
げ
る

取
組
を
、「
新
ひ
ょ
う
ご

の
森
づ
く
り
」と
し
て
進

め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
森
林
整
備
に
必
要
な

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う「
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」を
毎
年
開

催
し
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
、
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
進

め
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

１
万
３
千
人
余
り
の
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
里
山
林

の
整
備
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

小
学
校
の
総
合
学
習
の

「
た
め
池
教
室
」で
は
、
た

め
池
の
持
つ
風
土
と
自
然

を
伝
承
す
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
に
学
習
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
疎
水
見
学
会
」で
は
、
農

業
水
利
に
係
る
歴
史
を
伝

承
す
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
疏
水
開
発

に
係
る
技
術
や
当
時
の
苦
労
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

田んぼダムせき板

ひょうごアドプトパンフレット

県民による一斉清掃の状況河川愛護活動　夢前(ゆめさき)川（姫路市）

小学生の疏水見学の様子（御坂(みさか)サイフォン） 森林ボランティアリーダー養成講座の様子 森林ボランティア活動の様子

新ひょうごの森づくり（H24～ R3）の取組状況
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新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り

注目1「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期

対
策
」は
、
２
０
１
２
年
よ
り
、“
森
林
は

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
〟と
の
理
解
の

も
と
、「
公
的
関
与
に
よ
る
森
林
管
理
の

徹
底
」・「
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く

り
活
動
の
推
進
」を
基
本
方
針
に
、
森
林

の
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
を
図
る
た
め
、

間
伐
の
推
進
や
里
山
林
の
再
生
等
を
進
め

て
い
ま
す
。

多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り
活

動
の
推
進
と
し
て
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
併
せ
て
、
企
業
の
森

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
森
づ
く
り
で
は
、
企
業
・
団
体

等
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
や
S
D
G
s

の
目
標
達
成
、
社
員
の
福
利
厚
生
を
目
的

と
し
て
行
う
森
林
保
全
活
動
を
さ
ら
に
推

進
さ
せ
る
た
め
、
活
動
地
の
斡
旋
や
森
林

施
業
の
指
導
な
ど
企
業
に
よ
り
森
づ
く
り

活
動
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
め
池
の
か
い
ぼ
り（
池
干
し
）

注目2
兵
庫
県
内
は
、
全
国
的
に
見
て
も
降
水

量
が
少
な
く
、
川
か
ら
水
が
取
れ
な
い
地

域
で
は
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に

多
く
の
た
め
池
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
数
は

全
国
一
の
約
２
万
２
千
箇
所
に
の
ぼ
り
ま

す
。
た
め
池
の
多
く
は
瀬
戸
内
地
域
に
あ

り
、そ
の
半
数
近
く
が
淡
路
島
に
あ
り
ま
す
。

農
業
用
水
が
不
要
と
な
る
冬
期
に
は
、

た
め
池
の
水
を
抜
く「
か
い
ぼ
り
」が
行
わ

れ
ま
す
。
か
い
ぼ
り
は
堤
防
や
取
水
施
設

な
ど
の
点
検
・
補
修
を
目
的
に
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
た
め
池
の

水
を
放
流
す
る
こ
と
で
、
た
め
池
の
底
に

蓄
積
さ
れ
た
栄
養
塩
類
が
海
域
に
供
給
さ

れ
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

東
播
磨
地
域
、
淡
路
地
域
で
は
、
ノ
リ

の
色
落
ち
対
策
と
し
て
農
業
者
に
加
え
て

漁
業
者
が
た
め
池
の
か
い
ぼ
り
に
参
加
す

る
な
ど
、
連
携
と
協
働
に
よ
る
交
流
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

「企業の森づくり」パンフレット

企業の社員家族による植樹活動

農業者と漁業者の連携と共同による
「かいぼり」チラシより

ノリの養殖施設
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■ 普及啓発・広報編

様
々
な
指
標
を

活
用
し
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査

兵
庫
県
は
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
に
関

す
る
多
く
の
実
践
活
動
に
つ
い
て
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
の
成
果
が
水
ビ
ジ
ョ
ン
の
め

ざ
す
姿
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
検

証
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

水
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針
に
は
、
取
組

を
評
価
す
る
た
め
の
指
標
が
目
標
値
と
と

も
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
基
本
方
針
と
指
標
の
例
》

１
.
お
い
し
い
水
を
つ
く
る
：

　
「
間
伐
面
積
」な
ど
10
項
目
の
指
標

２
.
水
を
も
っ
と
上
手
に
使
う
：

　

	「
避
難
所
と
な
る
小
学
校
へ
の
井
戸
設

置
支
援
箇
所
数
」な
ど
6
項
目
の
指
標

３
.
水
の
お
そ
れ
を
知
り
備
え
る
：

　

	「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
整
備
箇
所
数
」

な
ど
10
項
目
の
指
標

兵
庫
県
で
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基

づ
き
国
お
よ
び
県
内
の
市
・
町
と
連
携
し

て
公
共
用
水
域
お
よ
び
地
下
水
の
常
時

監
視
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め

て
公
表
し
て
い
ま
す
。
水
質
に
関
し
て
は
、

水
質
汚
濁
防
止
法
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全

環境基準達成の推移

世界かんがい施設遺産「淡山疏水(たんざんそすい)」
御坂(みさか)サイフォン

活動の	
効　果

特
別
措
置
法
に
よ
る
排
水
規
制
や
生
活
排

水
処
理
率
の
向
上
等
に
よ
り
、
河
川
の
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量（
B
O
D
）の
値

は
長
期
的
に
改
善
傾
向
に
あ
り
、
河
川
は
、

高
度
成
長
期
と
比
べ
る
と
、
見
違
え
る
美

し
さ
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地

下
水
は
、
工
場
又
は
事
業
場
か
ら
の
有
害

物
質
の
漏
え
い
に
よ
り
揮
発
性
有
機
塩
素

化
合
物
、
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒

素
な
ど
で
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
地
点

が
あ
り
、
汚
染
範
囲
の
確
定
、
原
因
究
明

を
行
い
、
原
因
者
に
対
し
て
浄
化
対
策
を

取
る
よ
う
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

取組を伝え広げていくポイントは？
　めざすべき姿である「水、さと、まちの共生」
を実現するためには、すべての県民が理念や
情報を共有し、一つ一つ取組を前進させなけ
ればなりません。
　さまざまな主体の参加と協働に加え、積極
的な情報発信、普及啓発・広報が重要だと考
えています。
　健全な水循環の維持・回復のため、県内イ
ベントへのブース出展などによる普及啓発を
実施していますが、これに加えて、水道水を
地域のブランドとして高め、需要を喚起する
こと、質にこだわる飲料水づくりとそのＰＲ
も大切だと考えています。水に関わる祭事や
昔話、水のさと・まちの風景、川遊びなど、埋
もれている情報も収集し、広くＰＲしたいと
考えています。

今後に向けて
　水ビジョンを実現するための具体施策は多
岐にわたり、市民・事業者・団体の連携につい
ては個別の施策により実施されています。この
ため、指標の達成度によるフォローアップを実
施することが重要だと考えています。
　水ビジョンに基づき行われた取組みの成果・
実績に関して、指標の達成度によるフォローアッ
プ調査を実施し、情報共有を心掛けていきます。

兵庫県企画県民部

ビジョン局ビジョン課

メッセージ
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2021年1２月6日（月） オンライン開催

水循環シンポジウム 2021
～水循環×気候変動～

【シンポジウム概要】

・	流域マネジメントの更なる推進に向けて、令和３年度は「水循環×気候変動」をテーマ
にシンポジウムを開催しました。

・	地球温暖化による気候変動は、人間の生活や自然の生態系に様々な影響を与えており、
水循環への影響も懸念されています。

・	気候変動を踏まえた流域水循環を考えるとともに、地球温暖化対策に寄与する「2050年
カーボンニュートラル」の実現に向けて促進が必要な「水循環政策における水力発電の導
入」について紹介しました。

【プログラム】
１.	講演	「気候変動による水循環への影響　－見えない淡水資源・地下水を中心に－」
	 辻村	真貴（筑波大学	生命環境系教授）

2.	講演	「小水力発電と水循環　－永続性について考える－」
	 中島	大（全国小水力利用推進協議会 事務局長）

3.	質疑応答・まとめ
	 進行役：三橋	さゆり（内閣官房水循環政策本部事務局 事務局長）

注）プログラム中の所属役職は、2021年12月6日時点のものです。
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地
球
上
の
水

　

筑
波
大
学
の
辻
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
は
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
気
候
変
動

に
よ
る
水
循
環
へ
の
影
響
」
と
い
う
非
常

に
難
し
い
お
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
冒
頭
に
、
地
球
上
の
水
資
源
に
つ

い
て
、
簡
単
に
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
球
上
の
全
て
の
水
の
97
％
以
上
が
海
洋

の
水
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
御
承
知
か
と

思
い
ま
す
。
た
っ
た
２.
６
％
し
か
淡
水

資
源
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
淡

水
資
源
の
う
ち
の
約
４
分
の
３
強
は
氷
や

雪
と
い
う
固
体
の
水
か
ら
成
っ
て
お
り
ま

す
。
我
々
は
こ
れ
を
す
ぐ
に
口
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
残
り
の
４
分
の
１
が
、

液
体
の
淡
水
資
源
で
す
。
全
体
か
ら
す
る

と
０.
６
％
弱
で
す
が
、
そ
の
大
半
を
占

め
て
い
る
の
は
実
は
地
面
よ
り
下
に
あ
る

地
下
水
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
非

常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
か
と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
地
下
水
と
い
う
の
は
、
目
に

見
え
な
い
な
が
ら
も
、
地
球
上
最
大
の
液

体
の
淡
水
資
源
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ

け
で
す
。
皆
さ
ん
に
な
じ
み
の
あ
る
河
川
、

湖
沼
と
い
っ
た
水
は
全
体
の
０.
０
１
％

に
も
満
た
な
い
量
で
あ
り
、
実
は
淡
水
資

源
を
考
え
た
と
き
に
非
常
に
重
要
な
の
が

地
下
水
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
見

え
て
き
ま
す
。
仮
に
地
球
上
全
体
の
水
の

量
を
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
だ
と
し
ま
す
と
、

淡
水
は
こ
の
う
ち
３
リ
ッ
ト
ル
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
我
々
が
比
較
的
容
易
に
口
に
す

る
こ
と
の
で
き
る
水
と
な
り
ま
す
と
、
こ

れ
は
ス
プ
ー
ン
半
分
、
０.
０
０
３
リ
ッ

ト
ル
程
度
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
う

い
っ
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
水
の
惑
星
・

地
球
と
申
し
ま
し
て
も
、
極
め
て
脆
弱
な

状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
し
、

さ
ら
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
世
界
全
体
で

見
た
と
き
に
、
飲
用
水
の
半
分
以
上
、
か

ん
が
い
用
水
の
43
％
程
度
以
上
が
地
下
水

に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
ご
ざ

い
ま
す
。
我
々
は
淡
水
、
そ
の
う
ち
の
さ

ら
に
液
体
最
大
の
淡
水
資
源
で
あ
る
地
下

水
に
頼
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
、

さ
ら
に
そ
れ
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
度
を

増
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け

で
す
。

気
候
変
動
と
降
水
量
の
変
化

　

で
は
、
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
ま
ず
全

体
と
し
て
気
候
変
動
と
と
も
に
降
水
量
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
簡
単
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
６
次
評
価

報
告
書
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
の

レ
ポ
ー
ト
を
基
に
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

１
８
５
０
年
か
ら
１
９
０
０
年
の
50
年
間

の
年
平
均
降
水
量
に
対
す
る
変
化
を
見
る

と
、
上
昇
温
度
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
降

水
量
の
変
化
の
度
合
い
が
大
き
く
な
る
と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高

緯
度
地
域
、そ
れ
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
中
部
・

北
部
、
そ
し
て
中
東
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
内
陸
部
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
湿
潤
化
が

顕
著
で
す
。
一
方
で
、
地
中
海
沿
岸
、
南

米
北
部
、そ
し
て
ア
フ
リ
カ
の
南
部
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
南
西
部
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
反
対
に
降
水
量
が
減
少
す
る
と
い
う

こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
前
提
の
下
で
、
今
度
は
、

雨
が
降
っ
た
後
に
地
中
に
入
っ
た
水
の
量
、

土
の
中
の
水
分
量
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
か
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
に
１
８
５
０

年
か
ら
１
９
０
０
年
の
平
均
に
比
べ
る
と
、

降
水
量
の
変
化
と
同
様
、
上
昇
温
度
が
大

き
い
ほ
ど
変
化
の
度
合
い
が
大
き
く
な
る

と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
ア
フ
リ
カ

の
中
部
、
中
東
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
で
は

湿
潤
化
が
顕
著
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

地
中
海
の
沿
岸
、
南
米
の
北
部
、
ア
フ
リ

カ
南
部
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
土
の
中

の
水
分
量
が
減
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
細
か
く
見
て

い
く
と
、
降
水
量
変
化
と
完
全
に
は
一
致

し
て
い
な
い
、
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

1. 講演
気候変動による
水循環への影響

－見えない淡水資源・地下水を中心に－

辻村	真貴　教授

筑
波
大
学
生
命
環
境
系
　

辻
村 

真
貴
　
教
授

講
演
者



80３　講演会から学ぶ流域マネジメント

　

そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
一

歩
踏
み
込
ん
で
、
雨
の
量
だ
け
で
な

く
、
降
り
方
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
こ
と

も
、
水
資
源
・
水
循
環
へ
の
影
響
と
い
う

観
点
か
ら
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

１
９
５
０
年
以
降
に
観
測
さ
れ
た
変
化
で

見
た
場
合
に
、
観
測
に
基
づ
く
大
雨
の
頻

度
と
人
間
の
関
与
に
関
す
る
信
頼
度
に
つ

い
て
は
、
一
部
を
除
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
強

い
関
係
性
は
見
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
雨
の
増
加
は
、

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
あ
く
ま
で
も
利

用
可
能
な
水
の
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な

い
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
観
点
か
ら
、
大
雨
が
増
加
す
る
地

域
と
い
う
の
は
よ
り
注
意
が
必
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
干
ば
つ
が
増
え
て
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
干
ば
つ
に
は
、
農
業

目
的
の
か
ん
が
い
水
が
不
足
す
る
と
い
う

面
の
干
ば
つ
、
お
よ
び
生
態
学
的
な
干
ば

つ
、
両
方
含
め
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
干
ば
つ
の
頻
度
が
１
９
５
０
年
以
降

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
ア
ジ
ア
の
内
陸
の

一
部
や
ア
フ
リ
カ
南
部
な
ど
で
は
干
ば
つ

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の
大
雨
の

頻
度
も
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
増
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
地
域
で

は
、
大
雨
も
増
え
れ
ば
、
干
ば
つ
も
増
え

る
、
極
端
な
現
象
が
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
水
資
源
、
利
用
と
い
う
観

点
か
ら
は
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。

地
下
水
と
は

　

さ
て
、
こ
こ
で
、
今
日
ポ
イ
ン
ト
を
絞

る
地
下
水
に
つ
い
て
少
し
御
説
明
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
面
に
穴
を

掘
っ
て
い
き
ま
す
と
、
井
戸
水
が
出
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
井
戸
水
の
水
面
が
地
下

水
面
と
呼
ば
れ
、
地
下
水
面
よ
り
下
に
あ

る
水
を
地
下
水
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

の
地
下
水
は
、
岩
石
や
土
壌
の
隙
間
の
部

分
、
こ
の
隙
間
の
部
分
を
水
で
完
全
に
満

た
し
て
お
り
ま
す
。
飽
和
し
て
い
る
状
態

で
、
水
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

地
下
水
で
す
。

　

地
下
水
は
、
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
て
、
実
は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
お
り
ま

す
。
地
下
水
面
が
一
部
、
地
表
面
に
顔
を

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
が
河
川
あ
る
い
は
湧
水
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
河
川
や
湧
水
と
い
う
の
は
、
温
帯

湿
潤
域
で
は
特
に
、
地
下
水
面
の
一
部
が

地
面
に
顔
を
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
河
川

と
地
下
水
、
地
表
の
水
と
地
下
水
は
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど

も
申
し
あ
げ
た
と
お
り
、
地
下
水
は
岩
石

や
土
壌
の
隙
間
を
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い

ま
す
。
お
お
よ
そ
地
下
水
の
流
れ
の
速
さ

は
、
河
川
の
10
分
の
１
、
通
常
は
１
０
０

分
の
１
未
満
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

地
下
水
は
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

と
、
河
川
、
地
表
水
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
ま
ず
念
頭
に
置
い
て
い

た
だ
き
、
そ
の
上
で
、
地
下
水
に
対
す
る

水
の
イ
ン
プ
ッ
ト
、
入
力
を
考
え
て
み
ま

す
。
地
表
面
へ
の
浸
透
、
地
面
に
雨
が
浸

透
す
る
、
こ
れ
が
地
下
水
の
も
と
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
地
面
に
ど
れ
だ
け
水

が
し
み
込
む
か
、
こ
れ
を
浸
透
能
と
申
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
一
般
的
に
こ
の
浸
透
能

は
、
雨
が
降
り
出
し
た
と
き
に
非
常
に
高

い
値
を
示
し
、
そ
の
後
速
や
か
に
低
下
し
、

い
ず
れ
一
定
値
に
近
い
状
態
に
安
定
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
あ
る
一

定
の
強
度
で
雨
が
降
っ
て
い
る
場
合
、
雨

が
浸
透
能
よ
り
も
低
け
れ
ば
、
全
量
し
み

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
雨
の
強
度
が

浸
透
能
よ
り
も
高
け
れ
ば
、
し
み
込
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
残
り
は
水
た
ま
り
に

な
る
か
、
地
面
を
流
れ
る
し
か
な
い
わ
け

で
す
。
こ
れ
を
地
表
流
と
い
い
ま
す
。
実

際
に
こ
う
し
た
浸
透
能
の
変
化
と
い
う
の

は
、
都
市
域
で
も
起
こ
り
ま
す
し
、
森
林

域
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
起
こ
る
も
の
で
す

が
、
一
般
的
に
、
洪
水
を
も
た
ら
す
よ
う

な
大
雨
の
場
合
、
地
面
に
到
達
し
た
と
き

の
雨
粒
の
衝
撃
が
強
く
な
り
、
地
面
近
く

で
土
壌
の
隙
間
の
部
分
が
目
詰
ま
り
を
起

こ
し
て
浸
透
能
が
低
下
す
る
と
い
う
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

降
雨
強
度
が
強
く
な
る
と
、
浸
透
で
き
る

水
の
量
は
小
さ
く
な
る
、
低
く
な
る
。
一

方
で
、
速
や
か
に
河
川
に
流
出
し
て
し
ま

う
、
そ
う
い
っ
た
量
が
増
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
指
摘
も
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
懸

念
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

大
雨
の
強
度
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

見
か
け
上
、
全
体
の
雨
量
は
増
え
て
い
る

の
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
地
下
水
へ
の

水
の
イ
ン
プ
ッ
ト
、
こ
れ
を
地
下
水
涵
養

と
い
い
ま
す
が
、
地
下
水
へ
の
涵
養
量
が

減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
う
い
っ
た

現
象
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

実
は
地
下
水
が
目
に
見
え
な
い
か
ら
な
の

で
す
。

地
下
水
の
流
れ
を
観
る

　

し
か
し
、
我
々
は
、
井
戸
を
通
じ
て
地

下
水
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先

ほ
ど
地
下
水
は
動
い
て
い
る
と
い
う
お

話
を
い
た
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
、
仮

に
井
戸
Ａ
と
井
戸
Ｂ
と
い
う
２
つ
の
井
戸

が
あ
っ
た
と
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
井

戸
Ａ
は
浅
い
水
位
、
井
戸
Ｂ
は
深
い
水
位

だ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
の
井
戸
の
Ａ
か
ら
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Ｂ
に
向
か
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
地
下
水
が
流
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
我
々
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
や
っ
て
、
見
え
な
い
地
下
水
を
何
と
か

見
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
地
下
水

と
地
表
水
は
一
般
的
に
は
つ
な
が
っ
て
お

り
ま
す
。
河
川
と
周
り
の
地
下
水
と
で
、
地

下
水
の
方
が
水
位
が
高
い
場
合
、
地
下
水

は
水
位
の
低
い
ほ
う
に
向
か
っ
て
動
き
ま

す
の
で
、
こ
れ
は
地
下
水
か
ら
河
川
に
対

し
て
水
が
流
出
し
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、

扇
状
地
な
ど
で
多
い
ケ
ー
ス
で
す
け
れ
ど

も
、
河
川
の
水
位
の
ほ
う
が
地
下
水
の
水

位
よ
り
も
高
い
場
合
、
河
川
か
ら
地
下
水

へ
の
水
の
供
給
、
涵
養
が
起
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ
た
よ
う
に
、
地

下
水
と
地
表
水
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
こ
の
後
ち
ょ
っ
と
お
話
を
す
る
“
気

候
変
動
へ
の
適
応
”
の
部
分
で
も
関
係
し

て
く
る
お
話
で
す
の
で
、
念
頭
に
入
れ
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
下
水
資
源

　

さ
て
、
例
え
ば
ア
マ
ゾ
ン
川
の
流
域
近

傍
な
ど
は
、
地
下
水
の
主
要
な
流
域
、
し

か
も
涵
養
量
が
多
い
代
表
的
な
地
域
で
す
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
西
部
と
い
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
な
ど
で
も

比
較
的
地
下
水
涵
養
量
が
多
い
地
域
と

い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う

い
っ
た
地
域
が
あ
る
一
方
で
、
先
ほ
ど
申

し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
デ
ー
タ

が
少
な
く
て
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
、
こ

れ
か
ら
調
査
が
必
要
な
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
６
１
年
か
ら
90
年
に
お
け
る
年
地

下
水
平
均
涵
養
量
の
空
間
分
布
を
見
る
と
、

ア
フ
リ
カ
北
部
な
ど
で
は
顕
著
に
少
な
い

こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た

も
の
が
近
い
将
来
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
研
究
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
４
つ
の
異
な
る
気
候
変
動
シ

ナ
リ
オ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
下
水
涵

養
量
が
、
61
年
か
ら
90
年
に
か
け
て
と

２
０
４
１
年
か
ら
70
年
に
か
け
て
の
差

分
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ア

フ
リ
カ
の
中
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
、
あ

る
い
は
ア
メ
リ
カ
、
北
米
の
西
側
の
部
分
、

そ
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
東
部
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
地
下
水
涵
養
量
が
増

え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
ア
フ
リ
カ
の
南
部
及
び
西
部
、
先
ほ

ど
干
ば
つ
の
頻
度
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

申
し
上
げ
た
地
域
に
加
え
地
中
海
沿
岸
な

ど
で
は
、
地
下
水
が
非
常
に
重
要
な
水
資

源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
下
水
涵

養
量
が
減
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

気
候
変
動
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響

　

こ
う
い
っ
た
総
論
の
上
で
、
気
候
変
動

が
実
際
に
地
下
水
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

示
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
の
デ
ー
タ
を
基

に
整
理
い
た
し
ま
す
と
、
基
本
的
に
は
降

水
や
気
温
の
時
空
間
分
布
の
変
化
が
地
表

面
付
近
の
状
態
を
変
化
さ
せ
ま
す
の
で
、

地
下
水
の
収
支
が
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
雨
の
降
り
方
が
極
端
な
パ
タ
ー
ン
が

増
え
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
的
に
、

河
川
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
地
表
水
に
お

け
る
水
資
源
と
し
て
の
信
頼
性
が
低
く
な

る
の
で
、
確
実
性
が
低
く
な
り
ま
す
の
で
、

そ
う
し
ま
す
と
、
相
対
的
に
地
下
水
へ
の

水
資
源
と
し
て
の
依
存
あ
る
い
は
依
存
度

が
促
進
さ
れ
る
、
増
し
て
く
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
雨
や

干
ば
つ
の
頻
度
の
変
化
と
い
う
の
は
、
地

下
水
位
の
変
化
、
そ
れ
は
貯
留
量
に
つ
な

が
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
も
た

ら
す
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
海
水
面
上
昇
と
い
う
の
は
、

気
候
変
動
の
水
資
源
に
対
す
る
影
響
の
最

も
重
要
な
一
つ
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が

地
下
水
の
塩
水
化
や
水
質
悪
化
を
も
た
ら

す
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
沿
岸
域
に

お
い
て
淡
水
へ
の
海
水
浸
入
が
生
ず
る
わ

け
で
す
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
影

響
は
直
接
的
に
起
こ
る
わ
け
で
す
。
一
方

で
、
洪
水
頻
度
の
増
加
に
よ
っ
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
排
水
等
の
流
出
水
が
地
下

水
を
涵
養
す
る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
得

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
水
質
の
悪
化
に
直

接
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
温
度
上
昇
や

有
機
物
の
分
解
の
速
度
が
変
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
下
水
中
の
栄
養
塩
等
、
水
質
の
一

部
悪
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
特
に
沿
岸
地
域
、
主
要

河
川
の
下
流
沿
岸
地
域
は
非
常
に
多
く
の

人
口
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
地

域
に
お
け
る
海
水
面
上
昇
に
と
も
な
う
経

済
的
な
損
失
と
い
う
の
は
計
り
知
れ
な
い

市民が毎日測る地下水位（福井県大野市）
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と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
と
地
下
水
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
知
見
が
あ
る
わ
け
で
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
ほ
と
ん
ど
実

際
の
デ
ー
タ
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
言
っ

た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
雨
の

降
り
方
と
温
度
上
昇
の
大
き
く
２
つ
に
分

け
た
と
し
て
も
、
例
え
ば
寒
冷
地
域
の
融

雪
融
氷
の
時
期
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は

河
川
の
流
出
の
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
地
下
水
涵

養
量
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
か
、
減
少
に

つ
な
が
る
の
か
す
ら
デ
ー
タ
と
し
て
は
明

確
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
水
面
上
昇
は
先

ほ
ど
言
っ
た
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
洪
水
頻
度
が
増
す
こ
と
に
よ
り
、

一
般
的
に
は
地
下
水
へ
の
涵
養
は
減
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
も
直
接
的
に
そ
れ
を
示
す
観
測

デ
ー
タ
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
短
時
間
降
雨
量
の
増
加
と
い
う

の
も
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
で
、
地
下
水
涵
養
量
の
低
下
、
減
少

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
寒
冷
地
に

お
い
て
、
温
度
上
昇
に
よ
っ
て
季
節
凍
土

の
融
解
が
起
こ
り
ま
す
と
、
通
常
、
凍
土

と
い
う
の
は
、
水
が
浸
透
し
に
く
い
、
動

き
に
く
い
、
地
下
水
か
ら
見
る
と
動
き
に

く
い
層
、
難
透
水
層
と
し
て
働
き
ま
す
が
、

そ
れ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
よ
り

深
部
に
降
下
浸
透
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今

ま
で
地
域
的
で
、
非
常
に
少
な
い
量
で
あ

り
な
が
ら
も
、
宙
水
と
し
て
存
在
し
地
域

の
住
民
が
依
存
し
て
い
た
地
下
水
、
不
連

続
性
の
地
下
水
が
消
失
し
て
し
ま
う
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
様
々
な
影
響
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
気
候
変
動
の
地
下
水
に
対
す

る
影
響
に
関
す
る
研
究
と
い
う
の
は
非
常

に
脆
弱
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
、

ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
言
え
ま
す
。

適
応
策

　

地
下
水
涵
養
量
を
回
復
、
あ
る
い
は
確

保
す
る
た
め
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。

基
本
的
に
は
、
雨
水
を
使
う
涵
養
、
あ
る

い
は
地
下
水
に
対
し
て
人
工
的
に
涵
養
を

行
う
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
質
の
回
復
に

つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
涵
養
量
を
回
復
さ

せ
る
、
あ
る
い
は
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て

対
応
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
部
分
的
に

は
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
考
え
る
上
で
、
地
下
水
の
動
き

と
い
う
も
の
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
て
、
と
く
に
地
下
水
の
起
源
、

流
れ
の
経
路
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か

か
る
か
と
い
う
、
履
歴
に
相
当
す
る
情
報

が
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地
下
水

は
目
に
見
え
な
い
と
い
い
な
が
ら
も
、
こ

の
履
歴
が
重
要
だ
と
い
う
背
後
に
ど
う

い
う
こ
と
が
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
基

本
的
に
、
地
下
水
に
か
か
わ
ら
ず
、
水
の

問
題
と
い
う
の
は
必
ず
、
そ
の
上
流
域
で
、

し
か
も
時
間
的
に
は
過
去
に
お
い
て
そ

の
原
因
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
あ
る
い
は
、

今
我
々
が
こ
こ
で
何
ら
か
の
問
題
を
起
こ

せ
ば
、
そ
れ
は
空
間
的
に
は
下
流
に
お
い

て
、
し
か
も
時
間
的
に
は
将
来
に
禍
根
を

残
す
こ
と
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
う
い
っ
た
時
間
及
び
空
間
軸
を
考

え
て
水
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
ど
こ
を
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
く
ら

い
の
時
間
を
か
け
て
動
い
て
い
る
の
か
と

い
う
水
の
履
歴
を
知
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
す
。

　

通
常
、
水
は
無
色
透
明
で
す
の
で
、

我
々
は
そ
の
水
が
違
う
と
い
う
こ
と
を

認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
、
科
学
の
目
で
水
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
水
中
に
含
ま
れ
る

溶
存
成
分
、
水
質
、
同
位
体
な
ど
を
使
っ

て
、
違
う
水
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
、
仮
に
あ
る
水
が
手
許
に
あ
っ
た
と

し
て
、
こ
の
水
の
起
源
の
候
補
と
し
て
雨

水
、
地
表
水
、
地
下
水
が
考
え
ら
れ
る
場

合
、
水
に
含
ま
れ
る
溶
存
成
分
や
同
位
体

な
ど
を
使
い
、
こ
の
水
の
何
％
が
雨
水
か

ら
、
何
％
が
地
表
水
か
ら
、
何
％
が
地
下

水
か
ら
来
た
の
か
い
い
よ
う
な
水
の
起
源

を
推
定
す
る
こ
と
も
条
件
が
整
え
ば
可
能

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た

事
例
を
少
し
簡
単
に
最
後
に
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ダ
ム
、
貯
水
池
に
よ
る
地
下
水
の
人
工

涵
養
と
い
う
事
例
で
す
。
北
ア
フ
リ
カ
の

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
す
が
、
こ
こ
は
も
と
も
と

地
中
海
に
面
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
候

変
動
に
お
い
て
、
水
資
源
的
に
は
非
常
に

厳
し
い
と
い
う
場
所
で
す
け
れ
ど
も
、
以

前
か
ら
地
中
海
の
海
水
が
淡
水
の
地
下
水

に
塩
水
と
し
て
浸
入
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、
ま
た
実
際
に
そ
う
い
う
問
題
が
起
き

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
沿

岸
地
域
に
お
い
て
通
常
は
か
ん
が
い
に
使

わ
れ
て
い
る
ダ
ム
か
ら
の
漏
水
に
よ
っ

て
、
下
流
側
の
地
下
水
を
人
工
的
に
涵
養

し
て
い
る
と
い
う
事
例
で
す
。
私
ど
も
は
、

ダ
ム
に
よ
る
地
下
水
人
工
涵
養
の
効
果
を
、

実
際
に
デ
ー
タ
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
と

い
う
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
北
部
沿
岸
の
レ
プ
ナ
と
呼

ば
れ
る
地
域
で
、
ダ
ム
の
あ
る
北
側
の
流

域
と
ダ
ム
の
無
い
南
側
の
流
域
に
お
い
て
、

溶
存
成
分
濃
度
、
同
位
体
組
成
地
下
水
位

等
の
空
間
分
布
特
性
等
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
ダ
ム
の
あ
る
流
域
に
お
け
る
地
下
水

の
溶
存
成
分
濃
度
、
と
く
に
塩
分
濃
度
は
、
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ダ
ム
の
無
い
流
域
の
そ
れ
に
比
べ
顕
著
に

低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ダ
ム
の
あ
る
流
域
の
地
下
水
位
は
、
ダ
ム

の
無
い
流
域
の
そ
れ
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
ダ
ム
の
あ
る
流
域
で
は
、

ダ
ム
か
ら
の
漏
水
に
よ
っ
て
内
陸
の
地
下

水
位
が
高
く
維
持
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し

て
塩
水
が
内
陸
に
浸
入
す
る
こ
と
を
制
御

す
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
方
で
、
ダ
ム
の
な
い
流
域
で

は
、
こ
の
水
源
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
内

陸
の
地
下
水
位
が
沿
岸
域
の
地
下
水
位

よ
り
低
く
な
り
、
沿
岸
域
か
ら
内
陸
へ
の

地
下
水
の
流
れ
が
あ
っ
て
、
塩
水
の
浸
入

が
顕
著
に
な
る
。
結
果
的
に
こ
の
地
域
で

は
、
ダ
ム
と
い
う
も
の
を
、
直
接
そ
の
水

を
使
う
の
み
な
ら
ず
、
地
下
水
の
涵
養
に

も
使
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
チ
ュ

ニ
ジ
ア
で
は
、
中
流
部
に
ダ
ム
を
つ
く
り
、

ダ
ム
か
ら
の
漏
水
を
下
流
側
の
地
下
水
へ

の
人
工
涵
養
と
し
て
使
う
と
い
う
よ
う
な

事
例
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
集

落
か
ら
の
排
水
を
浄
化
し
た
後
一
時
的
に

遊
水
池
に
た
め
、
そ
こ
か
ら
地
下
水
の
人

工
涵
養
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
事

例
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
地
域
の

水
資
源
状
況
に
根
ざ
し
た
地
下
水
の
人
工

涵
養
事
例
は
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

地
下
水
の
人
工
涵
養
の
よ
う
な
物
理
的

（
ハ
ー
ド
）
な
方
法
と
と
も
に
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
の
制
度
的
（
ソ
フ
ト
）
な
対

策
も
重
要
で
す
。
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の

６
番
で
は
、
水
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
示
さ
れ
た
主
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
つ
に
、
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
観
点
か

ら
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
・
行
政
誘
導
型
の

施
策
は
水
問
題
に
対
し
あ
る
程
度
実
効

性
が
出
て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
一
方
で
、

住
民
等
各
種
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
参
加
型

の
対
応
と
い
う
の
は
ま
だ
ま
だ
事
例
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、

こ
う
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
原
文
で
は

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
の
事
例
と
し
て
、
名
水
で
有
名
な

福
井
県
大
野
市
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
大
野

市
で
は
、
定
期
的
に
湧
水
周
辺
の
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
毎
日
決
ま
っ

た
時
刻
に
決
ま
っ
た
井
戸
に
お
い
て
、
住

民
の
方
が
地
下
水
位
を
測
定
し
て
皆
さ
ん

に
報
告
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
住
民
主
導

に
よ
る
地
下
水
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
可
視

化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
、
年
平
均
降

水
量
が
１
５
０
ミ
リ
を
下
回
る
よ
う
な
、

非
常
に
水
資
源
と
し
て
は
脆
弱
な
場
所
で

す
が
、
深
度
２
メ
ー
ト
ル
程
度
の
非
常
に

小
さ
い
井
戸
に
少
年
が
水
を
毎
日
く
み
に

来
て
い
ま
す
。、
20
リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
タ

ン
ク
に
２
つ
、
こ
れ
で
家
族
４
人
の
半
日

分
の
生
活
用
水
だ
そ
う
で
す
（
飲
み
水
は

除
く
）。
こ
れ
で
非
常
に
慎
ま
し
く
生
活

を
し
て
い
る
。
一
方
、
気
候
条
件
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
中
国
の
甘
粛
省
高
台
村
と
い

う
と
こ
ろ
で
は
、
深
度
１
０
０
メ
ー
ト
ル

の
か
ん
が
い
用
の
井
戸
を
掘
っ
て
、
夏
期

に
は
ほ
ぼ
終
日
、
井
戸
水
を
使
い
か
ん
が

い
農
業
を
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
良
い
、

悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
我
々
は
い
ず
れ
に
し
て
も
使
え
る

水
で
今
後
生
き
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
確
か
な
わ
け
で
す
。

ま
と
め

　

最
後
に
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、
少
な

く
と
も
極
端
な
現
象
、
頻
度
が
高
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
の
中
で
、

実
は
最
大
の
液
体
の
淡
水
資
源
で
あ
る
地

下
水
に
対
す
る
気
候
変
動
の
役
割
と
い
う

の
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
地
下
水
涵
養
量
は
気

候
変
動
条
件
下
で
は
減
少
す
る
と
い
う
こ

と
が
懸
念
は
さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ま
だ
ま
だ
デ
ー
タ
が
少
な
い
。
適
応
策
の

一
つ
と
し
て
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う

な
人
工
涵
養
と
い
う
も
の
は
十
分
に
あ
り

得
る
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

際
に
重
要
な
の
は
、
地
表
水
と
地
下
水
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
水

循
環
の
一
部
と
し
て
地
下
水
や
地
表
水
を

位
置
づ
け
て
、
地
下
水
と
地
表
水
の
循
環
、

例
え
ば
地
表
水
か
ら
地
下
水
へ
の
連
続
性

を
生
か
し
た
状
態
で
適
応
策
を
実
行
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
地
域
ご
と
の
地
下
水
や

地
表
水
の
特
徴
や
実
態
を
知
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
で
す
し
、
さ
ら
に
、
地
域
ご
と

の
特
徴
を
生
か
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
こ

れ
は
地
下
水
の
み
な
ら
ず
、
や
は
り
流
域

全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
も
の
の
役

割
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

簡
単
で
す
が
、
以
上
で
私
の
講
演
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
、
最

後
ま
で
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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小
水
力
発
電
と
は

（
馬
野
川
発
電
所
の
概
要
）

　

御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
中
島
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
日
は
、
水
力
発
電
の
中
で
も

特
に
規
模
の
小
さ
い
小
水
力
発
電
、
大
体

１
，０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
ぐ
ら
い
の

規
模
で
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ

う
い
っ
た
規
模
の
小
さ
な
発
電
所
と
、
こ

の
全
体
の
テ
ー
マ
で
あ
る
水
循
環
に
つ
い

て
考
え
る
、
特
に
永
続
性
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
最
近
意
識
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

そ
の
辺
を
中
心
に
お
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
恐
ら
く
小
水
力
発
電
所
と
い
う

の
が
ど
ん
な
も
の
か
御
存
じ
な
い
方
が
大

多
数
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
時
間
も

ち
ょ
っ
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
例

と
し
て
は
１
つ
だ
け
、
馬
野
川
小
水
力
発

電
所
と
い
う
も
の
、
三
重
県
の
伊
賀
市
に

造
ら
れ
て
い
る
馬
野
川
発
電
所
の
再
生
事

例
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

発
電
所
の
再
生
に
当
た
っ
て
ロ
ー
カ
ル

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
馬

野
川
小
水
力
発
電
所
と
い
う
の
は
、
昔
、

明
治
・
大
正
時
代
に
造
ら
れ
た
発
電
所
が

あ
っ
て
、
昭
和
30
年
代
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
、

も
う
そ
う
い
う
小
さ
い
発
電
所
を
維
持
す

る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

廃
止
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
復
活

し
た
と
い
う
事
例
に
な
り
ま
す
。

　

馬
野
川
発
電
所
は
、
な
る
べ
く
木
材
も

活
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
地
元
の
景
観
に

な
じ
む
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
建
設
し
た
の
は
株
式
会
社
マ
ツ
ザ
キ
と

い
う
地
元
の
建
設
会
社
で
す
。
本
当
に
小

さ
な
建
設
会
社
で
、
大
体
こ
の
発
電
所
の

建
設
費
と
建
設
会
社
の
年
間
の
売
上
げ
が

同
じ
ぐ
ら
い
だ
と
か
言
っ
て
笑
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
正
５
年
に
発
起
人
会
が
で
き
て
、
地

元
で
電
気
を
使
い
た
い
と
。
当
時
は
ま
だ

今
み
た
い
に
配
電
網
が
全
国
に
は
行
き

渡
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
田
舎

の
方
で
電
気
が
欲
し
け
れ
ば
、
自
分
た
ち

で
発
電
所
を
造
る
し
か
な
い
。
当
時
や
は

り
一
番
造
り
や
す
か
っ
た
発
電
所
は
水
力

で
す
の
で
、
多
く
の
山
村
で
こ
の
よ
う
な

形
で
水
力
発
電
所
が
造
ら
れ
ま
し
て
、
自

分
た
ち
の
使
う
電
気
を
賄
っ
て
い
た
、
そ

う
い
う
時
代
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
大
き

な
会
社
に
合
併
さ
れ
た
上
で
、
昭
和
33
年

に
は
、
も
う
大
き
な
発
電
所
か
ら
電
気
が

来
る
か
ら
、
ち
っ
ち
ゃ
い
発
電
所
を
維
持

し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
廃
止
さ

れ
た
、
そ
う
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
う
形
で
記
録
も
残
っ
て
い
て
、

大
体
、昔
の
資
料
で
す
の
で
、長
さ
も
メ
ー

ト
ル
法
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

も
の
を
発
掘
し
て
き
て
、
ぜ
ひ
こ
れ
と
同

じ
よ
う
な
も
の
を
再
開
し
た
い
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
、
社
長
の
松
崎
さ
ん
と
い
う

方
が
、
ま
だ
若
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
自

分
で
勉
強
し
て
、
何
と
か
自
分
た
ち
の
力

で
、
自
分
の
会
社
の
力
で
設
計
か
ら
工
事

ま
で
や
り
遂
げ
よ
う
と
。
も
ち
ろ
ん
専
門

家
の
様
々
な
協
力
は
得
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
基
本
的
に
は
マ
ツ
ザ
キ
の
実
力
で
造

り
上
げ
た
と
い
う
事
業
で
す
。

　

昔
の
発
電
所
は
Ｕ
字
溝
で
水
平
に
水
を

引
い
て
き
て
、
最
後
の
落
と
す
と
こ
ろ
だ

け
パ
イ
プ
に
し
て
い
た
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
諸
般
の
事
情
で
、
最
初
は
そ
う
い
う

設
計
も
考
え
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
事

情
が
あ
っ
て
、
取
水
口
か
ら
ず
っ
と
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
で
引
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の

で
、
ル
ー
ト
的
に
は
や
や
不
自
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
水
平
に
引

い
た
後
、
真
っ
す
ぐ
落
と
す
、
そ
う
い
う

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
水
力
発
電
と
は

（
水
力
発
電
所
の
基
本
形
）

　

水
力
発
電
所
、
特
に
小
水
力
発
電
所
の

基
本
形
と
い
う
の
は
、
今
申
し
ま
し
た
と

お
り
、
取
水
口
か
ら
開
放
水
路
で
ほ
ぼ
水

平
に
、
も
ち
ろ
ん
全
く
水
平
で
す
と
水
は

2. 講演
小水力発電と水循環
－永続性について考える－

中島	大　事務局長

全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議
会

中
島 

大
　
事
務
局
長

講
演
者
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流
れ
ま
せ
ん
の
で
、
５
０
０
分
の
１
と
か

１
，０
０
０
分
の
１
と
い
っ
た
勾
配
を
つ

け
る
わ
け
で
す
が
、
緩
い
勾
配
で
水
を
引

い
て
き
て
、
発
電
所
の
真
上
に
水
槽
を
置

い
て
、
こ
こ
で
一
旦
水
を
安
定
さ
せ
て
、

そ
こ
か
ら
発
電
所
に
水
を
落
と
す
、
こ
う

い
う
造
り
が
水
力
発
電
所
の
基
本
的
な

設
計
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
の

特
に
小
水
力
の
場
合
は
、
取
水
口
の
直
下

に
い
き
な
り
水
槽
を
置
い
て
、
そ
こ
で
水

を
安
定
さ
せ
て
、
そ
こ
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
ず
っ
と
引
い
て
く
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
う
い

う
こ
と
が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、
取
水
堰

を
造
る
と
こ
ろ
は
、
工
事
の
便
の
い
い
と

こ
ろ
で
す
か
ら
、
道
路
が
通
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
発
電
所
は
管
理
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
道
路
が
通
っ
て
い

ま
す
。
山
の
中
な
の
で
、
大
体
林
道
の
一

本
道
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
な
の
で
、
そ
の
林
道
に
パ
イ
プ
を
埋

設
す
る
と
い
う
形
で
引
く
こ
と
が
増
え
て

い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
造
り
方
を
し
よ
う

と
し
て
、
山
の
斜
面
に
発
電
所
に
と
っ
て

都
合
の
い
い
勾
配
で
道
を
つ
け
る
と
な
る

と
、
ど
う
し
て
も
一
か
ら
道
を
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
昔
の
よ
う
に
工
賃
が
安

か
っ
た
時
代
は
、
人
足
が
作
業
し
ま
す
か

ら
、
こ
の
工
法
で
よ
か
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
も
、今
工
事
す
る
と
、全
部
重
機
を
使
っ

て
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
初

に
林
道
を
造
っ
て
、
そ
の
林
道
に
重
機
を

通
し
て
作
業
し
て
水
路
を
造
っ
て
い
く
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
の
で
、
か
え
っ
て
お

金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

最
初
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
う
と
、
既

存
の
林
道
に
埋
め
る
だ
け
な
の
で
仮
設
道

路
の
工
事
が
要
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
昔
は
、
パ
イ
プ

は
鉄
管
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
非
常
に
値

段
が
高
く
、
人
足
の
方
が
セ
メ
ン
ト
な
ど

を
運
ん
で
行
っ
て
、
現
場
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
っ
た
り
し
て
Ｕ
字
溝
を
作
る
ほ
う
が

安
上
が
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
管
が
使
え
ま
す
の
で
、
最
初

か
ら
パ
イ
プ
で
引
っ
張
っ
た
ほ
う
が
安
い

と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
関
係
し
て
い
て
、

最
近
は
最
初
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使

う
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
松

崎
さ
ん
の
場
合
、
ち
ょ
っ
と
特
殊
な
の
は
、

ル
ー
ト
は
昔
ど
お
り
の
ル
ー
ト
で
引
っ

張
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
工
事
の
や
り
方

と
し
て
は
、
ず
っ
と
パ
イ
プ
で
引
っ
張
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
が

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
な
と
い
う
と
こ

ろ
に
な
り
ま
す
。

小
水
力
発
電
と
は
（
水
車
と
堰
）

　

水
車
は
、
タ
ー
ゴ
水
車
と
呼
ば
れ
る
タ

イ
プ
を
使
っ
て
い
て
、
２
本
の
パ
イ
プ
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
互
い
違
い
に
ず
れ
て
い
る

位
置
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
を
び
ゅ
っ
と
吹
き
つ

け
ま
し
て
、
そ
れ
で
中
に
入
っ
て
い
る
水

車
を
回
し
て
、
そ
の
水
車
が
こ
の
軸
を
通

し
て
発
電
機
を
回
す
、
そ
う
い
う
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。
水
車
と
い
う
言
葉
で
す

け
れ
ど
も
、
一
般
の
方
が
水
車
と
聞
く
と
、

多
分
、
江
戸
時
代
か
ら
あ
る
よ
う
な
、
大

き
な
木
で
で
き
た
ぐ
る
ぐ
る
回
る
も
の
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
多
い
と
思
う
の
で
す

け
れ
ど
も
、
水
力
発
電
を
や
っ
て
い
る
人

間
は
、
水
車
と
い
う
と
、
と
に
か
く
水
の

力
で
回
転
す
る
も
の
は
全
て
水
車
と
呼
び

ま
す
の
で
、
木
で
で
き
た
大
き
な
も
の
よ

り
は
、
む
し
ろ
鉄
で
で
き
て
、
ケ
ー
シ
ン

グ
の
中
に
入
っ
て
い
て
高
速
回
転
す
る
、

タ
ー
ビ
ン
水
車
と
も
い
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
う
も
の
の
ほ
う
が
一
般
的
で
、

我
々
は
そ
れ
も
水
車
と
い
う
呼
び
方
を
し

て
い
ま
す
。

　

取
水
堰
の
工
事
を
す
る
際
は
、
馬
野
川

と
い
う
川
の
両
側
に
ま
ず
護
岸
を
造
っ

た
上
で
、
堰
を
造
っ
て
、
そ
こ
で
水
を
取

る
と
い
う
工
事
を
し
ま
し
た
。
小
水
力
と

い
う
と
、
環
境
影
響
が
小
さ
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

一
般
の
方
が
こ
の
よ
う
な
工
事
を
見
る
と
、

結
構
川
を
い
じ
っ
て
い
る
な
、
環
境
に
大

き
な
変
化
を
与
え
て
い
る
な
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
力
を
や
っ
て
い

る
人
間
か
ら
す
る
と
、
ご
く
ご
く
小
規
模

で
、
か
わ
い
ら
し
い
工
事
だ
な
と
思
う
の

で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
こ
の
程
度

の
工
事
は
や
ら
な
い
と
、
な
か
な
か
川
か

ら
水
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
そ
の
辺
は
御
容
赦
い
た
だ
け
た
ら
な

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

河
川
と
い
う
の
は
、
当
た
り
前
で
す
け

ど
、
地
形
の
中
で
一
番
低
い
と
こ
ろ
を
水

が
流
れ
る
の
で
、
河
川
の
水
を
取
り
出
そ

う
と
す
る
と
、
ポ
ン
プ
を
使
わ
な
い
限
り
、

普
通
に
真
っ
す
ぐ
に
は
取
り
出
せ
な
い
わ

け
で
す
。
な
の
で
、
堰
を
造
っ
て
水
面
を

持
ち
上
げ
て
、
水
面
を
持
ち
上
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
川
の
横
に
水
を
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
で
す
か
ら
、
ど

う
し
て
も
あ
る
程
度
の
高
さ
、
１
メ
ー
ト

ル
と
か
１.
５
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
高
さ

の
堰
を
造
ら
な
い
と
、
川
か
ら
水
を
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

堰
に
は
転
倒
堰
と
い
う
の
を
造
っ
て
い

て
、
こ
の
転
倒
堰
は
、
大
雨
が
降
っ
た
と

き
に
倒
し
て
、
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
谷
あ
い

の
川
な
の
で
、
転
倒
堰
ま
で
造
る
必
要
が

あ
る
か
ど
う
か
ち
ょ
っ
と
分
か
り
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
河
川
管
理
上
、
大

雨
の
と
き
は
堰
を
倒
し
て
水
を
流
す
よ
う

に
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
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取
水
し
た
水
は
す
ぐ
下
の
水
槽
で
一
旦

安
定
さ
せ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
水
槽

に
は
除
じ
ん
機
と
い
う
ご
み
取
り
装
置

が
つ
い
て
い
ま
す
。
落
ち
葉
だ
と
か
、
そ

う
い
う
細
か
な
ご
み
を
取
り
除
く
の
に
使

う
の
が
、
除
じ
ん
機
で
す
。
ま
た
、
水
槽

は
少
し
大
き
め
に
作
っ
て
お
い
て
、
水
を

ゆ
る
く
流
す
こ
と
で
水
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
砂
、
小
さ
な
砂
を
沈
め
て
お
き
ま
す
。

水
車
に
砂
が
当
た
る
と
、
摩
耗
が
激
し
く

な
っ
て
水
車
が
傷
み
ま
す
の
で
、
こ
の
水

槽
で
砂
を
沈
め
、
時
々
ゲ
ー
ト
を
開
い
て

土
砂
を
捨
て
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。

小
水
力
発
電
と
は
（
水
路
ル
ー
ト
）

　

水
路
の
ル
ー
ト
で
す
け
ど
、
昔
の
ル
ー

ト
は
も
う
使
え
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
新
た
に
開
削
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

山
の
斜
面
を
切
り
開
い
て
水
路
の
ル
ー
ト

を
つ
け
る
と
い
う
工
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

仮
設
道
路
を
造
っ
た
後
、
そ
こ
に
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
を
敷
設
し
て
、
路
肩
の
部
分

は
、
布
団
か
ご
と
い
う
金
網
に
石
を
詰
め

た
か
ご
を
道
の
横
の
と
こ
ろ
に
積
み
上

げ
て
、
管
の
上
に
土
砂
を
か
ぶ
せ
て
覆
土

す
る
。
こ
う
い
う
工
作
物
を
造
る
と
き
は
、

大
雨
と
か
災
害
で
壊
れ
な
い
よ
う
に
、
も

ち
ろ
ん
最
低
限
壊
れ
な
い
よ
う
に
は
す
る

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
お
金
を
か

け
る
と
足
が
出
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
小

水
力
の
場
合
は
、
林
道
と
か
作
業
道
の
つ

も
り
で
造
っ
て
、
も
し
崩
れ
た
ら
す
ぐ
に

復
旧
工
事
す
れ
ば
い
い
と
。
永
久
構
造
物

を
造
る
の
で
は
な
く
て
、
傷
ん
だ
ら
修
理

す
る
と
い
う
考
え
方
で
や
ら
な
い
と
、
な

か
な
か
経
済
性
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

土
を
か
ぶ
せ
た
後
、
皆
さ
ん
が
歩
い
て

い
る
下
に
パ
イ
プ
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
金
が
か
か
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
谷
は
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
す
が
、
小

さ
な
谷
は
ど
う
し
て
も
２
つ
３
つ
飛
ば
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
必
要
に
応
じ
て
、
水

管
橋
と
い
う
Ｈ
鋼
の
上
に
ポ
リ
管
を
載
せ

る
と
い
っ
た
形
で
こ
こ
で
は
飛
ば
し
て
い

ま
す
。

事
業
ス
キ
ー
ム

　

事
業
の
ス
キ
ー
ム
と
言
っ
て
は
な
ん
で

す
け
ど
、
基
本
的
に
は
社
長
の
松
崎
さ
ん

が
全
体
を
取
り
仕
切
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
水
資
源

は
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
生
か
す
と
い

う
志
で
始
め
て
い
る
事
業
で
す
。
こ
れ
は
、

事
業
を
始
め
る
初
期
の
段
階
で
、
県
と
も

協
議
す
る
中
で
つ
く
っ
た
ス
キ
ー
ム
な
の

で
、
実
際
に
は
大
分
変
わ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
最
初
の
段
階
の
資
料
で
御
説

明
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
発
電
所
を
運
営
す

る
み
え
里
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
と
い

う
会
社
と
、
そ
れ
と
別
に
基
金
を
地
域
の

た
め
に
生
か
す
た
め
の
法
人
を
地
元
で
つ

く
っ
て
、
そ
こ
に
お
金
を
、
収
益
の
一
部

を
基
金
と
し
て
地
元
の
公
益
団
体
に
渡

す
こ
と
で
、
そ
れ
が
地
域
で
生
か
さ
れ
る
、

そ
う
い
っ
た
形
の
ス
キ
ー
ム
を
考
え
て
始

め
た
事
業
で
す
。
で
す
か
ら
、
基
本
的
に

は
地
元
伊
賀
市
に
あ
る
建
設
会
社
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
域
貢
献
型
で
進
め
た
事
業

と
言
っ
て
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

永
続
性

　

次
に
、
永
続
性
の
話
な
の
で
す
け
れ
ど

も
、
昨
今
、
特
に
令
和
３
年
の
夏
に
土
砂

崩
れ
が
あ
っ
た
関
係
で
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
施
設
が
災
害
の
原
因
に
な
っ
た

ら
ま
ず
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ち
こ
ち
で
色
々
な
障

害
が
起
き
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
施
設
を

放
棄
し
て
い
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
と

い
う
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
体
が
ち
ょ
っ
と
疑
い
の
目

で
見
ら
れ
て
い
る
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
水
力
と
い
う
の
は
最

も
古
く
か
ら
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す

し
、し
か
も
、水
資
源
と
い
う
地
域
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
資
源
を
扱
う
、
水
イ
ン
フ

ラ
と
も
関
わ
っ
て
く
る
事
業
な
の
で
、
多

分
こ
の
永
続
性
の
議
論
と
い
う
の
は
水
を

や
っ
て
い
る
人
間
が
唱
え
て
い
く
責
任

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思
っ
て
い

る
の
で
、
後
半
は
そ
の
話
を
い
た
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
太
陽
光
も
風
力
も
永
続
し
な

か
っ
た
ら
意
味
が
な
い
。
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

20
年
続
け
た
ら
廃
止
し
て
い
い
と
い
う
話

で
は
な
く
て
、
皆
さ
ん
永
続
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
は
、
永
続

慣
れ
し
て
い
る
と
い
う
か
、
長
い
年
月
維

持
・
管
理
・
運
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
も

と
も
と
頭
に
し
み
つ
い
て
い
る
水
力
の
人

間
と
し
て
ち
ょ
っ
と
問
題
を
整
理
し
て
み

た
い
、
そ
う
い
う
趣
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

固
定
価
格
買
取
り
制
度
で
は
、
特
に
太

陽
光
に
つ
い
て
、
20
年
た
っ
て
廃
止
す
る

の
で
あ
れ
ば
撤
去
費
用
を
積
み
立
て
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

北原発電所（宮城県柴田郡川崎町）
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す
が
、
本
当
に
20
年
で
や
め
て
い
い
の
で

す
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
20
年
で
や
め

て
し
ま
う
と
、
２
０
３
０
年
に
は
効
果
が

あ
っ
て
も
、
２
０
５
０
年
に
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
、
そ
れ
じ
ゃ
話
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

水
力
の
歴
史
を
ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
事
業
用
、
自
家
発
電
で
は

な
く
て
、
電
気
を
売
る
事
業
と
し
て
行

わ
れ
た
発
電
所
の
歴
史
で
す
け
れ
ど
も
、

日
本
で
一
番
古
い
の
は
、
１
８
９
２
年
、

19
世
紀
で
す
ね
。
京
都
市
が
造
っ
た
蹴

上
発
電
所
、
琵
琶
湖
か
ら
京
都
市
内
に

水
を
引
く
琵
琶
湖
疏
水
を
造
る
と
き
に

併
せ
て
造
ら
れ
た
発
電
所
で
、
造
っ
た

当
時
は
１
６
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
け
ど
、

今
は
た
し
か
５
，０
０
０
ぐ
ら
い
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
拡
張
し
な
が
ら
、

今
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
０
７
年

に
は
東
京
発
電
の
駒
橋
発
電
所
が
造
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、
東
京
市
に
電
気

を
供
給
す
る
発
電
所
な
の
で
す
が
、
70
キ

ロ
離
れ
た
、
今
で
い
う
山
梨
県
大
月
市
に

発
電
所
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
河
川
自
体
も

相
模
川
の
上
流
部
な
の
で
、
東
京
を
流
れ

て
い
な
い
川
で
、
遠
距
離
送
電
の
始
ま
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
発
電

所
の
す
ぐ
近
く
に
直
接
供
給
し
て
い
た
電

気
を
、
大
月
で
発
電
し
た
電
気
を
早
稲
田

の
変
電
所
ま
で
、
１
万
５
，０
０
０
ボ
ル

ト
で
引
っ
張
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
変
電
し

て
、
配
電
線
で
東
京
市
内
に
電
気
を
供
給

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
で
使
う

小
規
模
な
発
電
所
と
遠
距
離
送
電
を
す
る

大
規
模
な
発
電
所
、
両
方
と
も
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
馬
野
川
発
電
所
も
大
正
年
間

に
村
の
皆
さ
ん
が
造
っ
た
発
電
所
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
が
農
山
村
の
電
源
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
東

京
の
よ
う
な
大
都
市
は
、
東
京
で
い
え
ば
、

福
島
県
と
か
新
潟
県
の
発
電
所
か
ら
東
京

ま
で
持
っ
て
く
る
、
そ
う
い
う
開
発
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
小
規
模
な
地

域
、
地
産
地
消
型
の
発
電
所
は
ど
ん
ど
ん

廃
止
さ
れ
て
い
っ
て
、
さ
ら
に
、
発
電
所

の
ほ
う
も
、
水
力
か
ら
火
力
、
さ
ら
に
原

子
力
に
比
重
が
移
っ
て
い
っ
て
、
大
規
模

な
発
電
所
か
ら
ど
ん
ど
ん
配
っ
て
い
く
、

そ
う
い
う
集
中
型
シ
ス
テ
ム
が
広
が
っ
て

い
っ
た
、
こ
れ
が
つ
い
最
近
ま
で
の
歴
史

で
す
。
そ
れ
が
今
日
、
温
暖
化
の
問
題
で

す
と
か
、
あ
る
い
は
地
産
地
消
、
地
域
振

興
の
問
題
で
す
と
か
、
そ
う
い
っ
た
問
題

意
識
の
下
で
、
新
し
い
時
代
の
農
山
村
の

電
力
開
発
と
い
う
こ
と
が
叫
ば
れ
る
よ
う

な
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に
私

は
整
理
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
の
一
番
古
い
水
力
発
電
所
は
、
明

治
21
年
（
１
８
８
８
年
）
の
三
居
沢
発
電

所
と
い
う
、
宮
城
紡
績
と
い
う
工
場
の
自

家
発
電
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
初

期
の
頃
は
と
も
か
く
、
明
治
40
年
に
な
る

と
、
こ
の
年
に
造
ら
れ
た
13
か
所
の
水
力

発
電
所
の
う
ち
12
か
所
が
今
で
も
運
転
し

て
い
る
。
こ
れ
が
水
力
発
電
ら
し
さ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
１
か
所
廃
止
し
た

と
こ
ろ
が
ど
う
い
う
事
情
で
廃
止
し
た
の

か
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
水
力
発

電
所
と
い
う
の
は
一
度
造
っ
た
ら
廃
止

し
な
い
。
少
な
く
と
も
設
計
と
か
開
発
に

携
わ
っ
て
い
る
人
間
は
、
一
度
造
っ
た
ら

ず
っ
と
使
う
と
い
う
つ
も
り
で
開
発
に
関

わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
水
力
の
魅
力
と
い

い
ま
し
ょ
う
か
ね
、
永
続
性
の
あ
る
資
源

開
発
っ
て
そ
う
い
う
も
の
だ
よ
ね
、
そ
う

い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
用
水
路
の
活
用

　

最
後
に
ち
ょ
っ
と
農
業
用
水
と
の
関
わ

り
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

農
業
用
水
と
い
う
の
は
日
本
で
一
番
古

い
水
利
用
、
あ
る
い
は
、
日
本
に
限
ら
ず
、

世
界
中
多
く
の
農
業
、
か
ん
が
い
農
業
を

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
多

分
５
０
０
年
、
１
，０
０
０
年
と
い
う
歴

史
の
あ
る
農
業
用
水
が
活
躍
し
て
い
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
な
農
業
用
水
路
は
、
全
国
に
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
当
然
、
上
流
部
の
小
さ

な
山
村
な
の
で
、
農
家
数
も
減
っ
て
い
る

し
、
人
口
も
も
ち
ろ
ん
減
っ
て
い
る
。
人

口
が
減
っ
て
く
る
と
、
水
路
の
維
持
管
理

費
が
ま
す
ま
す
重
い
負
担
に
な
っ
て
く

る
。
山
間
地
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
小
規

模
な
山
崩
れ
は
二
、三
年
に
１
回
、
下
手

す
る
と
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
、
そ
れ

を
抜
本
的
に
修
理
す
る
ほ
ど
の
予
算
が
な

か
な
か
取
れ
な
い
の
で
、
コ
ル
ゲ
ー
ト
管

と
か
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
仮
設
で

修
復
し
な
が
ら
何
と
か
水
路
を
維
持
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
川
に
は
ま
だ
水
が
十
分

余
裕
が
あ
る
。
山
間
地
な
の
で
、
農
地
が

狭
い
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
水

は
要
ら
な
い
の
で
、
ま
だ
ま
だ
川
に
水
が

残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
既
存
の
水
路
の

ル
ー
ト
を
使
っ
て
水
力
発
電
を
や
る
。
川

か
ら
水
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
、
大
き
な
水

路
を
造
っ
て
下
流
に
流
し
て
、
農
業
用
水

を
優
先
的
に
農
業
に
使
い
、
残
っ
た
水
で

発
電
を
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
で
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
計
画
し
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
農
業
用
水

の
利
用
と
い
う
と
、
最
初
は
従
属
利
用
と

い
っ
て
、
農
業
用
水
、
一
切
変
化
さ
せ
な

い
や
り
方
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

こ
こ
7
〜
8
年
、
空
き
断
面
利
用
と
い
っ

て
、
農
業
用
水
路
の
中
に
発
電
専
用
の
水

を
流
す
、
た
だ
し
農
業
用
水
路
そ
れ
自
体

に
は
大
き
く
手
を
つ
け
な
い
と
い
う
や
り
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方
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ

で
非
常
に
効
果
的
な
開
発
方
法
で
す
。
た

だ
、
私
と
し
て
は
、
そ
こ
に
相
乗
り
と
い

う
や
り
方
で
、
つ
ま
り
、
今
あ
る
水
路
を

全
面
改
修
し
て
、
今
流
れ
て
い
る
水
の
量

の
５
倍
か
ら
10
倍
ぐ
ら
い
の
水
を
流
し
て
、

も
ち
ろ
ん
農
業
用
水
は
供
給
し
て
、
残
っ

た
４
倍
と
か
９
倍
の
水
で
発
電
す
る
。
そ

う
い
う
ふ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農

業
用
水
も
維
持
さ
れ
る
し
、
発
電
の
事
業

の
収
益
も
上
が
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
あ
る

程
度
地
域
貢
献
も
で
き
る
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
考
え
て
い
て
、
こ
れ
を
相
乗
り
と

い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
従
属
と
か
空
き
断
面
と
言
い
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
上
流
部
の
取
水
堰
か
ら

引
っ
張
っ
て
き
た
水
を
、
農
業
用
水
路
自

体
に
落
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
田
ん
ぼ
に

行
く
水
に
合
わ
せ
て
成
り
行
き
で
発
電

を
す
る
、
こ
れ
を
従
属
と
い
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
代
か
き
期
、
田
植
の
時
期

は
水
を
た
く
さ
ん
使
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

真
夏
に
な
る
と
水
の
量
は
半
分
ぐ
ら
い
に

減
り
ま
す
し
、
冬
は
ほ
と
ん
ど
水
を
使
わ

な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
水

路
の
断
面
が
空
い
て
い
ま
す
。
そ
の
水
路

に
、
田
ん
ぼ
の
一
番
最
盛
期
、
田
植
の
時
期

と
同
じ
だ
け
の
水
の
量
を
１
年
中
流
し
て

お
い
て
、
田
ん
ぼ
で
使
わ
な
い
水
は
分
岐

し
て
落
と
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
空
き
断

面
利
用
と
い
い
ま
す
。
通
年
で
な
ら
せ
ば

農
業
用
水
路
と
い
う
の
は
空
き
断
面
の
ほ

う
が
多
い
で
す
。
田
ん
ぼ
で
集
中
的
に
水

を
使
う
時
期
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

使
え
る
水
の
量
も
空
き
断
面
の
ほ
う
が
多

く
な
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
、
落
差
で
す
ね
。

水
路
の
落
と
す
水
の
落
差
も
空
き
断
面
の

ほ
う
が
大
き
く
取
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

出
力
的
に
も
従
属
利
用
よ
り
は
空
き
断
面

の
ほ
う
が
か
な
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ

う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
推
奨
し
て
い
る
相
乗
り
利
用
と
い

う
の
は
、
水
路
自
体
を
発
電
に
合
わ
せ
て

太
く
し
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
考
え
方
で

す
。
川
の
水
の
量
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
水

路
を
大
き
く
し
て
水
の
量
を
増
や
し
て
、

さ
ら
に
強
力
な
発
電
を
行
う
。
も
ち
ろ
ん

水
路
の
維
持
管
理
は
発
電
所
が
責
任
を
負

い
ま
す
か
ら
、
農
家
の
負
担
も
減
る
、
そ

う
い
う
や
り
方
に
な
り
ま
す
。

調
整
池
の
活
用

　

あ
と
、
貯
水
と
い
う
こ
と
も
今
考
え
て

い
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

で
今
非
常
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
変
動
す
る
再
エ
ネ
を
ど
う
や
っ
て

調
整
す
る
か
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
ま
だ
ま
だ

高
い
で
す
。
水
は
た
め
ら
れ
る
の
で
、
何

と
か
水
を
ロ
ー
コ
ス
ト
で
た
め
て
、
そ
れ

を
生
か
せ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
今
考
え

て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
時
間
も
限
ら
れ
て
き
た
の
で
、

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
す
る

と
長
く
な
り
ま
す
か
ら
、
短
く
し
ま
す
が
、

水
を
た
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
１
日
の
中

で
も
電
気
代
が
高
い
時
間
帯
と
安
い
時
間

帯
が
あ
る
の
で
、
電
気
代
の
安
い
時
間
帯

に
水
を
た
め
て
、
高
い
時
間
帯
に
放
流
す

れ
ば
、
僅
か
な
貯
水
量
、
例
え
ば
30
分
と

か
１
時
間
分
の
貯
水
量
で
も
そ
れ
な
り
の

経
済
効
果
が
出
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
し
た
。

　

出
な
り
発
電
と
い
う
の
が
一
切
貯
水

を
し
な
い
場
合
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
結
果
、
売
る
電
気
代
の
平
均
価
格
が

９.
０
５
円
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
30

分
の
貯
水
力
が
あ
る
と
、
０.
２
円
ぐ
ら

い
、
０.
２
３
円
高
く
売
れ
る
。
１
時
間

の
貯
水
能
力
が
あ
る
と
、
０.
４
円
高
く

売
れ
る
と
い
う
こ
と
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
棚
田
を
調
整
池

に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
棚
田
調
整
池

発
電
で
、
山
間
地
の
上
の
ほ
う
に
あ
る
棚

田
は
や
は
り
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
改
修
し

て
貯
水
池
に
使
っ
た
ら
ど
う
か
、
そ
う

い
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
す
。
実
際
こ
れ
に
つ

い
て
も
で
き
な
い
か
と
、
検
討
し
て
い
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
と
い
う
の
は
、

季
節
に
よ
っ
て
必
要
性
に
差
が
あ
る
も
の

で
す
か
ら
、
必
要
性
の
低
い
時
期
に
発
電

用
の
調
整
池
と
し
て
使
え
な
い
か
、
そ
ん

な
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
調
整
池
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
発
電
側
の
収
益
を

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
維
持
管
理
費
に
回
せ

る
と
い
う
こ
と
で
、
農
業
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
出
て
く
る
は
ず
だ
、
そ
う
い
う

考
え
方
で
す
。

上
水
道
の
活
用

　

今
、
農
業
の
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

農
業
以
外
に
も
、
例
え
ば
水
道
を
使
っ
た

発
電
、
こ
れ
も
全
国
に
事
例
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ダ
ム
放
流
水
を
使
っ
た
発
電
、

こ
れ
も
全
国
に
事
例
が
あ
り
ま
す
。
後
半

七ヶ用水発電所（石川県能美郡川北町）
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の
テ
ー
マ
は
永
続
性
だ
と
申
し
上
げ
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
考
え
て
み
ま
す
と
、
農
業

用
水
は
、
１
，０
０
０
年
、
５
０
０
年
と

い
う
歴
史
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
、
基
本
的
に

は
廃
止
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
で
す

よ
ね
。
永
続
性
で
考
え
て
い
ま
す
。
水
道

も
同
じ
で
す
。
廃
止
す
る
前
提
で
水
道
を

造
る
自
治
体
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
が

住
ん
で
い
る
限
り
、
そ
の
水
道
管
は
修
理

し
な
が
ら
永
続
さ
せ
る
と
い
う
つ
も
り
で

造
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
も
同
じ
で
す
。
例

外
的
に
ダ
ム
を
撤
去
す
る
と
い
う
こ
と
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
基
本
的
に

ダ
ム
も
廃
止
し
な
い
前
提
で
造
っ
て
い

ま
す
。
水
資
源
仲
間
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、

小
水
力
の
目
か
ら
見
て
、
い
ろ
ん
な
水
資

源
利
用
の
仲
間
は
皆
さ
ん
や
は
り
永
続
性

を
前
提
に
造
っ
て
い
る
。
小
水
力
発
電
所

も
も
ち
ろ
ん
廃
止
す
る
つ
も
り
で
造
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
っ

た
水
資
源
利
用
の
永
続
性
と
い
う
こ
と
の

中
に
水
力
発
電
所
も
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
利
益
が
、
水
循
環
シ

ス
テ
ム
、
地
域
の
水
シ
ス
テ
ム
を
生
か
す

一
助
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
じ
ゃ
な

い
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
、
総
合

的
に
、
昔
は
水
資
源
総
合
開
発
と
い
う
と
、

国
交
省
が
出
て
き
て
、
す
ご
く
大
規
模
に

や
る
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
小
さ
な

山
村
の
水
資
源
総
合
開
発
み
た
い
な
、
そ

う
い
う
ア
イ
デ
ア
で
進
め
て
い
け
た
ら
い

い
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
と
め

　

大
阪
狭
山
市
に
狭
山
池
と
い
う
池
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
で
最
古
の
ダ
ム
で
、

今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
農
業
用
の
ダ
ム

で
す
。
造
ら
れ
た
の
が
推
古
天
皇
の
時
代

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
１
，
４
０
０

年
ぐ
ら
い
前
で
す
ね
。
推
古
天
皇
の
時
代

に
造
ら
れ
た
ダ
ム
が
、
年
々
改
修
を
し
て
、

断
面
を
発
掘
す
る
と
、
い
つ
の
改
修
、
い

つ
の
改
修
と
、
何
通
り
も
出
て
く
る
ら
し

い
で
す
。
ま
だ
私
は
博
物
館
に
行
っ
た
こ

と
な
い
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
、
地
元
に
博
物

館
が
あ
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
行
か

れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
狭
山
池

の
水
を
仁
徳
天
皇
陵
の
お
堀
に
運
ぶ
た
め

に
、
芦
ヶ
池
水
路
と
い
う
水
路
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
で
き
た
か
と
い
う
明
確
な
記
録

は
な
い
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
す

る
と
１
，
４
０
０
年
前
、
推
古
天
皇
の
時

代
に
ダ
ム
を
造
っ
て
、
そ
れ
を
当
時
既
に

存
在
し
て
い
た
仁
徳
天
皇
陵
の
お
堀
、
こ

れ
も
農
業
用
た
め
池
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
引
く
水
路
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
千
何
百
年

た
っ
て
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
を
引
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
昔
の
土
を
掘
っ
た
水
路
か
ら
こ

う
い
う
パ
イ
プ
に
し
て
、
駅
の
上
を
今
で

も
通
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
今
は
こ

の
先
に
は
農
地
が
な
い
の
で
、
農
業
用
水

と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
も
歴
史
的
遺
物
と
し
て
堺
市
の
皆

さ
ん
が
維
持
管
理
を
し
て
い
る
、
そ
う
い

う
水
路
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
１
，
４
０
０
年

後
の
子
孫
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

以
上
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【
三
橋
さ
ゆ
り
氏
（
内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部

事
務
局
事
務
局
長
）】

　

辻
村
先
生
、
中
島
先
生
、
御
講
義
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
辻
村
先

生
に
お
伺
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
に
は
、
気
候
変
動
が
地
下
水
に
与
え

る
様
々
な
影
響
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
応

す
る
適
応
策
に
つ
い
て
、
事
例
も
踏
ま
え

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
下

水
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
お

話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
地
下

水
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
大
変
多
く
て
、

地
方
公
共
団
体
、
関
係
す
る
民
間
の
方
々

も
そ
こ
が
悩
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先

生
が
こ
れ
ま
で
各
地
の
現
場
を
回
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
御
覧
に
な
っ
て
、

地
域
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
実
態
、
違
い

が
あ
っ
た
の
か
、
今
日
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の

事
例
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
っ
た
事
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
と

大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
辻
村
真
貴
氏
（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）】

　

今
日
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
事
例
を
お
見
せ

し
ま
し
た
。
初
め
て
行
っ
た
と
き
は
、
貯

水
池
か
ら
入
っ
て
く
る
水
で
地
下
水
を
涵

養
す
る
と
い
う
の
は
最
初
何
を
言
わ
れ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
く
て
、
そ
も
そ
も
ダ

ム
が
漏
水
す
る
と
い
う
の
は
ダ
ム
と
し
て

は
失
敗
事
例
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

失
敗
し
て
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
思
っ
た
ら
、
あ
る
程
度
そ
れ
は
し
み

込
み
や
す
い
、
漏
水
が
起
こ
る
と
こ
ろ
に

ダ
ム
を
造
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し
た

の
で
、
そ
う
い
う
使
い
方
も
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
国
内
に
目
を
転
じ
て
み
ま
す

と
、
水
田
を
冬
場
使
っ
て
い
な
い
状
態
で

す
の
で
、
そ
こ
に
河
川
か
ら
水
を
通
し
て
、

水
田
か
ら
地
下
水
を
冬
場
涵
養
す
る
と
い

う
よ
う
な
施
策
も
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
地
域
も
あ

る
一
方
で
、
水
利
権
の
問
題
か
ら
河
川
の

水
を
水
田
に
引
く
と
い
う
こ
と
自
体
が
な

か
な
か
難
し
い
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
非
常
に
難
し
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

国
内
で
地
下
水
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
地
域
と
い
う
の
は
、

実
は
か
つ
て
は
ど
こ
か
で
問
題
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
、
例
え
ば
汚
染
の
問
題
が
か
つ
て

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
、
あ
る
い
は
水
を
く

み
上
げ
過
ぎ
て
井
戸
涸
れ
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
問
題
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
き

て
、
今
、
成
功
事
例
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
と
い
う
の
が
共
通
項
と
し
て
あ
る
と
い

う
こ
と
も
気
づ
い
た
点
で
は
ご
ざ
い
ま
す
。

【
三
橋
さ
ゆ
り
氏
（
内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事

務
局
事
務
局
長
）】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に

様
々
な
事
情
が
あ
る
中
で
悩
み
を
抱
え
な

が
ら
、
克
服
し
て
き
た
地
域
も
あ
り
ま
す

し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
直
面
し
て
い
く
地
域
、

様
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
や
は

り
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
て
い
く
と

い
う
の
は
、
関
係
者
が
悩
み
を
共
有
し
な

が
ら
、
一
緒
に
解
決
策
を
考
え
て
い
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
何
か
う
ま
く
折
り
合
う

点
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
と
、
そ
う
い
う

作
業
が
こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
全
国
に
流
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
進
め
て
い
く
上
で
、
留
意
点

や
注
意
点
、
コ
ツ
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
辻
村
真
貴
氏
（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）】

　

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
地
下
水

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
言
っ
て
し
ま
う
と
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
、
特
に
広
報

さ
れ
る
の
は
成
功
事
例
が
多
い
の
で
、
な

か
な
か
失
敗
事
例
は
表
に
出
て
こ
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
一
方

で
、
で
き
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
さ
ん
で
も
少
な
か
ら
ず
あ
り

ま
し
て
、
例
え
ば
、
ど
こ
の
市
区
町
村
で

も
井
戸
は
あ
り
ま
す
の
で
、
井
戸
の
水
位

を
測
る
と
い
う
の
は
ど
こ
で
も
で
き
る
こ

3. 質疑応答・まとめ
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と
で
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
今
あ
る
成
功

事
例
が
到
達
目
標
で
は
な
く
て
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
、
小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
か

ら
始
め
る
と
い
う
の
が
肝
要
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
三
橋
さ
ゆ
り
氏
（
内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事

務
局
事
務
局
長
）】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

中
島
先
生
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
気
候
変
動
の
緩
和
策
と
し
て
注

目
を
集
め
ま
す
小
水
力
発
電
の
導
入
の
今

後
の
方
向
性
、
事
例
に
つ
き
ま
し
て
御
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
小
水
力

発
電
の
黎
明
期
の
頃
か
ら
ず
っ
と
活
動
さ

れ
て
お
り
ま
し
て
、
様
々
な
事
例
を
御
存

じ
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
御
参
加
の
方
々

は
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
小
水
力
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
始
め

て
い
っ
た
ら
い
い
か
な
ど
共
通
の
悩
み
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
様
々
御
覧
に
な
っ

て
き
た
中
で
、
印
象
に
残
っ
て
お
ら
れ
る

よ
う
な
現
場
な
ど
あ
れ
ば
、
御
教
示
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
中
島
大
氏
（
全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議
会
事
務
局
長
）】

　

今
日
は
地
元
の
建
設
業
者
の
方
が
開
発

し
た
事
例
を
御
紹
介
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

私
た
ち
の
団
体
と
し
て
は
、
で
き
れ
ば
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
力
を
合

わ
せ
て
、
自
分
た
ち
の
資
源
と
し
て
開
発

す
る
の
が
一
番
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
成
功
事
例
、比

較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、

岐
阜
県
の
郡
上
市
の
石
徹
白
地
区
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
Ｉ
タ
ー
ン

で
入
っ
て
き
た
若
い
方
を
中
心
に
し
て
と

に
か
く
地
域
振
興
を
何
と
か
し
な
い
と
い

け
な
い
、
小
学
校
が
廃
校
に
な
る
寸
前
の

状
態
で
何
と
か
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で

皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
Ｉ
タ
ー
ン
の

人
口
も
増
や
し
、
幸
い
小
学
校
も
存
続
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
起
爆
剤
に
な
っ

た
の
が
水
力
発
電
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

が
力
を
合
わ
せ
て
、
従
属
発
電
所
も
造
り
、

空
き
断
面
も
造
り
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
開
発
を
し
ま
し
た
。
そ
の
空
き
断

面
発
電
所
が
、１
３
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ぐ
ら
い

の
も
の
を
地
元
の
組
合
で
、
地
元
の
人
た

ち
が
発
電
用
農
業
協
同
組
合
を
つ
く
っ
て
、

そ
れ
で
開
発
し
た
と
い
う
す
ば
ら
し
い
事

例
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
地
域
で
皆

さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
と
い
う
ケ
ー
ス
が

幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
な
か
な
か
数

が
増
え
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

【
三
橋
さ
ゆ
り
氏
（
内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事

務
局
事
務
局
長
）】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
ま

す
と
、
そ
う
し
た
様
々
な
事
例
を
御
覧
に

な
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
小
水
力
発
電
を

全
国
に
広
め
て
い
く
た
め
の
道
筋
、
展
望

を
お
示
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
中
島
大
氏（
全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議
会
事
務
局
長
）】

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
政
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
や
る
と
う
ま
く
い
っ
た
事
例
は
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
住
民
の
皆
さ
ん
の
自

発
的
な
活
動
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
う
ま
く

い
っ
て
い
る
事
例
が
少
な
い
と
と
い
う
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ

ん
が
自
分
た
ち
で
や
る
の
が
一
番
望
ま
し

い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
小
水
力

と
い
っ
て
も
、
事
業
性
の
あ
る
も
の
を
造

る
と
な
る
と
、
億
単
位
の
お
金
が
か
か
っ

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
何
か
す

る
と
い
う
と
き
に
、
億
と
な
る
と
ど
う
し

て
も
抵
抗
感
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
に
、

投
資
す
る
前
に
必
ず
事
前
調
査
を
し
な

い
と
、
水
力
発
電
は
建
設
費
が
ど
れ
だ
け

か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

も
や
は
り
何
百
万
、
場
合
に
よ
っ
て
は
何

千
万
と
い
う
お
金
が
必
要
に
な
っ
て
、
そ

こ
に
踏
み
切
れ
な
い
。
地
元
の
皆
さ
ん
が

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
が
理
想
だ
け
れ
ど

も
、
ど
う
や
っ
た
ら
そ
の
道
筋
を
つ
く
れ

る
か
と
い
う
の
は
、
私
も
模
索
中
で
し
て
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

た
だ
、
難
し
い
と
言
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
今
日
、
建
設
会
社
の
例
を
出
し

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
水
利
と
い
う

の
は
土
木
、
建
設
の
世
界
で
す
か
ら
、
比

較
的
建
設
会
社
の
方
は
理
解
が
早
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
中
で
あ
る

程
度
ま
と
ま
っ
た
規
模
で
事
業
を
起
こ

す
と
い
う
と
、
や
は
り
山
間
地
に
な
る
と
、

そ
ん
な
に
大
き
な
産
業
は
な
い
の
で
、
建

設
会
社
が
動
く
と
話
が
早
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
建
設
会
社
に
限

る
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
土
着
の
企
業

で
し
っ
か
り
し
た
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
開
発
し
て
い
た
だ
く
よ

う
な
道
筋
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

で
す
け
れ
ど
も
、
今
、
北
海
道
で
は
中
小

起
業
家
同
友
会
の
中
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
研

究
会
と
い
う
の
を
二
、三
か
月
前
に
つ
く

り
ま
し
た
。
道
内
の
企
業
が
再
エ
ネ
に
関

心
持
っ
て
、
自
分
た
ち
で
開
発
し
よ
う
と
、

そ
う
い
う
こ
と
を
同
友
会
が
仕
切
っ
て
い

る
と
い
う
す
ご
く
い
い
例
が
で
き
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ち
ょ
う

ど
こ
う
い
う
御
時
世
な
の
で
、
地
域
経
済

が
そ
っ
ち
に
関
心
を
持
つ
と
い
う
の
も
ま

た
一
つ
の
道
筋
か
な
と
、
そ
う
い
う
こ
と

を
今
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
司
会
】

　

こ
こ
で
参
加
者
か
ら
の
質
問
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
ま
ず
辻
村
先
生
へ
の
質
問
で
す
。

適
切
な
水
の
利
用
を
考
え
る
に
当
た
り
、

地
域
の
地
表
水
と
地
下
水
の
実
態
を
把
握

し
、
地
下
水
位
、
水
質
、
地
下
水
量
な
ど

の
デ
ー
タ
を
構
築
し
て
、
自
治
体
が
活
用

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
の
取
組
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や
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
自
治
体
の
事

例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
辻
村
真
貴
氏
（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）】

　

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
か
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
全
体
像
か
ら
い
き
ま
す
と
、
内
閣
官

房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
が
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
地
域

の
取
組
に
つ
い
て
非
常
に
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
誰
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
興
味
に
合
わ
せ
て
御
覧
に
な
る
と
、

非
常
に
参
考
に
な
る
点
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
流
域
水
循
環
計
画
に

相
当
す
る
計
画
に
つ
い
て
も
公
開
さ
れ
て

い
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
さ
ん
に

リ
ン
ク
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
、
実
際
に
う
ま
く
い
っ
て
い

る
よ
う
な
取
組
に
つ
い
て
参
照
さ
れ
る
の

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
問

ご
ざ
い
ま
す
。
小
規
模
な
深
井
戸
水
源
で

は
水
量
の
把
握
が
難
し
く
、
急
に
井
戸
が

か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
こ

れ
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
簡
便
に
地
下
水
の

状
況
を
把
握
す
る
よ
う
な
方
法
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
辻
村
真
貴
氏
（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）】

　

井
戸
が
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、

使
っ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
非
常
に
難
し

い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
井
戸
の
構
造
に

も
よ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
は
水
位
を
連
続

的
に
測
る
と
い
う
の
が
基
本
に
は
な
り
ま

す
。
深
井
戸
だ
と
、
な
か
な
か
測
る
の
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
方
法
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
は
連
続
的

に
水
位
の
変
化
を
き
ち
っ
と
把
握
し
て
、

例
え
ば
こ
の
地
域
で
す
と
、
冬
場
に
な
る

と
水
位
が
こ
の
ぐ
ら
い
ま
で
は
い
つ
も

下
が
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
田
ん
ぼ
に
水

を
張
る
頃
に
な
る
と
あ
る
程
度
水
位
が
上

が
っ
て
く
る
、
そ
う
い
う
平
時
の
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
た
ま
た
ま
そ
の
年
の

冬
場
に
な
る
と
、
い
つ
も
以
上
に
早
く
水

位
の
低
下
が
あ
っ
た
の
で
涸
れ
て
し
ま
う

け
れ
ど
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
い
れ

ば
も
し
か
し
た
ら
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
ず
は
現
状
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
、
水
位
は
ほ
か
の
要
素
に
比

べ
る
と
簡
易
に
測
れ
る
部
分
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
の
が

ま
ず
は
出
発
点
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

【
司
会
】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
き
ま

し
て
、
中
島
事
務
局
長
へ
の
質
問
で
す
。

地
域
に
詳
し
い
方
々
と
一
緒
に
と
い
う

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
中

小
の
水
力
を
進
め
る
に
当
た
り
ま
し
て
、

そ
の
鍵
と
な
る
の
は
何
か
。
ま
た
、
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
を
す
れ
ば
良
い

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
伺
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

【
中
島
大
氏
（
全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議
会
事
務
局
長
）】

　

面
白
い
の
が
、
例
え
ば
都
市
部
で
講
演

会
を
や
る
と
、
水
力
に
つ
い
て
、
飲
み
込

み
が
皆
さ
ん
い
ま
一
つ
よ
く
な
く
て
、
太

陽
光
の
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
話

が
結
構
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
山
間
地

と
か
農
業
用
水
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
る

エ
リ
ア
で
話
を
す
る
と
、
太
陽
光
の
原
理

は
量
子
力
学
な
の
で
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

水
力
は
分
か
る
と
い
う
人
が
割
と
多
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
川
に
堰
を
造
っ
て
、

水
を
引
い
て
き
て
、
そ
れ
を
管
理
し
て
と

い
う
の
は
、
ふ
だ
ん
農
業
用
水
で
や
っ
て

い
る
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
に
発
電
機
を
つ

け
る
こ
と
以
外
は
基
本
的
に
何
を
や
っ
て

い
る
か
皆
さ
ん
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。
そ

れ
も
頭
の
知
識
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
で
手

を
動
か
し
て
、
水
路
の
掃
除
を
や
っ
た
り
、

ご
み
を
撤
去
し
た
り
、
落
ち
葉
が
流
れ
て

き
た
ら
ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
に
な
る

か
と
か
、
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

実
は
水
力
の
適
地
に
行
く
と
、
皆
さ
ん
水

力
の
こ
と
を
割
と
す
ん
な
り
理
解
し
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
災

害
の
問
題
。
今
、
リ
ス
ク
と
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
一
番
大
き
い
の
は
や
は
り
水

路
が
災
害
を
受
け
る
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、

逆
に
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
「
こ
の
川
は
災

害
多
い
で
す
か
、
少
な
い
で
す
か
」
と
教

え
て
も
ら
う
ぐ
ら
い
地
元
の
皆
さ
ん
は
、

ど
こ
に
ど
う
い
う
災
害
が
起
き
る
か
と
い

う
の
も
分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
も
ち
ろ
ん
温
暖
化
で
降
水
量
が
増
え

た
り
し
て
、
一
度
も
経
験
し
な
か
っ
た
災

害
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
も
よ
く
聞
き
ま

す
の
で
、
全
て
が
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、

日
頃
か
ら
水
資
源
と
付
き
合
っ
て
い
る
方

は
理
解
が
割
と
進
み
や
す
い
の
で
、
一
番

重
要
な
の
は
、
こ
の
土
地
の
こ
の
川
で
こ

う
い
う
水
利
用
を
し
た
と
き
に
何
が
起
こ

り
そ
う
か
と
い
う
こ
と
を
地
元
の
人
の
声

を
聞
く
こ
と
。
１
回
行
っ
た
だ
け
で
は
出

て
こ
ず
、
こ
ま
め
に
通
っ
て
い
る
と
出
て

く
る
。
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
お

互
い
が
知
恵
を
出
し
合
わ
な
い
と
う
ま

く
い
か
な
い
。
丁
寧
に
地
元
で
話
を
し
て

い
れ
ば
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
し
、
逆
に
、

丁
寧
な
こ
と
を
や
ら
な
い
と
、
地
元
の
人

が
「
ほ
ら
、だ
か
ら
、事
故
が
起
き
た
じ
ゃ

な
い
か
」
と
言
い
か
ね
な
い
の
で
、
普
通

に
開
発
や
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
か
な
と
い

う
気
が
し
ま
す
。

【
司
会
】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
つ

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
水
道
施
設
と
小
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水
力
発
電
所
が
融
合
、
複
合
し
て
い
る
よ

う
な
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
中
島
大
氏
（
全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議
会
事
務
局
長
）】

　

こ
れ
は
結
構
あ
ち
こ
ち
で
や
っ
て
い
ま

し
て
、
例
え
ば
横
浜
市
と
か
東
京
都
な
ん

か
も
積
極
的
で
、
飲
め
る
水
、
水
道
管
自

体
の
落
差
を
利
用
し
た
発
電
所
を
ど
っ
ち

も
造
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
水

道
の
原
水
と
い
っ
て
、
浄
水
場
に
落
ち
て

く
る
水
で
の
発
電
も
、
こ
れ
も
あ
ち
こ
ち

で
あ
っ
て
、
有
名
な
の
は
柿
生
発
電
所
と

い
う
、
津
久
井
湖
か
ら
川
崎
市
水
道
に
落

ち
て
く
る
水
を
使
っ
た
発
電
所
が
あ
り
ま

す
。
小
田
急
線
の
柿
生
と
い
う
駅
が
あ
り

ま
す
が
、
あ
の
近
く
に
、
ダ
ム
か
ら
浄
水

場
に
落
ち
て
く
る
落
差
を
利
用
し
た
発
電

所
が
、
１
９
６
３
年
く
ら
い
、
５
０
０
年

以
上
昔
に
造
ら
れ
て
い
て
割
と
有
名
で
す
。

ま
た
、
群
馬
県
企
業
局
で
も
沢
山
そ
う
い

う
水
道
原
水
の
発
電
を
や
っ
て
い
ま
す
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め

【
三
橋
さ
ゆ
り
氏
（
内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事

務
局
事
務
局
長
）】

　

辻
村
先
生
、
中
島
先
生
、
本
日
は
貴
重

な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

生
方
に
は
、
様
々
な
事
例
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
て
、
今
後
の
対
応
策
を
進
め
て
い

く
上
で
の
貴
重
な
御
示
唆
を
い
た
だ
け
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
一
言
で
言
っ
て

お
り
ま
す
が
、
や
は
り
水
循
環
と
い
う
の

は
地
域
ご
と
に
実
態
は
様
々
で
あ
り
ま
す

し
、
そ
う
し
た
実
態
を
関
係
者
が
ま
ず
よ

く
把
握
し
て
、
そ
し
て
一
緒
に
考
え
て
解

決
策
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
ハ
ー
ド
ル

が
あ
ま
り
高
い
と
思
わ
ず
に
、
一
つ
一
つ

分
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
調
べ
て
い
っ
て
、

ま
ず
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
お
話
だ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
動
き
が
全
国

に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
、
気
候
変
動
へ

の
対
応
や
、
さ
ら
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
い
っ
た
地
球
規
模
で
の
取
組
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
先
生
方
の
御
講
演
で
、
そ

う
し
た
道
筋
へ
の
ヒ
ン
ト
も
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
に
お

き
ま
し
て
も
、
現
在
、
関
係
省
庁
と
連
携

し
ま
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
一

方
で
、
地
方
公
共
団
体
や
、
も
し
く
は
例

え
ば
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
事
業
者
の

方
々
な
ど
、
関
係
の
方
々
が
ど
う
い
う
ふ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
何
か
い
ろ

い
ろ
と
問
合
せ
を
し
て
み
た
い
と
い
っ
た

方
々
の
た
め
に
相
談
窓
口
を
設
け
て
お

り
ま
し
て
、
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
窓
口
を
つ
く
っ
て

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
覧
の
方
々
も

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
国
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
皆
様
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
ま
た
地
域
の
方
々
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
意
見
、
御
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
御
視
聴
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

―
―　

了　

―
―
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「健全な水循環」に関するロゴマークについて

「水の日」記念行事の「水を考えるつどい」（平成 27 年 8 月 1 日開催）において、
「健全な水循環」に関するロゴマークの発表が行われた。

●応募総数 1,457 作品の中から審査の結果、最優秀賞 1編、優秀賞 4編が決定

●主催 : 内閣官房水循環政策本部事務局、水の週間実行委員会

〈ロゴマークに込めた作者の想い〉	

永遠の循環を表す無限（∞）のマークと、雫のフォルム、
そして水に対する親しみと身近さを表す笑顔を組み合わせました。
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あとがき
平成26年7月、水循環基本法が施行され、平成27年7月、最
初の水循環基本計画が策定されました。これらにより、流域の総
合的かつ一体的な管理を実施していく「流域マネジメント」の重
要性が認識され、少しずつではありますが、健全な水循環の維持
又は回復へ向けて全国で活動が進められています。
こうした中、令和2年7月、新たな水循環基本計画が閣議決定
され、「流域マネジメントによる水循環イノベーション　～流域マ
ネジメントの更なる展開と質の向上～」が重点的に取り組む3本
柱の1つに位置づけられました。流域マネジメントに関する情報
発信や広報活動は、ますます重要となっています。そこで、流域マ
ネジメントの良い事例を多くの方々に知っていただき、少しでも
流域マネジメントに取り組む方々の役に立ちたいとの思いから、
令和2年11月に引き続き、『流域マネジメントの事例集』を発行
することといたしました。
今回の事例集では、令和3年6月の水循環基本法の改正により
地下水に関する規定が追加されたことを受けて、「地下水」を課
題として流域マネジメントに取り組んでいる4地域の事例を紹介
することとしました。

また、あわせて、流域マネジメントの更なる展開と質の向上を
目指して、流域マネジメントに取り組む際の重要なポイン卜の一
つである「普及啓発・広報」をテーマに4地域の優良事例を紹介
するとともに、令和3年12月に開催された「水循環×気候変動」を
テーマとした水循環シンポジウムのエッセンスをまとめ、『流域マ
ネジメントの事例集　地下水編、普及啓発・広報編』を作成しま
した。
この事例集に収められている活動の一つ一つには物語があり、
一人一人の思いが詰まっています。その思いが皆様に伝わり、皆
様が流域マネジメン卜の活動を始めたり発展させたりするきっか
けとなればと願っております。また、今後、流域マネジメン卜に取
り組む仲間の輪が日本中に広がるとともに、流域水循環計画の
策定の機運が全国にくまなく広がっていくことを期待しています。
最後に、各事例に取り組まれている地方公共団体、水循環シン

ポジウムの講師の皆様方には、本書の作成にあたり多大なご支
援をいただきました。この場を借りて御礼申し上げます。

2022年3月
内閣官房水循環政策本部事務局
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2022 年 3 月
内閣官房水循環政策本部事務局
TEL 03-5253-8389（直通）
E-mail  hqt-mizujyunkan@mlit.go.jp

本書の内容はウェブサイトでもご覧いただけます。
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/index.html

本書や流域マネジメントの取組について、
ご意見をお寄せください。
E-mail  hqt-mizujyunkan@mlit.go.jp

写　真

表紙　「中無田熊野座神社の銘水」（熊本県熊本市）
提供：熊本市
 
表紙［裏］「今泉名水桜公園」（神奈川県秦野市）
提供：秦野市
 
p.2「水無川と丹沢山脈」（神奈川県秦野市）
提供：秦野市
 
p.2「水の都 西条」（愛媛県西条市）
提供：西条市
 
p.2「夏のせせらぎ」（市コンテスト入選作品）（長野県安曇野市）
提供：安曇野市
 
p.4、p.5「安曇野の湧水とクリアボート」（市コンテスト入選作品）（長野県安曇野市）
提供 : 安曇野市
 
p.14「下水道の更生工法による長寿命化」
提供：国土交通省
 
p.14「令和元年東日本台風による千曲川での被害」（長野県長野市）
提供：国土交通省
 
p.14「水田湛水」（福井県大野市）
提供：大野市
 
p.15「ぐんまウォーターフェアにおける利き水体験の様子」（群馬県太田市）
提供：群馬県
 
p.15「水と災害ハイレベルパネルの様子」
提供：国土交通省
 
p.26、p.27「江津湖 広木公園の湧水」（熊本県熊本市）
提供：熊本市
 
あとがき「白糸の滝」（熊本県熊本市）
提供：熊本市
 
裏表紙「えひめさんさん物語「水に浮くまち」アートプロジェクト」（愛媛県西条市）
提供 : 西条市
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流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
例
集
　
地
下
水
編
／
普
及
啓
発
・
広
報
編

地下水編
普及啓発・広報編
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